
  

- 1 - 

 

 

 

 

 

 

■１ 「明日の授業づくり」をサポートするパンフレットに 
全国学力・学習状況調査の結果を日々の授業づくりにしっかり生かせるよう、大切な

ポイントをまとめたパンフレットを作成し、すべての先生方にお配りします。データか

ら見えてきた「授業づくりのヒント」を共有することで、先生方がご自身の授業を振り返

り、「明日の授業をこう工夫してみよう」と前向きに取り組むきっかけにしてもらうこと

を目的としています。 

 

■２ 調査結果を生かす「検証・改善サイクル」とは 
  全国学力・学習状況調査は、単なる結果発表ではなく、各校の取組の成果を測る１つ

の大きな「チェックポイント」です。以下のサイクルを意識することで、学校全体の指導

力向上につながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■３ 「学校ドック」で自校の強みと課題を見つけましょう 
検証・改善サイクルを意識したとき、全国学力・学習状況調査は、学校にとっての「定

期健診（学校ドック）」と言えるでしょう。「うちの児童生徒はここが育っているな」「こ

の単元は少しつまずきやすいかもしれない」といった、普段の指導で気になっていること

の根拠を探るために、ぜひ前向きにご活用ください。その際、国から届く「各学校の結果

データ」に加えて、香川県教育センターが作成した「活用ツール」を併せてお使いいただ

くのが効果的です。全国、香川県、自校の状況を比較することで、自校の強みや改善点が

より明確になります。 

調査結果を明日の授業へ！ 

～各校の検証・改善サイクルの構築に向けて～ 

  heck 結果分析 

調査結果を客観的に分析し、自

校の取組の「成果」と「課題」を見

つけ出す。 

  ction 改善 

見えてきた課題に基づき、具体

的な「指導改善のアイデア」をチ

ームで出し合う。 

  o 取組の実施 

計画に沿って教育活動を実践

し、そのプロセスや児童生徒の反

応を記録する。 

 lan 計画 

新たな目標を設定し、それを達

成するための具体的なスケジュー

ルや行動計画を立てる。 

C 

A 

P 

D 

検証・改善サイクルは、1年間かけてゆっくり 1周させるだけではありません。

学期ごと、あるいは単元ごとなど、年間を通して複数回の小さな見直しのサイクル

を設けることで、より柔軟で効果的な授業改善につながります。目の前の児童生徒

に合わせた最適なサイクルを、ぜひ各校で工夫してみてください。 
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■４ 「活用ツール」で自校のデータを check！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 香川県教育センターが提供している活用ツール(Excelファイル)を使えば、全国と香

川県の状況に加え、自校の状況をグラフや表に表示、経年比較したり、作成されたグ

ラフ等ファイル内の表を貼り付けて活用したりすることができます。 

 

① 活用ツールのダウンロード 

香川県教育センターWebサイトから活用ツール（Excelファイル）と使用説明

（PDFファイル）をダウンロードします。（認証領域にログインが必要です。） 

 

② 自校のデータの用意 

文部科学省指定のWebシステムからダウンロードした調査結果の電子データを

コンピュータのデスクトップに展開します。（別途文部科学省から送付されてい

るはがきのパスワードが必要です。） 

 

③ 活用ツールの起動 

必要なファイル名を選び、ボタンを押すと、データを読み込むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 児童生徒質問調査については、質問項目ごとに、回答状況を示す帯グラフ、経年

変化を示す折れ線グラフが表示されます。 

 

活用ツールで可視化されたデータを用いて、
校内研修の場が充実することを願っています。 
ぜひ、ご活用ください。 
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■5 カリキュラム・マネジメントの充実へ 
分析を行う際は、次のような観点から学校や児童生徒の状況を見つめ直し、組織的かつ

計画的な教育活動の質の向上（カリキュラム・マネジメントの充実）につなげていくこと

が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 関連性を探る 
可視化したデータを用いて、各学校の取組（現職教育のテーマ等）と、児童生徒の

意識の変化や教科に関する調査結果との関連について協議し、成果や課題を分析しま

しょう。 

○ 視覚的に捉える 
調査結果データを目的に応じたグラフ（帯グラフや折れ線グラフ等）を用いて可視

化し、児童生徒の意識の変容や実態を捉えましょう。 

 

①24.3 

①14.9 

①18.9 

②40.5 

②37.3 

②44.1 

③25.6 

③30.3 

③25.5 

④7.9 

④14.9 

④9.0 

⑤1.6 

⑤2.3 

⑤2.0 

⑥0.1 

⑥0.4 

⑥0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貴校

香川

全国

帯グラフで表すことで、本年度の児童生
徒の回答状況を、より詳しく捉えることが
できます。特に、否定的な回答をした児童
生徒に着目し、その理由を分析・考察する
ことが改善につながります。 

 

折れ線グラフで表すことで、経年で児
童生徒の変容を捉えることができます。
対象となる児童生徒は違いますが、学校
全体で取り組んでいることの傾向を捉
えることができます。 

（例） 

現職教育テーマの「主体的に学
ぶ子どもの育成」に、関連する質
問項目はどれだろうか？ 

教科の調査では、どの調査問題
が「読解力の育成」に関わってい
るのだろう？ 

どのような取組が成果につなが
ったのだろうか？ 

児童生徒質問調査だけでなく、
学校質問調査の項目も分析してみ
よう。 

調査結果の活用や調査結果を基にした取組等、各学校で困
っていることがありましたら、香川県教育センターの「研究相
談」や「研修サポート」をご利用ください。 

○ サイクルを回す 
育成したい力を具体化し、改善策を考えましょう。そして、自校の

年間計画等と照らして検証・改善サイクルを構築しましょう。 
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～特集１～ 

「主体的・対話的で深い学び」の実装に向けて 

香川県教育委員会では、全ての子どもにこれからの社会で求められる資質・能力を育成することを

目指しています。そのために、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ、「主体的・

対話的で深い学び」をより一層具現化・深化させる実装の段階へと歩みを進めています。 

その上で、昨年度（令和７年度）の全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、下のような「何ができ

るようになるか」「どのように学ぶか」の２つの視点から授業改善を呼びかけています。 

 

特集１では、これらの授業改善の視点から児童生徒質問調査および学校質問調査の結果を分析し、

取組の成果と、さらなる充実に向けた提言をまとめました。 

各校における取組の振り返りや、明日からの授業改善のヒントとしてご活用ください。 

※ 「令和8年度 学校教育実践の手引」より引用 
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①15.3 

①22.6 

②38.3 

②42.9 

③28.4 

③22.9 

④14.5 

④8.8 

⑤3.1 

⑤2.4 

⑥0.6 

⑥0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①21.6 

①25.8 

②38.4 

②40.6 

③26.6 

③23.4 

④10.3 

④8.0 
⑤2.4 

⑤1.7 

⑥0.6 

⑥0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

「何ができるようになるか」の視点で調査結果を振り返る 

● 自分の言葉で伝えたり、まとめたりする機会を意識して位置付ける 

調査結果から、本県の子どもたちは「□38自分の考えを工夫して伝えること」や「□40学んだこと

を生かして自分の考えをまとめること」に、全国と比べてまだ力を伸ばせる可能性があることが見

えてきました。 

「この資料を使って考えの理由を教えて」「このグラフから何が言えるかな？」などと声をかけ、

資料や文章を読み解き、相手に伝わるように話の組み立てを工夫して発表する経験をつくること

が、課題Ⅰの解釈し、表現する力の育成につながります。 

また、「これまでに習った考え方で使えそうなものはないかな？」と問いかけ、問題解決に向け

て、学んだ知識を生かし、自分なりの考えをまとめる活動を仕組むことが、課題Ⅱの生きて働く知

識・技能の習得につながります。 

目の前の子どもたちの実態に合わせ、日々の授業の中で、こうした問いかけを取り入れることか

ら始めてみませんか。 

● 「分かる」から「使える」へ！学びと日常をつなぐ授業づくり

７割を超える子どもたちが「□44授業で学んだこと

を、次の学習や生活に生かせる」と肯定的に捉えてお

り、日々の先生方の指導の成果が表れています。  

一方で、経年変化に目を向けると、小学校では肯定

的な回答が減少傾向にあり、中学校では全国との差

が開きつつあります。 

知識を実生活で使える力へ引き上げるには、「下級

生への発表（国語）」や「遠足の買い物計画（算数）」

など、身近な課題を設定し、学ぶ必然性をもたせるこ

とが重要です。単元全体で学習をデザインし、「学ん

だ考え方を使うと●●できた」と、日常とのつながり

を実感できるようにすることで、知識は生きて働く

力へと変わります。 
■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

（％） 

83.3 
81.0 

78.8 

83.7 

82.5 
80.8 

79.0 

72.5 
74.8 

79.0 

74.8 
78.0 

60

70

80

90

R６ R７ R８

「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」と回答 

□44 授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけ
て考えたり、生かしたりすることができると思いますか 

【児童生徒質問調査】  

□38 ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業で、自分の考
えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資

料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか 
【児童生徒質問調査】  

①発表していた        ②どちらかといえば、発表していた    

③どちらかといえば、発表していなかった   ④発表していなかった 

⑤考えを発表する機会がなかった   ⑥無回答・その他 

小学校 

中学校 

60.0％ 

66.4％ 

53.6％ 

65.5％ 

①21.7 

①26.9 

②45.7 

②46.5 

③23.3 

③19.1 

④4.5 

④3.5 

⑤4.7 

⑤4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

□40 ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、各教科
などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活

動を行っていましたか 
【児童生徒質問調査】  

①当てはまる         ②どちらかといえば、当てはまる 

③どちらかといえば、当てはまらない   ④当てはまらない 

⑤無回答・その他 

小学校 

中学校 

①18.6 

①23.1 

②46.2 

②47.7 

③24.3 

③21.6 

④6.2 

④4.4 

⑤4.7 

⑤3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

67.4％ 

73.4％ 

64.8％ 

70.8％ 

※課題Ⅰ、課題Ⅱ P４参照 
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①33.3 

①34.2 

②33.2 

②33.3 

③27.6 

③26.4 

④3.3 

④3.8 
⑤2.3 

⑤2.0 

⑥0.3 

⑥0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①37.6 

①39.6 

②29.8 

②30.0 

③25.3 

③24.1 

④4.1 

④3.7 
⑤2.8 

⑤2.3 

⑥0.3 

⑥0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

「どのように学ぶか」の視点で調査結果を振り返る 

約９割の子どもたちが「□46 互いに協力しながら課題解決に取り組んでいる」と肯定的に回答し

ており、日々の先生方のご指導によって本県の強みとなっていると言えます。一方で、「□20人と違

う意見を言っても否定されない」と感じる子どもは、小・中学校ともに 6割台にとどまっています。 

「主体的・対話的で深い学び」を実現するには、心理的に安心・安全な学習環境の整備が不可欠

です。まずは、間違いや多様な考えを認め合う学級風土づくりから始めませんか。 

「そういう見方もあるんだ。おもしろいね」「●●さんが疑問を言ってくれたから、みんなの学び

が深まったね」といった先生方の日々の温かい声かけが、子どもたちが安心して自己表現し、互い

の違いを生かしながら学び合える土台となります。 

振り返りを生かした自分事の学習課題を 

□43 学習した内容について、分かった点や、よく分からなかっ

た点を見直し、次の学習につなげることができていますか 
  【児童生徒質問調査】 

小学校 

中学校 

①27.5 

①31.4 

②47.4 

②47.0 

③19.7 

③17.2 

④4.5 

④3.4 

⑤0.9 

⑤1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①24.7 

①29.3 

②49.4 

②49.7 

③20.2 

③17.2 

④5.0 

④3.2 

⑤0.7 

⑤0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

74.9％ 

74.1％ 

78.4％ 

79.0％ 

①当てはまる         ②どちらかといえば、当てはまる 

③どちらかといえば、当てはまらない   ④当てはまらない 

⑤無回答・その他 

調査結果から、「□39自ら課題に取り組む姿勢」や「□43振り返りを次の学習に生かす力」に課題

があり、主体的な取組は減少傾向にあります。 

学びを自分事にするには、日々の振り返りの工夫が鍵を握ります。授業の終末に「次はどんなこ

とを知りたいか」「どう生かしたいか」と問いかけ、その振り返りを次の課題設定に生かしてみま

せんか。自身の疑問や思いが次への見通しにつながる経験が、主体的な学びを引き出します。 

 

違いを認めて協力し合える安心・安全な風土づくりを 

□46 授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にし
て、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか 

【児童生徒質問調査】  

「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」と回答 

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

（％） 

91.1
91.6

91.2
91.6

91.9
91.4

90.9 90.9

89.6

92.3
91.9

92.4

85

90

95

R６ R７ R８

学習環境 

□20 あなたの学級では、人と違う意見を言っても否定されない

と思いますか                      
【児童生徒質問調査】 

小学校 

69.6％ 

67.4％ 

中学校 

67.5％ 

66.5％ 

□39 ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、課題の

解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか 
【児童生徒質問調査】  

「当てはまる」＋「どちらかといえば、当てはまる」と回答 

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

（％） 

73.8 

76.0 

78.1 

75.6 

71.5 

77.3 

78.8 

81.9 

80.3 

77.6 

76.0 
75.7 

76.7 

73.9 

71.6 

79.2 
79.2 

80.3 

77.7 
78.8 

70

75

80

85

R４ R５ R６ R７ R８

肯定的回答の全国との差 

小学校 ▲6.1pt 

中学校 ▲7.2pt 

①当てはまる         ②どちらかといえば、当てはまる 

③どちらともいえない    ④どちらかといえば、当てはまらない 

⑤当てはまらない      ⑥無回答・その他 
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自分に合った学び方を選べる環境をデザインする工
夫として、学力向上モデル校（中学校外国語科）の実践
を紹介します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
こうした授業内の小さな選択

と決定の積み重ねが、自分に
合った学びを見つける力を育む
ことへとつながります。 

授業冒頭の暗唱の帯活動では、生徒自身が制限時間内
にどこまで挑戦するかという目標を決めて取り組みま
す。自分の力に合わせて取り組み方を選択することで、
主体的に学習へ向かうことができていました。 
また、ALT に日本語を伝える協働学習の場面では、全

体で共有された複数の改善方法（ジェスチャーを交える
等）の中から、生徒自身が自分たちの班にふさわしい手
段を選び、練習方法を工夫していました。 

学校質問調査から、活用を意識した授業づくりの課題が見えてきました。特に中学校において、

「■34学習過程を見通した指導」や「■35既習事項を関連付ける学習活動」を実施している割合が、

全国を大きく下回っています。 

生きて働く知識・技能は、これまでに学んだことを活用した主体的な問題解決の中で育まれます。

例えば、授業の振り返りにおいて、「前に習った●●という考え方で解決できた」「これも同じだね」

と、知識と知識を関連付ける経験の積み重ねが、自ら学びに向かう力を育みます。 

日々の教材研究の中で、「習得と活用のサイクル」を意識し、子どもたちが既習事項を生かして問

題解決に向かえる授業をデザインしていきましょう。子ども任せの放任ではなく、専門職としての

教師による意図的な働きかけこそが、生きて働く知識・技能の定着につながります。 

自己選択 
自己決定 小さな「選択と決定」が、自分に合った学びをつくる 

□41 ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業は、自分に

あった教え方、教材、学習時間などになっていましたか 
  【児童生徒質問調査】 

①当てはまる         ②どちらかといえば、当てはまる 

③どちらかといえば、当てはまらない   ④当てはまらない 

⑤無回答・その他 

①34.2 

①34.9 

②44.9 

②45.9 

③13.3 

③12.1 

④3.2 

④3.0 

⑤4.5 

⑤4.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

小学校 
79.1％ 

80.8％ 

①22.7 

①25.3 

②52.9 

②53.6 

③15.6 

③14.7 

④4.1 

④3.2 

⑤4.6 

⑤3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

中学校 
75.6％ 

78.9％ 

■34 調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、習得・
活用及び探究の学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫
をしましたか 

  【学校質問調査】 

①よく行った          ②どちらかといえば、行った 

③あまり行わなかった   ④全く行わなかった 

⑤無回答・その他 

小学校 

①16.3 

①21.4 

②70.7 

②66.7 

③12.2 

③11.7 

④0.0 

④0.0 

⑤0.7 

⑤0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

87.0％ 

88.1％ 

中学校 

①14.1 

①19.7 

②54.7 

②66.4 

③31.3 

③13.6 

④0.0 

④0.2 

⑤0.0 

⑤0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

86.1％ 

68.8％ 

■35 調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、関連す

る既習事項を振り返り、知識を総合的に関連付ける学習活動を
行いましたか 

  【学校質問調査】 

①よく行った          ②どちらかといえば、行った 

③あまり行わなかった   ④全く行わなかった 

⑤無回答・その他 

小学校 

①26.5 

①27.0 

②63.9 

②64.7 

③9.5 

③8.1 

④0.0 

④0.0 

⑤0.0 

⑤0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

90.4％ 

91.7％ 

中学校 

①17.2 

①23.3 

②60.9 

②67.3 

③20.3 

③9.1 

④1.6 

④0.1 

⑤0.0 

⑤0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

78.1％ 

90.6％ 

点と点の知識をつなぎ、問題解決に生かす授業づくりを 

小・中学校ともに約８割の子どもたちが肯定的な回答を
しており、多くの授業で自己選択・自己決定できるよう配
慮がなされていることがうかがえます。しかし、依然とし
て全国平均を下回っているのが現状です。 

学力向上モデル校の実践に学ぶ 

●  
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～特集２～  

 「□35ICT 機器の使用頻度」を見ると、中学校では年々上昇しているものの、全国との差は依然
として大きく（全国比－23.5pt）、小学校では前年度から使用頻度が大きく低下しています。 
さらに教科の正答率との関係に目を向けると、本県では、「月１回未満」の層を除けば、使用頻

度と学力（正答率）の間に大きな差は見られませんでした。 
今後は頻度だけでなく、「子どもの思考をどう深めるか」という活用の質をアップデートするこ

とが求められます。次期学習指導要領を見据えても、ICT 機器を自らの学びを調整し探究するため
のツールとして、主体的に使いこなす力がますます重要になります。 
 

● ICT活用は「量」から「質」へ 

表を見ると、ICT 機器を使って「文章を作成する」「情報を収集・整理する」「発表のスライドを
作成する」ことができると肯定的に回答した児童生徒ほど、小・中学校の全教科において平均正答
率が高いという明確な傾向が読み取れます。 
この結果は、ICT 機器を単に受け身で使うだけでなく、自分の思考を深め、他者に表現するため

の手段として使いこなすスキルが、学力の向上に関係していることを示しています。 
「何のために使うのか」という目的を明確にし、子どもたちが自らツールを選択して主体的に

活用できる場面を、日々の授業に意図的に仕組んでいくことが大切です。 
 
前段落の「頻度（量）だけでは学力に差が出ない」という分析に対する、「では、どう使えば（質）
学力が上がるのか」という明確な答え合わせとなる構成です。先生方が「なるほど、思考や表現の
手段として使わせることが大切なのか」と腑に落ちる流れになっています。 

子ども主体の ICT 活用に向けて 

■小学校（香川） □小学校（全国） ●中学校（香川） 〇中学校（全国） 

（ ％ ）  
「ほぼ毎日」＋ 「週３日以上 」と回答  

□35 ５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業で、PC・タブ
レットなどの ICT機器を、どの程度使用しましたか 

【児童生徒質問調査】  

43.4 
49.9 47.4 

62.4 

53.3 

58.2 

62.4 

59.5 

71.7 
68.8 

28.3 30.9 

41.0 

53.0 

54.7 

50.9 

61.1 

64.4 

76.5 78.2 

20

30

40

50

60

70

80

R４ R５ R６ R７ R８

国語 算数

① ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用） 60.0 53.4

② ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業で活用） 61.2 54.5

③ 週３回以上 60.5 54.6

④ 週１回以上 60.9 55.1

⑤ 月１回以上 61.3 53.9

⑥ 月１回未満 52.3 45.8

差➀−⑥ 7.7 7.6

35

５年生までに受けた授業
で、PC・タブレットなどの
ICT機器を、どの程度使
用しましたか

質問
番号

質問事項 選択肢
当該選択肢を選んだ児童の平均正答率（％）

国語 数学 英語

① ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用） 62.9 58.1 486

② ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業で活用） 63.6 58.3 490

③ 週３回以上 63.0 58.2 490

④ 週１回以上 62.2 56.6 486

⑤ 月１回以上 62.4 57.1 485

⑥ 月１回未満 55.8 49.8 463

差①－⑥ 7.1 8.3 23

35

１、２年生のときに受け
た授業で、PC・タブレッ
トなどのICT機器を、ど
の程度使用しましたか

質問
番号

質問事項 選択肢
当該選択肢を選んだ生徒の平均正答率・平均IRTスコア

教 科 の 正 答 率 と の ク ロ ス 集 計 結 果 （ 使 用 頻 度 ）  

小学校  

中学校  

国語 算数

① そう思う 66.8 60.7

② どちらかといえば、そう思う 58.6 51.5

③ どちらかといえば、そう思わない 53.0 45.5

④ そう思わない 44.2 38.6

差➀−➃ 22.6 22.1

① そう思う 64.7 58.2

② どちらかといえば、そう思う 56.5 49.8

③ どちらかといえば、そう思わない 50.8 43.6

④ そう思わない 44.0 36.7

差➀−➃ 20.7 21.5

① そう思う 66.9 60.7

② どちらかといえば、そう思う 60.9 54.6

③ どちらかといえば、そう思わない 56.3 49.2

④ そう思わない 48.9 41.2

差➀−➃ 18.0 19.5

① そう思う 67.4 60.7

② どちらかといえば、そう思う 60.0 53.7

③ どちらかといえば、そう思わない 54.1 47.5

④ そう思わない 48.7 41.3

差➀−➃ 18.7 19.4

質問
番号

質問事項 選択肢
当該選択肢を選んだ児童の平均正答率（％）

36-4

あなたは自分がPC・タブレットなど
のICT機器を使って学校での活動
でプレゼンテーション（発表のスラ
イド）を作成することができると思い
ますか

36-2

あなたは自分がインターネットを
使って情報を収集する（検索する、
調べるなど）ことができると思いま
すか

36-3

あなたは自分がPC・タブレットなど
のICT機器を使って情報を整理す
る（図、表、グラフ、思考ツールなど
を使ってまとめる）ことができると思
いますか

36-1

あなたは自分がPC・タブレットなど
のICT機器で文章を作成する（文
字、コメントを書くなど）ことができる
と思いますか

国語 数学 英語

67.4 63.3 515

62.6 57.2 482

54.7 46.8 447

48.0 39.9 422

19.4 23.4 93

65.6 60.8 502

60.5 54.8 476

51.5 44.0 441

45.7 37.7 411

19.9 23.1 91

65.4 61.5 504

64.8 60.5 497

60.3 53.3 474

55.6 47.3 453

9.8 14.2 51

67.6 63.9 515

63.9 59.0 494

57.2 50.1 456

51.8 42.4 434

15.8 21.5 81

当該選択肢を選んだ生徒の平均正答率・平均IRTスコア

教 科 の 正 答 率 と の ク ロ ス 集 計 結 果 （ 活 用 ス キ ル ）  
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これからの時代に必要な「情報活用能力」とは？ 

次期学習指導要領に向けて、情報活用能力をより一層高めていく方向性が示されています。今後は、小

学校の総合的な学習の時間に「情報の領域」が、中学校に「情報・技術科」が新設される予定です。これ

まで課題となっていた小・中・高の系統性や、生成 AI などの最新技術への対応を見直し、これからは①

情報を集め発信する「活用」、②情報モラルを守る「適切な取扱い」、③仕組みを正しく知る「特性の理

解」といった 3つの力を一体として育てていくことが求められます。 

この「情報活用能力」は、すべての教科の学びを支える土台になりま

す。子どもたちが ICT を自在に使いこなせるよう、少しずつ学びの環境

をアップデートしていきましょう。 

 

 Column 

●  ICTで自らの学びをデザイン！生徒が主役になる授業 

学力向上モデル校の実践に学ぶ  

文 部 科 学 省 「 StuDX Style（ ス タ デ ィ ー エ ッ ク ス  ス タ イ ル ）」  
GIGA スクール構想に基づく「1 人 1 台端末」の具体的な活用方法や、各教科・

総合的な学習の時間での ICT を手段として活用する全国の優良な実践事例が豊
富に集められた特設サイトです。先生方への具体的な紹介に大変役立ちます。  

https://www.mext .go

.jp /s tudxstyl e /  

総合的な学習の時間で、自分で課題を見つけて探究する子どもほど、各教科の正答率が高い傾向にあ
ります。さらに注目したいのは、「情報を集める・まとめる・発表する」場面で、ICT を効果的に使え
ていると感じる子どもほど、その傾向がより強いという点です。 
つまり、「何のために使うのか」という目的意識をもち、ICT 機器を考えを深めたり伝えたりする「手

段」として使いこなす経験が、正答率アップにつながる可能性があります。 
まずは学校や地域の題材を生かし、子どもが夢中で探究に向かう授業をデザインしてみませんか。そ

してそのプロセスの中に、目的をもった ICT 活用を位置付けていくことが重要です。 

国語 算数

① 当てはまる 65.9 59.9

② どちらかといえば、当てはまる 60.0 53.8

③ どちらかといえば、当てはまらない 56.0 48.8

④ 当てはまらない 50.2 44.0

差➀−④ 15.7 15.9

① 当てはまる 66.8 60.7

② どちらかといえば、当てはまる 60.0 54.6

③ どちらかといえば、当てはまらない 54.5 46.3

④ 当てはまらない 47.2 40.2

差➀−④ 19.6 20.5

48

総合的な学習の時間では、PC・タ
ブレットなどのICT機器を使って、う
まく情報を集めたり、整理したり、
発表したりできていますか

47

総合的な学習の時間では、自分で
課題を立てて情報を集め整理し
て、調べたことを発表するなどの学
習活動に取り組んでいますか

質問
番号

質問事項 選択肢
当該選択肢を選んだ児童の平均正答率（％）

国語 数学 英語

66.7 63.5 511

63.5 58.7 491

59.1 52.2 469

52.9 43.2 441

13.8 20.3 70.0

67.4 64.5 514

64.0 59.3 494

57.8 50.6 462

52.9 43.0 438

14.5 21.5 76.0

当該選択肢を選んだ生徒の平均正答率・平均IRTスコア

教 科 の 正 答 率 と の ク ロ ス 集 計 結 果 （ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 ）  

 

学力向上モデル校、中学校数学の実践を紹介します。生徒が目的をもって ICT を活用し、
自らの学びを主体的にデザインする授業です。  
導入では、前時の振り返りを共有し、「平方根の計算で、√ の中が大きな数のときはど

うすれば簡単に解けるか」という生徒自身の疑問から課題を設定しました。  
課題解決の場面では、端末上にクラス全体の「学習進度表」を共有します。生徒自身が

「完了」「取組中」「help」といった現在の状況を入力することで、同じ課題に取り組む仲
間や、サポートを必要としている友達をリアルタイムで把握できます。生徒は、クラウド
上にある多様な問題から取り組む内容を自己決定しつつ、進度表を見て誰と、どのように
学ぶかを自ら計画し、調整していました。  
このような学習環境は、生徒の主体的な学びを引き出しま

す。友達の「help」を見て支援に回り、「そういうときは素因
数分解をすればいいよ」などと対話を通じて思考プロセスを共
有したり、その後に AI ドリルで自分の理解度を確かめたりす
る姿が見られました。  
生徒の思いを実現できる学習環境を工夫することで、主体的

な学びと ICT の効果的な活用を実現した実践と言えるでしょ
う。  
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Ⅰ 調査結果（概論） 
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１ 調査の概要 

（１）調査の目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習

状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校にお

ける児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組

を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査の対象 

国・公・私立学校の小学校第６学年、中学校第３学年 原則として全児童生徒 

 

（３）調査内容 

① 教科に関する調査〔国語、算数・数学、英語〕 

 

 

出題範囲は、調査する学年の全学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題内容は、それぞれの学年・

教科に関し、以下のとおりとする。 

【出題内容】 
ア 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠で

あり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

イ 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評

価・改善する力等に関わる内容 

② 質問調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 
学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等

に関する調査 

 

（例）学習に対する興味・関心、授業内容の理解

度、基本的生活習慣等、家庭学習の状況 など 

学校における指導方法に関する取組や学校におけ

る人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する

調査 

（例）授業の改善に関する取組、指導方法の工夫、

学校運営に関する取組、家庭・地域との連携の状況など 

 

（４）調査実施日      令和８年４月23日（木） 

児童質問調査の実施日 令和８年４月 24 日（金）～５月８日（金）のうち１日（学校ごとに指定） 

生徒質問調査及び中学校英語（「話すこと」を除く）の実施日 

令和８年４月 20 日（月）～４月 23 日（木）のうち 1 日（学校ごとに指定） 

   中学校英語「話すこと」の実施日 

              令和８年４月 24 日（金）または４月 27 日（月）（当日実施校） 

               令和８年４月 28 日（火）～５月 29 日（金）のうち１日（学校ごとに指定） 

 
（５）調査を実施した本県の県立及び市町立学校数、児童生徒数 

 
学校数 

児童生徒数 
（国語） 

児童生徒数 
（算数・数学） 

生徒数 
（英語） 

児童生徒数 
（質問調査） 

小学校調査 147 校 7,280 人 7,285 人  7,294 人 

中学校調査 65 校 6,939 人 6,943 人 6,967 人 6,963 人 

 
 

 
 

 

調査の概要 

  

※ 本報告書では、国立、私立を除いた公立小・中・特別支援学校の結果を掲載している。 

 

小学校 児童質問調査および中学校 英語・生徒質問調査は、文部科学省 CBT システム（MEXCBT）

によるオンライン方式（CBT：Computer Based Testing）で実施します。 
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２ 調査結果の示し方 

文部科学省は、小学校調査及び中学校調査のそれぞれの結果として、以下の事項等を示す。 

（１） PBT で実施する教科に関する調査の結果 

① 国語、算数・数学のそれぞれの教科（以下「各教科」という。）に係る問題の全体の平

均正答数、平均正答率、中央値、標準偏差等 

② 各教科の平均正答数等の分布等が分かるグラフ 

③ 各教科の設問ごとの正答率等 

④ 各教科の設問ごとの解答類型別児童生徒数の割合 

（２） CBT で実施する教科（R8 は中学校英語）に関する調査の結果 

① 教科に係る問題の全体の IRT スコア等 

② 教科の IRT スコア等の分布等が分かるグラフ 

③ 教科の公開問題の設問ごとの正答率等 

④ 教科の公開問題の設問ごとの解答類型別生徒数の割合 

（３） 児童生徒質問調査及び学校質問調査の結果 

① 児童生徒質問調査及び学校質問調査の回答状況 

② 児童生徒質問調査及び学校質問調査の回答状況と教科に関する調査の正答率、IRT ス

コア等との相関関係の分析 

（４） その他調査の目的の達成に資する分析 

  

３ 調査結果の活用 

各教育委員会、学校等及び文部科学省においては、調査の目的を達成するため、以下のよう

な調査結果を活用した取組に努めることとする。 

① 各教育委員会及び学校等においては、調査結果の分析やこれを活用して教育及び教育

施策の改善等に向けた取組等を進めるための体制を整備した上で、多面的な分析を行い、

自らの教育及び教育施策の成果と課題を把握・検証し、保護者や地域住民の理解と協力の

もとに適切に連携を図りながら、教育及び教育施策の改善に取り組むこと。  

② 各学校においては、調査結果を踏まえ、各児童生徒の全般的な学習状況の改善等に努め

るとともに、自らの教育指導等の改善に向けて取り組むこと。 

③ 各教育委員会においては、調査結果を踏まえ、それぞれの役割と責任に応じて、学校に

おける取組等に対して必要な支援等を行うなど、域内の教育及び教育施策の改善に向け

た取組を進めること。 

④ 文部科学省は、児童生徒の学力や学習状況をきめ細かく把握・分析することにより、教

育及び教育施策の成果と課題を検証し、その改善に取り組むこととする。また、各教育委

員会及び学校等における取組に対して必要な支援等を行うなど、教育及び教育施策の改

善に向けた全国的な取組を進めることとする。 

 

４ 調査結果の取扱いに関する配慮事項 

調査結果については、調査の目的を達成するため、自らの教育及び教育施策の改善、各児

童生徒の全般的な学習状況の改善等につなげることが重要であることに留意し、適切に取り

扱うものとする。 

その際、調査により測定できるのは学力の特定の一部分であること、学校における教育活

動の一側面であることなどを踏まえるとともに、序列化や過度な競争が生じないようにする

など教育上の効果や影響等に十分配慮することが重要である。 
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令和８年度全国学力・学習状況調査 

全体的な状況【小・中学校】 

 

 

 

 
 
 
 
 

※ 平成 29 年度から都道府県の平均正答率については、国から整数値で提供されている。 

※ 本報告書では、国立、私立を除いた公立小・中・特別支援学校の結果を掲載している。 

※ CBT で実施した「中学校英語」の調査結果については、国より提供された IRT に基づく結果を示している。 

 

【小学校調査】 

 

令和４年度～令和８年度平均正答率 

 

 国語  算数  

調査年度 Ｒ４  Ｒ５  Ｒ６  Ｒ７  Ｒ８  Ｒ４  Ｒ５  Ｒ６  Ｒ７  Ｒ８  

香川（公立） 
平均正答率(%) 67 67 67 67 60 65 63 64 59 54 

全国(公立) 
平均正答率(%) 

66 
65.6 

67 
67.2 

68 
67.7 

67 
66.8 

61 
60.9 

63 
63.2 

63 
62.5 

63 
63.4 

58 
58.0 

56 
56.4 

香川と全国との
差(pt) +1 0 -1 0 ‐1 +2 0 +1 +1 ‐2 

 

 

【中学校調査】 

 

令和４年度～令和８年度平均正答率（※英語は、Ｒ５、Ｒ８年度） 
 

 国語  数学  英語  

調査年度 Ｒ４  Ｒ５  Ｒ６  Ｒ７  Ｒ８  Ｒ４  Ｒ５  Ｒ６  Ｒ７  Ｒ８  Ｒ５  

香川（公立） 
平均正答率(%) 70 70 57 53 62 55 53 53 49 57 44 

全国(公立) 
平均正答率(%) 

69 
69.0 

70 
69.8 

58 
58.1 

54 
54.3 

64 
63.9 

51 
51.4 

51 
51.0 

53 
52.5 

48 
48.3 

57 
57.0 

46 
45.6 

香川と全国との
差(pt) +1 0 -1 -1 -2 +4 +2 0 +1 0 ‐2 

 

英語  

調査年度  Ｒ８ 

 生徒数  平均 IRT スコア  

香川（公立）  6,967 人 486 

全国（公立）  839,203 人 499 

 

教科に関する調査結果について、小学校では、国語は全国平均とおおよそ同等、

算数では全国を下回る結果となった。中学校では、国語は全国を下回ったものの、

数学、英語はおおむね全国と同等であった。 

Point 

IRT スコアとは  
IRT（項目反応理論）に基づき、

設問の正誤パターンから学力を推定

し 500 を基準とした得点で表すも
のです。500 より高ければ平均以
上、低ければ平均以下と見ます。問

題が変わっても測定の「ものさし」
が一定なため、過去のスコアと直接
比較して学力の伸びを確認できま

す。  
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23.4 

22.2 

20.0 

19.8 

23.9 

23.6 

32.7 

34.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川（公立）

全国（公立）

0-5問 6-7問 8-9問 10-13問

24.4 

21.6 

23.5 

22.2 

25.3 

25.0 

26.9 

31.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川（公立）

全国（公立）

0-5問 6-8問 9-11問 12-16問

令和８年度全国学力・学習状況調査 

正答数分布【小学校】 
1. 小学校国語においては、全国と比較して、０‐５問の低正答数の層が多く、10‐

13 問の高正答数の層が少ない傾向にある。 

2. 小学校算数においては、全国と比較して、０‐５問および６‐８問の低正答数の

層が多く、12‐16 問の高正答数の層が少ない傾向にある。 
 

Point 

【小学校算数】 
 

（％） 

（問） 

正答数ごとの層分布（全国四分位） 

【小学校国語】 
 

（％） 

（問） 

正答数ごとの層分布（全国四分位） 

0

5

10

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

香川（公立）

全国（公立）

0

5

10

15

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

香川（公立）

全国（公立）
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令和８年度全国学力・学習状況調査 

正答数及びＩＲＴバンド分布【中学校】 
1. 中学校国語においては、全国と比較して、０‐６問の低正答数の層が多く、10‐

11問、12‐15問の高正答数の層が少ない傾向にある。 

2. 中学校数学においては、全国と比較して、０‐４問の低正答数の層が多く、13‐

16問の高正答数の層もわずかに多い傾向にある。 

3. 中学校英語においては、全国と比較して、バンド１、２の割合が多く、バンド４、

５の割合が少ない傾向にある。 

Point 

【中学校国語】 
 

（％） 

（問）  

（％） 

（問） 

【中学校数学】 
 

【中学校英語】 
 IRT バンド分布グラフ（横軸： IRT バンド  縦軸：割合）  （％） 

IRT バンド分布比較  

0

5

10

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

香川（公立）

全国（公立）

0

5

10

15

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

香川（公立）

全国（公立）

正答数ごとの層分布（全国四分位） 

22.4 

19.5 

25.0 

24.9 

21.3 

22.1 

31.3 

33.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川（公立）

全国（公立）

0-6問 7-9問 10-11問 12-15問

正答数ごとの層分布（全国四分位） 

20.9 

19.4 

29.1 

30.3 

20.4 

21.0 

29.7 

29.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川（公立）

全国（公立）

0-4問 5-9問 10-12問 13-16問

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

１ ２ ３ ４ ５

香川（公立）

全国（公立）

6.1 

4.7 

31.5 

28.2 

37.4 

38.4 

20.1 

22.7 

5.0 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川（公立）

全国（公立）

１ ２ ３ ４ ５
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◆ 無解答率が全国平均を上回った問題数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度全国学力・学習状況調査 

無解答率 【小・中学校】 
１. 小学校では、国語は無解答率が全国平均を上回った問題はなかった。算数は選択

式の 1 問のみが全国を上回った。 

２. 中学校では、国語はすべての問題（15/15問）、数学はほぼすべての問題（15/16

問）で無解答率が全国を上回った。英語は約半数（7/16 問）で全国を上回った。 

３. 選択式や知識を問う短答式問題の無解答率は数％以下であるのに対し、自分の考

えや根拠を文章等で説明する記述式問題で無解答率が高くなる傾向が見られた。 

 

Point 

小学校  
無解答率が全国平均を上回った問題数（問）/問題数（問） 

選択式 短答式 記述式 合計 

国  語  ０/９ ０/２ ０/２ ０/13 

算  数  １/５ ０/８ ０/３ １/16 

 

中学校  
無解答率が全国平均を上回った問題数（問）/問題数（問） 

選択式 短答式 記述式 合計 

国  語  ９/９ ３/３ ３/３ 15/15 

数  学  ３/３ ８/９ ４/４ 15/16 

英  語  ４/10  ２/２ １/４  ７/16※ 

※  公開されている問題数の合計  

 中学校のそれぞれの教科で、無解答率が高かった問題について分析しました。 
 
中学校国語 
選択式や知識を問う短答式問題の無解答率は、0%〜1%と低くなっています。 
一方で、４四：「二つの例文を比べながら、言葉（擬態語）が表す具体的な様子と効果を書く」といっ

た、思考力や表現力を問われる記述式問題（香川 20.6%、全国 18.6%）で高くなる傾向があります。 
 
中学校数学 
選択式や、単に値を求めるような短答式問題では、無解答率は比較的低い傾向が見られます。 
しかし、７（２）：問題解決の方法を数学的に説明する問題（香川 41.4%、全国 39.6%）や、９（３）：

度数分布多角形を比較して説明する問題（香川 29.7%、全国 28.9%）、８（２）：図形の合同の証明（香
川 26.1%、全国 22.2%）など、理由や過程を記述する問題で無解答率が高くなっています。 
 
中学校英語 
「聞くこと」や「読むこと」における選択式問題の無解答率は非常に低いです。 
一方で、「書くこと」で無解答率が高まる傾向があります。特に 13：日常的な話題について、事実や自

分の考え、気持ちなどを整理し、まとまりのある英文で書く問題（香川 11.3%、全国 9.3%）において、
その傾向が見られました。 

 Column 

詳しくは、Ⅱ 教科に関する調査結果  
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※ 肯定的な回答とは、回答選択肢１+２を指す。質問番号35、25、23は回答選択肢１+２+３を指す。 

※ 「Ｒ７番号」欄の「新」は、Ｒ８年度新たに問われた質問。「Ｒ６～」は、Ｒ７年度にはなかったが、Ｒ６年度にはあった質問。 

  「Ｒ５～」は、Ｒ７年度、Ｒ６年度にはなかったが、Ｒ５年度にはあった質問。 

 

令和８年度全国学力・学習状況調査 

香川の結果に特徴の見られる質問【児童生徒質問調査】 
 

Point １. 授業での ICT機器の使用頻度に加え、プレゼン作成や情報整理での活用に対する自

信においても、小・中学校ともに肯定的回答が全国平均を大きく下回っている。 

２. 小・中学校ともに、「□52国語の勉強は得意ですか」「□69英語の勉強は好きですか」

など、教科への得意意識や学習意欲を問う質問で全国を下回っている。 

３. 「□38自分の考えが伝わるよう工夫して発表する」「□39課題解決に向けて自分で考え

取り組む」といった、思考力・表現力を要する活動の経験について、小・中学校とも

に全国を下回っている。 

【中学校のみ】　　なし

○肯定的な回答が３pt以上全国を上回る質問

【小学校のみ】　　なし

【小・中共通】　　　 なし

【小・中共通】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

52 44 国語の勉強は得意ですか -5.8 -9.9 -1.4 -4.9

36-4 29-4
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校での活動でプレゼンテーション（発
表のスライド）を作成することができると思いますか -8.8 -7.1 -13.7 -11.8

47 40
総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表する
などの学習活動に取り組んでいますか -6.8 -6.9 -10.7 -11.2

48 新
総合的な学習の時間では、PC・タブレットなどのICT機器を使って、うまく情報を集めたり、整
理したり、発表したりできていますか -7.5 -6.7 -14.3 -13.6

53 45 国語の勉強は好きですか -3.7 -6.6 0.1 -3.1

38 31
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考え
がうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか -4.2 -6.4 -7.3 -11.9

39 32
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分か
ら取り組んでいましたか -4.2 -6.1 -4.7 -7.2

40 33
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自
分の考えをまとめる活動を行っていましたか -5.2 -6.0 -4.5 -6.0

54 46 国語の授業の内容はよく分かりますか -6.2 -6.0 -2.6 -3.6

36-3 29-3
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理する（図、表、グラフ、思考
ツールなどを使ってまとめる）ことができると思いますか -4.9 -5.0 -7.5 -10.4

69 新 英語の勉強は得意ですか -3.7 -4.6 -2.4 -4.7

36-1 29-1
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文章を作成する（文字、コメントを書くなど）こと
ができると思いますか -6.1 -3.8 -11.2 -7.8

70
R5

55/59
英語の勉強は好きですか -3.5 -3.8 -3.9 -6.1

43 36
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげる
ことができていますか -3.9 -3.5 -4.6 -4.9

8 5 自分には、よいところがあると思いますか -4.7 -3.5 -3.8 -3.2

中学校小学校

▽肯定的な回答が３pt以上全国を下回る質問
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【小学校のみ】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

56 48
５年生までに受けた授業では、国語の授業で、先生は、あなたの良いところや、前よりもできる
ようになったところはどこかを伝えてくれましたか -5.2 -6.2

58 新
５年生までに受けた授業では、国語の授業で、文章などを引用して、自分の考えが伝わるよう
に書き表し方を工夫して文章を書いていましたか -4.1 -4.5

57 49
５年生までに受けた授業では、国語の授業で、先生は、あなたの学習のうまくできていないとこ
ろはどこかを伝え、どうしたらうまくできるようになるかを教えてくれましたか -4.0 -4.5

59 新
５年生までに受けた授業では、国語の授業で、文章を読んで理解したことに基づいて、自分の
考えをまとめていましたか -4.8 -4.4

9 6 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか -5.9 -3.3

22 16
分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することがで
きていますか -3.9 -3.2

▽肯定的な回答が３pt以上全国を下回る質問
小学校

【中学校のみ】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

*/80 新
１、２年生のときに受けた授業では、キーボード（画面上に表示されるキーボードやフリック入
力も含む）を使って英語を書く活動をどれくらい行いましたか -6.3 -10.9

67 59
１、２年生のときに受けた授業では、文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、かかれて
いることを理解することができましたか -4.0 -7.2

*/74 新
キーボード（画面上に表示されるキーボードやフリック入力も含む）を使って英語を書くことがで
きますか -6.9 -6.9

61 53 数学の勉強は好きですか -3.5 -5.9

*/79
R5

*/72
１、２年生のときに受けた授業では、聞いたり読んだりしたことについて、その内容を英語で書
いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりする活動が行われていましたか -6.8 -5.5

50 42
学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組ん
でいますか -4.9 -5.3

*/72
R5

*/62
英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか -6.8 -4.9

*/73
R5

57/63
将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたりしたいですか -2.8 -4.8

49 41
あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話し合い、互いの意見のよさを
生かして解決方法を決めていますか -6.2 -4.6

*/71
R5

*/61
英語の授業の内容はよく分かりますか -3.6 -4.3

65 57
１、２年生のときに受けた授業では、数学の問題の解き方が分からないときは、あきらめずに
いろいろな方法を考えましたか -2.9 -4.3

*/78
R5

*/71
１、２年生のときに受けた授業では、聞いたり読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問
答したり意見を述べ合ったりする活動が行われていましたか -5.1 -3.9

*/75
R5

*/64

これまで、学校の授業やそのための学習以外で、日常的に英語を使う機会が十分にありまし
たか（地域の人や外国にいる人と英語で話す、英語で手紙や電子メールを書く、英語のテレビ
や動画、ホームページを見る、オンラインで他者と英語で交流する、英会話教室に通うなど）

-3.0 -3.8

41 34
１、２年生のときに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていました
か -2.6 -3.3

59 新
１、２年生のときに受けた授業では、国語の授業で、文章を書いた後に、表現の工夫とその効
果などについて、読み手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改善点を見いだし
ていましたか

-2.4 -3.3

44 38
授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることができると
思いますか -3.5 -3.2

62 54 数学の授業の内容はよく分かりますか -2.5 -3.2

63 55 数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか -2.5 -3.2

16 13 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか -3.5 -3.1

42 35
学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いた
りすることができていますか -3.4 -3.1

中学校



- 10 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校のみ】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

27 新
昼休みや放課後に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く）を読んだり、借りたりするため
に、学校図書館・学校図書室（電子図書館を含む）にどれくらい行きますか 0.6 5.2

【中学校のみ】　　なし

【小・中共通】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢1+2
の差(pt)

選択肢1+2+3
の差(pt)

選択肢1+2
の差(pt)

選択肢1+2+3
の差(pt)

35 28
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、どの程度使
用しましたか -16.0 -15.5 -26.0 -23.5

25 19
土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（学習
塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して学ぶ
時間も含む）

-3.8 -4.3 -1.9 -3.1

【小学校のみ】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢1+2
の差(pt)

選択肢1+2+3
の差(pt)

23 17
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強をしま
すか（学習塾で勉強している時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活
用して学ぶ時間も含む）

-4.4 -5.5

【中学校のみ】　　なし

【小・中共通】　　　 なし

○頻度に関する回答が３pt以上全国を上回る質問

小学校 中学校

小学校

▽頻度に関する回答が３pt以上全国を下回る質問

小学校
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１ 【小学校】教科の平均正答率と関係が見られた児童質問調査結果 

 

  

令和８年度全国学力・学習状況調査 

香川の児童生徒質問調査 選択肢別の平均正答率 
※ 調査区分全てにおいて、児童生徒質問調査の選択肢別の平均正答率（中学校英語は平均 IRT スコア）が、「回答１>回答２>回

答３>回答４>回答５>回答６」の関係である調査結果を示す。ただし、教科に関する質問を除く。 

国語 算数
① している 62.0 56.2
② どちらかといえば、している 55.4 47.4
③ あまりしていない 51.0 40.8
④ 全くしていない 43.1 36.0

差➀−➃ 18.9 20.2
① している 62.4 56.8
② どちらかといえば、している 61.8 55.1
③ あまりしていない 52.8 45.8
④ 全くしていない 47.7 41.1

差➀−➃ 14.7 15.7
① している 61.5 55.5
② どちらかといえば、している 60.8 53.9
③ あまりしていない 53.8 47.3
④ 全くしていない 45.9 39.3

差➀−➃ 15.6 16.2
① ４時間以上 52.9 46.1
② ３時間以上、４時間より少ない 58.1 51.0
③ ２時間以上、３時間より少ない 61.9 54.9
④ １時間以上、２時間より少ない 64.4 58.8
⑤ ３０分以上、１時間より少ない 65.7 59.8
⑥ ３０分より少ない 69.0 64.2
⑦ スマートフォン等を持っていない 59.9 55.1

差➀−⑦ -7.0 -9.0
① ほぼ毎日 62.5 55.6
② 週に１～２回 61.0 55.0
③ 月に１～２回 59.2 53.5
④ 年に１～２回 55.5 50.7
⑤ ほとんど、または、全くない 50.0 43.6

差➀−➃ 7.0 4.9
① 当てはまる 63.3 57.6
② どちらかといえば、当てはまる 59.5 52.8
③ どちらかといえば、当てはまらない 56.5 49.1
④ 当てはまらない 54.7 48.9

差➀−➃ 8.6 8.7
① 当てはまる 62.8 56.4
② どちらかといえば、当てはまる 59.4 52.8
③ どちらかといえば、当てはまらない 55.0 49.2
④ 当てはまらない 49.4 46.5

差➀−➃ 13.4 9.9
① 当てはまる 62.7 56.1
② どちらかといえば、当てはまる 55.5 50.0
③ どちらかといえば、当てはまらない 50.8 43.9
④ 当てはまらない 41.2 38.8

差➀−➃ 21.5 17.3
① 当てはまる 61.4 55.2
② どちらかといえば、当てはまる 61.2 54.5
③ どちらかといえば、当てはまらない 56.2 50.8
④ 当てはまらない 50.7 44.5

差➀−➃ 10.7 10.7
① 当てはまる 64.2 58.7
② どちらかといえば、当てはまる 60.2 53.8
③ どちらかといえば、当てはまらない 56.7 48.9
④ 当てはまらない 51.0 45.4

差➀−➃ 13.2 13.3
① 当てはまる 63.2 57.3
② どちらかといえば、当てはまる 59.8 53.6
③ どちらともいえない 58.0 51.0
④ どちらかといえば、当てはまらない 57.7 51.1
⑤ 当てはまらない 52.8 45.0

差➀−➃ 5.5 6.2
① よくある 62.1 55.3
② ときどきある 59.0 53.4
③ あまりない 57.3 50.1
④ 全くない 46.0 41.4

差➀−➃ 16.1 13.9
① できている 66.0 60.9
② どちらかといえば、できている 60.6 54.4
③ どちらかといえば、できていない 54.8 46.3
④ できていない 48.2 41.8

差➀−➃ 17.8 19.1
① ２時間以上 68.4 62.3
② １時間以上、２時間より少ない 66.1 59.4
③ ３０分以上、１時間より少ない 65.7 58.7
④ １０分以上、３０分より少ない 62.8 55.5
⑤ １０分より少ない 57.4 51.8
⑥ 全くしない 54.9 49.4

差➀−➃ 5.6 6.8
① 当てはまる 63.0 56.2
② どちらかといえば、当てはまる 60.6 54.2
③ どちらかといえば、当てはまらない 57.3 51.4
④ 当てはまらない 49.3 44.7

差➀−➃ 13.7 11.5
① そう思う 66.8 60.7
② どちらかといえば、そう思う 58.6 51.5
③ どちらかといえば、そう思わない 53.0 45.5
④ そう思わない 44.2 38.6

差➀−➃ 22.6 22.1
① そう思う 64.7 58.2
② どちらかといえば、そう思う 56.5 49.8
③ どちらかといえば、そう思わない 50.8 43.6
④ そう思わない 44.0 36.7

差➀−➃ 20.7 21.5
① そう思う 66.9 60.7
② どちらかといえば、そう思う 60.9 54.6
③ どちらかといえば、そう思わない 56.3 49.2
④ そう思わない 48.9 41.2

差➀−➃ 18.0 19.5

36-3
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理
する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことがで
きると思いますか

36-1
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文章を作成する
（文字、コメントを書くなど）ことができると思いますか

36-2
あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索す
る、調べるなど）ことができると思いますか

33 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか

26
学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、読
書をしますか（電子書籍の読書も含む。教科書や参考書、漫画や
雑誌は除く）

22
分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、自分で学び
方を考え、工夫することはできていますか

20
あなたの学級では、人と違う意見を言っても否定されないと思い
ますか

21
普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありま
すか

16 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか

14 人の役に立つ人間になりたいと思いますか

15 学校に行くのは楽しいと思いますか

8 自分には、よいところがあると思いますか

9 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

6
学校の勉強のことについて、あなたの親や家族は、どれくらいあ
なたと話しますか

2 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

3 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

質問

番号
質問事項 選択肢

当該選択肢を選んだ児童の平均正答率（％）

1 朝食を毎日食べていますか

4

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、スマー
トフォンや携帯電話、パソコン、タブレット、ゲーム機、テレビ等（以
下、「スマートフォン等」）でSNSや動画視聴などをしますか（ス
マートフォン等を使って学習する時間やゲームをする時間は除く）
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２ 【中学校】教科の平均正答率・平均 IRT スコアと関係が見られた生徒質問調査結果 

 

 

 

 

 

  

国語 算数

① そう思う 67.4 60.7
② どちらかといえば、そう思う 60.0 53.7
③ どちらかといえば、そう思わない 54.1 47.5
④ そう思わない 48.7 41.3

差➀−➃ 18.7 19.4
① 発表していた 67.5 62.1
② どちらかといえば、発表していた 61.5 56.1
③ どちらかといえば、発表していなかった 56.9 49.2
④ 発表していなかった 54.1 45.9
⑤ 考えを発表する機会はなかった 42.5 35.5

差➀−➃ 13.4 16.2
① 当てはまる 67.8 62.4
② どちらかといえば、当てはまる 61.1 54.8
③ どちらかといえば、当てはまらない 53.7 46.4
④ 当てはまらない 45.6 38.7

差➀−➃ 22.2 23.7
① 当てはまる 67.1 62.0
② どちらかといえば、当てはまる 60.8 54.4
③ どちらかといえば、当てはまらない 56.1 48.6
④ 当てはまらない 49.6 44.6

差➀−➃ 17.5 17.4
① 当てはまる 65.4 60.3
② どちらかといえば、当てはまる 59.7 52.8
③ どちらかといえば、当てはまらない 54.4 46.2
④ 当てはまらない 47.0 42.9

差➀−➃ 18.4 17.4
① 当てはまる 64.0 57.8
② どちらかといえば、当てはまる 59.7 53.2
③ どちらかといえば、当てはまらない 52.7 46.4
④ 当てはまらない 49.2 42.9
⑤ 学級の友達との間で話し合う活動を行っていない 42.0 37.0

差➀−④ 14.8 14.9
① 当てはまる 65.5 60.4
② どちらかといえば、当てはまる 60.8 54.2
③ どちらかといえば、当てはまらない 54.9 47.3
④ 当てはまらない 47.6 41.7

差➀−④ 17.9 18.7
① 当てはまる 64.8 59.0
② どちらかといえば、当てはまる 60.1 53.8
③ どちらかといえば、当てはまらない 55.2 47.3
④ 当てはまらない 49.7 44.6

差➀−④ 15.1 14.4
① 当てはまる 62.4 55.9
② どちらかといえば、当てはまる 59.5 53.3
③ どちらかといえば、当てはまらない 58.2 51.5
④ 当てはまらない 48.2 41.9

差➀−④ 14.2 14.0
① 当てはまる 62.6 55.7
② どちらかといえば、当てはまる 59.4 53.6
③ どちらかといえば、当てはまらない 51.6 45.9
④ 当てはまらない 46.9 44.0

差➀−④ 15.7 11.7
① 当てはまる 65.9 59.9
② どちらかといえば、当てはまる 60.0 53.8
③ どちらかといえば、当てはまらない 56.0 48.8
④ 当てはまらない 50.2 44.0

差➀−④ 15.7 15.9
① 当てはまる 66.8 60.7
② どちらかといえば、当てはまる 60.0 54.6
③ どちらかといえば、当てはまらない 54.5 46.3
④ 当てはまらない 47.2 40.2

差➀−④ 19.6 20.5
① 当てはまる 64.5 57.9
② どちらかといえば、当てはまる 60.0 53.9
③ どちらかといえば、当てはまらない 54.0 47.3
④ 当てはまらない 49.7 43.5

差➀−④ 14.8 14.4
① 当てはまる 63.1 56.4
② どちらかといえば、当てはまる 60.2 54.1
③ どちらかといえば、当てはまらない 58.3 51.4
④ 当てはまらない 52.3 48.3

差➀−④ 10.8 8.1
① 当てはまる 63.2 56.1
② どちらかといえば、当てはまる 59.1 53.1
③ どちらかといえば、当てはまらない 55.0 50.5
④ 当てはまらない 50.1 45.7

差➀−④ 13.1 10.4

36-4
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校での
活動でプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができ
ると思いますか

質問

番号
質問事項 選択肢

当該選択肢を選んだ児童の平均正答率（％）

38
５年生までに受けた授業で、自分の考えを発表する機会では、自
分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工
夫して発表していましたか

42
学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた
り、新たな考え方に気付いたりすることができていますか

41
５年生までに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時
間などになっていましたか

39
５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいましたか

40
５年生までに受けた授業では、各教科などで学んだことを生かし
ながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか

45
先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところ
について、分かるまで教えてくれていると思いますか

46
授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お
互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか

43
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見
直し、次の学習につなげることができていますか

44
授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、
生かしたりすることができると思いますか

49
あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し
合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めていますか

50
学級会における学級での話合いを生かして、今、自分が努力す
べきことを決めて取り組んでいますか

47
総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理
して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいます
か

48
総合的な学習の時間では、PC・タブレットなどのICT機器を使っ
て、うまく情報を集めたり、整理したり、発表したりできていますか

51
道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで話し
合ったりする活動に取り組んでいますか

国語 数学 英語

① ４時間以上 56.0 47.2 447
② ３時間以上、４時間より少ない 60.4 54.6 473
③ ２時間以上、３時間より少ない 65.2 60.7 501
④ １時間以上、２時間より少ない 67.6 65.6 521
⑤ ３０分以上、１時間より少ない 70.4 69.3 544
⑥ ３０分より少ない 72.3 74.3 559
⑦ スマートフォン等を持っていない 62.8 59.0 500

差①－⑥ -16.3 -27.1 -112
① 当てはまる 63.7 59.0 496
② どちらかといえば、当てはまる 62.4 57.3 486
③ どちらかといえば、当てはまらない 60.7 53.8 473
④ 当てはまらない 58.4 51.4 460

差①－④ 5.3 7.6 36
① 当てはまる 63.9 59.7 497
② どちらかといえば、当てはまる 62.2 56.2 483
③ どちらかといえば、当てはまらない 58.5 52.5 466
④ 当てはまらない 53.5 47.3 442

差①－④ 10.4 12.4 55
① 当てはまる 64.0 59.0 494
② どちらかといえば、当てはまる 59.8 53.8 473
③ どちらかといえば、当てはまらない 57.3 53.0 467
④ 当てはまらない 50.9 41.9 440

差①－④ 13.1 17.1 54
① 当てはまる 65.1 61.6 503
② どちらかといえば、当てはまる 63.0 57.5 488
③ どちらかといえば、当てはまらない 59.4 52.7 469
④ 当てはまらない 53.4 45.8 444

差①－④ 11.7 15.8 59

質問
番号

質問事項 選択肢
当該選択肢を選んだ生徒の平均正答率・平均IRTスコア

4

普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、スマー
トフォンや携帯電話、パソコン、タブレット、ゲーム機、テレビ等（以
下、「スマートフォン等」）でSNSや動画視聴などをしますか（ス
マートフォン等を使って学習する時間やゲームをする時間は除く）

8 自分には、よいところがあると思いますか

9 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

16 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか

14 人の役に立つ人間になりたいと思いますか
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国語 数学 英語

① よくある 63.7 58.1 494
② ときどきある 62.0 57.3 484
③ あまりない 60.1 53.9 471
④ 全くない 48.4 41.3 426

差①－④ 15.3 16.8 68
① できている 67.2 64.7 520
② どちらかといえば、できている 63.2 58.7 489
③ どちらかといえば、できていない 57.1 47.6 454
④ できていない 49.0 38.0 416

差①－④ 18.2 26.7 104
① ０～１０冊 51.1 42.5 435
② １１～２５冊 59.7 53.8 473
③ ２６～１００冊 64.5 59.9 495
④ １０１～２００冊 67.5 63.4 508
⑤ ２０１～５００冊 68.9 65.8 523
⑥ ５０１冊以上 69.7 67.0 528

差①－⑥ -18.6 -24.5 -93
① そう思う 67.4 63.3 515
② どちらかといえば、そう思う 62.6 57.2 482
③ どちらかといえば、そう思わない 54.7 46.8 447
④ そう思わない 48.0 39.9 422

差①－④ 19.4 23.4 93
① そう思う 65.6 60.8 502
② どちらかといえば、そう思う 60.5 54.8 476
③ どちらかといえば、そう思わない 51.5 44.0 441
④ そう思わない 45.7 37.7 411

差①－④ 19.9 23.1 91
① そう思う 65.4 61.5 504
② どちらかといえば、そう思う 64.8 60.5 497
③ どちらかといえば、そう思わない 60.3 53.3 474
④ そう思わない 55.6 47.3 453

差①－④ 9.8 14.2 51
① そう思う 67.6 63.9 515
② どちらかといえば、そう思う 63.9 59.0 494
③ どちらかといえば、そう思わない 57.2 50.1 456
④ そう思わない 51.8 42.4 434

差①－④ 15.8 21.5 81
① 発表していた 68.7 66.7 528
② どちらかといえば、発表していた 66.1 63.0 506
③ どちらかといえば、発表していなかった 59.1 52.3 466
④ 発表していなかった 55.3 44.6 447
⑤ 考えを発表する機会はなかった 48.7 39.2 424

差①－⑤ 20.0 27.5 104
① 当てはまる 69.7 68.2 531
② どちらかといえば、当てはまる 64.1 59.5 492
③ どちらかといえば、当てはまらない 55.2 46.0 446
④ 当てはまらない 46.5 35.1 421

差①－④ 23.2 33.1 110
① 当てはまる 68.4 65.9 522
② どちらかといえば、当てはまる 64.4 60.0 495
③ どちらかといえば、当てはまらない 58.1 50.7 463
④ 当てはまらない 50.6 40.7 434

差①－④ 17.8 25.2 88
① 当てはまる 66.8 64.5 515
② どちらかといえば、当てはまる 63.6 58.7 490
③ どちらかといえば、当てはまらない 57.2 48.0 458
④ 当てはまらない 49.6 40.8 432

差①－④ 17.2 23.7 83
① 当てはまる 66.8 63.3 507
② どちらかといえば、当てはまる 62.3 56.9 485
③ どちらかといえば、当てはまらない 53.7 45.3 449
④ 当てはまらない 50.2 41.0 437
⑤ 学級の生徒との間で話し合う活動を行っていない 46.1 37.8 419

差①－④ 16.2 19.1 66
① 当てはまる 68.3 66.2 524
② どちらかといえば、当てはまる 63.2 58.3 489
③ どちらかといえば、当てはまらない 56.4 47.6 453
④ 当てはまらない 50.2 39.9 425

差①－④ 18.1 26.3 99
① 当てはまる 66.8 63.9 513
② どちらかといえば、当てはまる 62.7 57.7 487
③ どちらかといえば、当てはまらない 58.8 51.1 467
④ 当てはまらない 53.9 44.5 442

差①－④ 12.9 19.4 71
① 当てはまる 64.5 60.8 501
② どちらかといえば、当てはまる 62.7 57.2 485
③ どちらかといえば、当てはまらない 59.6 52.3 471
④ 当てはまらない 51.6 42.7 448

差①－④ 12.9 18.1 53
① 当てはまる 64.5 60.5 499
② どちらかといえば、当てはまる 62.4 56.6 484
③ どちらかといえば、当てはまらない 55.4 47.4 453
④ 当てはまらない 49.3 40.0 433

差①－④ 15.2 20.5 66
① 当てはまる 66.7 63.5 511
② どちらかといえば、当てはまる 63.5 58.7 491
③ どちらかといえば、当てはまらない 59.1 52.2 469
④ 当てはまらない 52.9 43.2 441

差①－④ 13.8 20.3 70
① 当てはまる 67.4 64.5 514
② どちらかといえば、当てはまる 64.0 59.3 494
③ どちらかといえば、当てはまらない 57.8 50.6 462
④ 当てはまらない 52.9 43.0 438

差①－④ 14.5 21.5 76
① 当てはまる 65.2 60.8 502
② どちらかといえば、当てはまる 62.3 57.0 486
③ どちらかといえば、当てはまらない 60.3 54.6 474
④ 当てはまらない 55.4 46.0 448

差①－④ 9.8 14.8 54
① 当てはまる 64.0 60.5 503
② どちらかといえば、当てはまる 62.6 57.3 485
③ どちらかといえば、当てはまらない 61.8 55.4 480
④ 当てはまらない 58.4 50.3 463

差①－④ 5.6 10.2 40

質問

番号
質問事項 選択肢

当該選択肢を選んだ生徒の平均正答率・平均IRTスコア

21
普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありま
すか

22
分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び
方を考え、工夫することはできていますか

29
あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（一般の雑
誌、新聞、教科書は除く）

36-3
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を整理
する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）ことがで
きると思いますか

36-4
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校での
活動でプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができ
ると思いますか

36-1
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文章を作成する
（文字、コメントを書くなど）ことができると思いますか

36-2
あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索す
る、調べるなど）ことができると思いますか

38
１、２年生のときに受けた授業で、自分の考えを発表する機会で
は、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てな
どを工夫して発表していましたか

41
１、２年生のときに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学
習時間などになっていましたか

42
学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めた
り、新たな考え方に気付いたりすることができていますか

39
１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分
で考え、自分から取り組んでいましたか

40
１、２年生のときに受けた授業では、各教科などで学んだことを生
かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていましたか

45
先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところ
について、分かるまで教えてくれていると思いますか

46
授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、お
互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか

43
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見
直し、次の学習につなげることができていますか

44
授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、
生かしたりすることができると思いますか

49
あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級活動で話
し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を決めていますか

50
学級活動における学級での話合いを生かして、今、自分が努力
すべきことを決めて取り組んでいますか

47
総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理
して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいます
か

48
総合的な学習の時間では、PC・タブレットなどのICT機器を使っ
て、うまく情報を集めたり、整理したり、発表したりできていますか
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※ 肯定的な回答とは、回答選択肢１+２を指す。 
※ 「Ｒ７番号」欄の「新」は、Ｒ８年度新たに問われた質問。「Ｒ６～」は、Ｒ７年度にはなかったが、Ｒ６年度にはあった質問。 

 「Ｒ５～」は、Ｒ７年度、Ｒ６年度にはなかったが、Ｒ５年度にはあった質問。 
 

令和８年度全国学力・学習状況調査 

香川の結果に特徴の見られる質問【学校質問調査】 

 
 Point １. 小・中学校ともに、発達障害等を含む児童生徒に対して、授業中に「□74-1/82-1人的

支援の配慮」「□74-2/82-2情報の取得・利用及び意思疎通への配慮」□74-4/82-4学習内容

の柔軟な変更や調整」といった合理的配慮を提供している割合が、全国を大きく上

回っている。 

２. 授業において、児童生徒が自分の考えをまとめたり発表・表現したりする場面や、

教員と児童生徒がやりとりをする場面での ICT 活用頻度が、小・中学校ともに全国

を下回っている。  

３. 中学校において、生徒が自ら考え話し合う学習や、探究の過程を意識した指導の実

施率が全国を下回っている。教科指導においても、中学校の英語での即興の伝え合

いやスピーチ活動、国語での作文指導の割合などが全国を下回っている。 

【小・中共通】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

71/79 68
障害のある児童（生徒）が一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器を活用する際、入出
力支援装置等を活用し、障害種・障害の状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた支援をどの
程度行いましたか

-1.5 -5.1 -2.1 -5.0

76/84 72
前年度までに、近隣等の中学校(小学校)と、教科の教育課程の接続や、教科に関する共通
の目標設定等、教育課程に関する共通の取組をどの程度行いましたか -6.1 -18.7 -3.8 -14.2

83/91 82
調査対象学年の児童(生徒)に対して、前年度までに、学校では、児童(生徒)が行った家庭学習の
課題について、その後の教員の指導改善や児童(生徒)の学習改善に生かしましたか -1.5 -8.2 -5.0 -5.1

85/93 84
令和７年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者や地域の人たちに対して公
表や説明をどの程度行いましたか（学校のホームページや学校だよりなどへの掲載、保護者会等
での説明を含む）

-14.3 -14.7 -16.3 -7.6

▽肯定的な回答が５pt以上全国を下回る質問
小学校 中学校

【小・中共通】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

74-1
/82-1

70-1

学校では、調査対象学年の児童（生徒）のうち、発達障害を含む障害のある児童（生徒）に
対する授業の中で、合理的配慮の提供として、個々の障害の状態や特性及び心身の発達の
段階に応じて、本人や保護者の意向を踏まえ、次のことをどの程度行いましたか。（１）人的
支援の配慮

4.9 10.6 22.2 12.6

74-2
/82-2

70-2

学校では、調査対象学年の児童（生徒）のうち、発達障害を含む障害のある児童（生徒）に対する
授業の中で、合理的配慮の提供として、個々の障害の状態や特性及び心身の発達の段階に応じ
て、本人や保護者の意向を踏まえ、次のことをどの程度行いましたか。（２）情報の取得、利用及び
意思疎通への配慮

6.6 13.7 6.1 10.1

74-3
/82-3

70-3

学校では、調査対象学年の児童（生徒）のうち、発達障害を含む障害のある児童（生徒）に
対する授業の中で、合理的配慮の提供として、個々の障害の状態や特性及び心身の発達の
段階に応じて、本人や保護者の意向を踏まえ、次のことをどの程度行いましたか。（３）ルー
ル・慣行の柔軟な変更（学習内容に関わるものを除く）

6.5 15.5 -3.0 5.2

74-4
/82-4

新
学校では、調査対象学年の生徒のうち、発達障害を含む障害のある生徒に対する授業の中で、合
理的配慮の提供として、個々の障害の状態や特性及び心身の発達の段階に応じて、本人や保護
者の意向を踏まえ、次のことをどの程度行いましたか。（４）学習内容の柔軟な変更や調整

7.8 17.2 12.9 9.4

【小学校のみ】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

79 77
コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によって、学校と地域や保護者の相互理解が
深まりましたか 7.0 6.8

○肯定的な回答が５pt以上全国を上回る質問
小学校 中学校

小学校
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【小学校のみ】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

22 新
特定の教員が学級担任を務めるのではなく、複数の教員が共同で学級担任を務める体制
（いわゆる、チーム担任制、グループ担任制）を実施していますか -7.6 -9.1

31 30
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学習指導において、児童一人一人に応じて、学習
課題や活動を工夫しましたか -4.4 -7.5

32 31
調査対象学年の児童に対して、前年度までに、学習指導において、児童が、それぞれのよさ
を生かしながら、他者と情報交換して話し合ったり、異なる視点から考えたり、協力し合ったり
できるように学習課題や活動を工夫しましたか

-5.8 -6.1

55
R6
52

学校として外国語教育の充実に取り組む上で、必要な情報や研修、自己研鑽の機会等を十分に設
けていますか -5.4 -6.5

小学校

▽肯定的な回答が５pt以上全国を下回る質問

【中学校のみ】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

7 7 調査対象学年の生徒は、熱意をもって勉強していると思いますか -7.2 -5.4

12 10

近視の予防の一環として、学校の休み時間（昼休みを含む）や放課後などの時間（部活動の
朝練・放課後練習を含む）に屋外に出ることや、読書や電子機器の使用などの近い所を見る
作業に当たっての配慮事項（対象から３０ｃｍ以上目を離す、３０分に１回は目を休めるなど）
について指導していますか

-12.3 -7.8

26 25
調査対象学年の生徒は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことが
できていると思いますか -8.2 -6.0

33 32
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、授業において、生徒自ら学級やグループで
課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、表現するなどの学習活動を取り入れま
したか

-9.8 -8.9

34 33
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、習得・活用及び探究の学習過程を見通した
指導方法の改善及び工夫をしましたか -5.6 -17.3

35 新
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、関連する既習事項を振り返り、知識を総合的
に関連付ける学習活動を行いましたか -6.1 -12.5

36 34
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、各教科等で身に付けたことを、様々な課題の
解決に生かすことができるような機会を設けましたか -7.2 -11.2

39 36
調査対象学年の生徒に対して、総合的な学習の時間において、課題の設定からまとめ・表
現に至る探究の過程を意識した指導をしていますか -14.7 -13.2

40 新
調査対象学年の生徒に対して、総合的な学習の時間において、生徒一人一人がICT機器を
活用することにより、探究の過程の質が向上することを意識した指導をしていますか -16.3 -12.6

41 37
調査対象学年の生徒に対して、学級生活をよりよくするために、学級活動で話し合い、互い
の意見のよさを生かして解決方法等を合意形成できるような指導を行っていますか -5.0 -9.1

42 38
調査対象学年の生徒に対して、学級活動の授業を通して、今、努力すべきことを学級での話
合いを生かして、一人一人の生徒が意思決定できるような指導を行っていますか -8.2 -7.5

44
R6
40

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、創意工夫の中で学習評価の妥当性や信頼
性が高められるよう、評価規準や評価方法の教員間での明確化・共有化や、学年会や教科
等部会等の校内組織の活用等、組織的かつ計画的な取組を行いましたか

-6.8 -8.3

45 41
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、国語の授業で、学習状況に即して生徒のよ
い点や進歩の状況を積極的に伝えることを行いましたか -18.3 -7.7

48 新
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、表現の工夫とその効果などについて、読み
手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改善点を見いだすことができるような指
導を行いましたか

-16.8 -5.9

55
R6
52

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、英語を聞いて（一文一
文ではなく全体の）概要や要点を捉える活動を行いましたか -1.2 -8.1

56
R6
53

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、英語を読んで（一文一
文ではなく全体の）概要や要点を捉える活動を行いましたか -6.1 -5.9

57
R6
54

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、原稿などの準備をする
ことなく、（即興で）自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う活動を行いましたか -12.0 -9.8

58
R6
55

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、スピーチやプレゼン
テーションなど、まとまった内容を英語で発表する活動を行いましたか -14.5 -9.4

59
R6
56

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、自分の考えや気持ちなどを英
語で書く活動を行いましたか -15.9 -10.3

60
R5
54

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、聞いたり読んだりしたこ
とについて、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったりする活動を行いましたか -17.7 -7.7

61
R5
55

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、聞いたり読んだりしたこ
とについて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたりする活動を行
いましたか

-12.9 -12.6

62 新
調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、キーボード（画面上に表
示されるキーボードやフリック入力も含む）を使って英語を書く活動を行いましたか -9.1 -10.7

86 新
コミュニティ・スクールの仕組みや地域学校協働活動等の取組を活用して、学校の運営や教
育活動に関し、生徒が意見を表明することが出来る取組を行いましたか -5.8 -8.4

88 新
コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組は、学校教育活動の充実や学校課題
の解決だけではなく、地域及び家庭の課題解決や地域活動の担い手育成に貢献していたと
思いますか

-10.5 -8.5

90 81
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、家庭学習について、生徒が自分で学ぶ内容
や学び方を決めるなど、工夫して取り組めるような活動を行いましたか -19.0 -6.9

中学校
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※  質問番号 8 5 については、選択肢１：「実施しなかった」、選択肢２：「１日～２日」となっているため、
数値が小さいほど全国を上回ると表記している。  

【小学校のみ】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

70-3 67-3
児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次のような用途で
どの程度活用していますか。（３）特別な支援を要する児童に対する学習活動等の支援 2.3 7.1

【中学校のみ】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

85 73 調査対象学年の生徒に対して、前年度に、職場体験活動を何日程度行いましたか -10.9

78-5 67-5
生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次のような用途でどの程
度活用していますか。（５）生徒の心身の状況の把握 8.4 7.6

○頻度に関する回答が５pt以上全国を上回る質問

小学校

【小・中共通】　　なし

中学校

【小・中共通】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

61/69 59
調査対象学年の児童(生徒)が自分で調べる場面（ウェブブラウザによるインターネット検索等）で
は、児童(生徒)一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させています
か

-0.3 -6.0 -13.9 -13.4

62/70 60
調査対象学年の児童(生徒)が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面では、児童（生徒）一人一
人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させていますか -6.4 -7.0 -7.3 -7.3

63/71 61
教職員と調査対象学年の児童(生徒)がやりとりする場面では、児童(生徒)一人一人に配備さ
れたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させていますか -6.4 -11.7 -7.1 -8.5

64/72 62
調査対象学年の児童(生徒)同士がやりとりする場面では、児童(生徒)一人一人に配備されたＰＣ・
タブレットなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させていますか -2.6 -6.5 -9.1 -11.0

65/73 63
調査対象学年の児童（生徒）が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に取り組む場面
では、児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をどの程度使用させ
ていますか

-7.9 -9.0 -5.6 -11.1

67/75 66
児童(生徒)一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの端末を、どの程度家庭で利用できるようにし
ていますか -7.9 -17.4 -18.4 -25.1

70-6
/78-6

67-6
児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次のような用途でどの
程度活用していますか。（６）児童（生徒）に対するオンラインを活用した相談・支援 -6.4 -7.3 -6.0 -6.6

【小学校のみ】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

70-5 67-5
児童一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次のような用途でどの程
度活用していますか。（５）児童の心身の状況の把握 -17.3 -19.0

【中学校のみ】
質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１
の差(pt)

選択肢１＋２
の差(pt)

14 11
前年度に、教員が授業で問題を抱えている場合、率先してそのことについて話し合うことを行
いましたか -4.4 -5.8

38
R5
36

調査対象学年の生徒に対して、前年度に、本やインターネット、図書館資料などを活用した
授業を計画的に行いましたか -7.8 -7.5

65
R5
59

家庭学習の課題（宿題）として、生徒にPC・タブレットなどのICT機器を使用して、英語の学習
をどの程度行わせていますか -4.6 -7.9

74 64
前年度に、児童(生徒)一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を使って、児童
（生徒）が学校外の施設（他の学校や社会教育施設、民間企業等）にいる人々とやりとりする
取組をどの程度実施しましたか

-2.1 -5.0

78-1 67-1
生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次のような用途でどの程
度活用していますか。（１）不登校生徒に対する学習活動等の支援（（小７０－２）（中７８－２）
の授業配信を含む）

-10.0 -8.2

78-2 67-2
生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次のような用途でどの程
度活用していますか。（２）希望する不登校生徒に対する授業配信 -12.6 -15.2

78-3 67-3
生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次のような用途でどの程
度活用していますか。（３）特別な支援を要する生徒に対する学習活動等の支援 -9.1 -7.6

78-4 67-4
生徒一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次のような用途でどの程
度活用していますか。（４）外国人生徒に対する学習活動等の支援 -9.0 -8.0

質問
番号

R７
番号

質問事項
選択肢１＋２
の差(pt)

選択肢１＋２＋３
の差(pt)

68 58
調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、生徒一人一人に配備されたＰＣ・タブレットな
どのＩＣＴ機器を、授業でどの程度活用しましたか -19.8 -13.9

中学校

小学校

▽頻度に関する回答が５pt以上全国を下回る質問
小学校 中学校
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Ⅱ 教科に関する調査結果 
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１ 令和８年度調査結果の集計値 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和４～８年度の香川県と全国の調査結果 

 

  

小学校国語 

調査年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

香川（公立） 

平均正答率（％）  
67 67 67 67 60 

全国（公立） 

平均正答率（％） 

66 

(65.6) 

67 

(67.2) 

68 

(67.7) 

67 

(66.8) 

61 

（60.9） 

香川と全国との差

(pt) 
1 0 🔺1 0 ▲1 

小学校算数 児童数 
平均正答数 

 / 設問数 

平均正答率 

（％） 
中央値 標準偏差 

香川（公立）  7,280 7.8 / 13 60 8.0 3.0 

全国（公立） 922,411 7.9 / 13 
61 

（60.9） 
8.0 3.0 

 

0

5

10

15

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

香川（公立）

全国（公立）

１ 小学校国語の結果分析 
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３ 令和４～８年度の内容別調査結果  

 

  

小学校国語 

学習指導要領の内容 

思考力、判断力、表現力等 知識及び技能 

話すこと・ 

聞くこと 
書くこと 読むこと 

言葉の特徴や使い

方に関する事項 

情報の扱い方に 

関する事項 

我が国の言語文

化に関する事項 

令
和
八
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
65.6 47.3 65.0 63.4 53.9  

全国（公立） 

平均正答率（％） 
65.8 45.7 65.9 66.8 52.3  

香川と全国との差

（pt） 
▲0.2 1.6 ▲0.9 🔺3.4 1.6  

令
和
七
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
67.3 71.0 58.5 74.2 63.0 79.3 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
66.3 69.5 57.5 76.9 63.1 81.2 

香川と全国との差

（pt） 
1.0 1.5 1.0 🔺2.7 🔺0.1 🔺1.9 

令
和
六
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
59.6 68.6 72.5 60.7 86.7 77.2 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
59.8 68.4 70.7 64.4 86.9 74.6 

香川と全国との差

（pt） 
🔺0.2 0.2 1.8 🔺3.7 🔺0.2 2.6 

令
和
五
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
74.0 29.9 71.4 69.3 65.9  

全国（公立） 

平均正答率（％） 
72.6 26.7 71.2 71.2 63.4  

香川と全国との差

（pt） 
1.4 3.2 0.2 🔺1.9 2.5  

令
和
四
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
69.6 48.7 66.1 69.8  82.3 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
66.2 48.5 66.6 69.0  77.9 

香川と全国との差

（pt） 
3.4 0.2 🔺0.5 0.8  4.4 
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４ 問題別調査結果【国語】 

 

13

4

2

0

3

2

2

6

7

0

9

2

2

問題別集計結果

(1)

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

(2)

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

(3)

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

Ａ
　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ
　
書
く
こ
と

Ｃ
　
読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

香
川
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

香
川
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一
３・４

イ
○ ○ 74.3 73.9 0.7 0.8

１二
（１）

５・６

ウ ○ ○ 59.0 60.2 0.5 0.6

１二
（２）

５・６

ウ ○ ○ 63.6 63.2 0.6 0.7

１二
（３）

５・６

ク
○ ○ 68.8 65.2 0.7 0.8

２一
５・６

イ
○ ○ 57.7 57.9 0.7 0.8

２二
３・４

ア
○ ○ 55.4 48.9 1.0 1.1

２三ア
５・６

エ ○ ○ 84.6 80.0 2.3 4.1

２三イ
５・６

エ ○ ○ 27.2 45.2 5.7 6.6

２四
５・６

エ ○ ○ 36.9 33.5 3.5 5.2

３一
５・６

カ
○ ○ 73.2 76.7 1.5 2.2

３二
５・６

イ
○ ○ 52.3 55.6 1.6 2.5

３三
（１）

５・６

ウ
○ ○ 49.4 55.5 2.2 3.3

３三
（２）

５・６

オ ○ ○ 80.5 76.4 11.2 15.6

正答率(％) 無解答率(％)

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況＞

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項

(2) 情報の扱い方に関する事項

(3) 我が国の言語文化に関する事項

Ａ　話すこと・聞くこと

Ｂ　書くこと

Ｃ　読むこと

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

選択式

短答式

記述式

60.9

66.8

52.3

65.8

45.7

65.9

62.0

60.1

63.4

53.9

65.6

47.3

65.0

60.2

60

60.2

分類 区分
対象問題数

（問） 香川県（公立） 全国（公立）

平均正答率(％)

　全体

学習
指導
要領
の

内容

知識及び
技能

思考力、
判断力、
表現力等

評価の観点

問題
番号

問題の概要

【動画の一部】の太線囲みの部
分の工夫として適切なものを選
択する

〈音声〉の下線部の工夫の効果
として適切なものを選択する

【動画の一部】の工夫として適
切なものを選択する

【構成メモ】の工夫として適切
なものを選択する

問題形式評価の観点
学習指導要領の内容

思考力、判断
力、表現力等

資料を活用するなどして、自分の考えが伝わ
るように表現を工夫することができるかどう
かをみる

比喩や反復などの表現の工夫に気付くことが
できるかどうかをみる

問題形式

61.5

55.9

58.7

61.9

62.6

54.9

【花山さんの文章の続き】の空
欄に入る内容を、【集めた情
報】から抜き出して考えが伝わ
るように書く

【文章】を読んで考えたこと
を、自分の経験と結び付けてま
とめて書く

話や文章の種類とその特徴について理解する
ことができるかどうかをみる

相手に伝わるように、理由や事例などを挙げ
ながら、話の中心が明確になるよう話の構成
を考えることができるかどうかをみる

資料を活用するなどして、自分の考えが伝わ
るように表現を工夫することができるかどう
かをみる

筋道の通った文章となるように、文章全体の
構成や展開を考えることができるかどうかを
みる

考えとそれを支える理由や事例など情報と情
報との関係について理解することができるか
どうかをみる

情報と情報との関係付けの仕方、図などによ
る語句と語句との関係の表し方を理解し使う
ことができるかどうかをみる

目的に応じて、必要な情報を見付けることが
できるかどうかをみる

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の
中で正しく使うことができるかどうかをみる

引用して、自分の考えが伝わるように書き表
し方を工夫することができるかどうかをみる

知識及び技能

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の
中で正しく使うことができるかどうかをみる

文章を読んで理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめることができるかどうかをみ
る

【話し合いの様子の一部】の空
欄に入る内容として適切なもの
を選択する

出題の趣旨

傍線部①、②、③について【林
さんのメモ】にどのように整理
したのかを説明したものとして
適切なものを選択する

【花山さんの文章の一部】の下
線部アを、漢字を使って書き直
す（みじか‐い）

【花山さんの文章の一部】の下
線部イを、漢字を使って書き直
す（ふしぎ）

【文章】の特徴として適切なも
のを選択する

花山さんの文章の工夫を説明し
たものとして適切なものを選択
する

【花山さんの文章の一部】の下
線部①に続く文として適切なも
のを選択する

(1) 言葉の特

徴や使い方に

関する事項

(2) 情報の扱

い方に関する

事項

Ａ 話すこ

と・聞くこと
Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと

香川県（公立）

全国（公立）
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【小学校国語】（全 13 問中５問）  
 
  
 
  
 
  
 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校国語】（全 13 問中４問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校国語】（全 14 問中３問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■正答率が全国より３pt以上低い問題 

■正答率が低い問題（50％未満） 

■正答率が全国より３pt以上高い問題 

問題 

番号 
問題の概要 内容 

評価 

観点 

問題 

形式 

香川 

正答率 

（％） 

香川 

無解答率

（％） 

全国の 

正答率 

との差 

(pt) 

２二 
【花山さんの文章の一部】の下線部①に続く文として適切なもの

を選択する 
情報 知技 選択 55.4 1.0 6.5 

２三 

ア 

【花山さんの文章の一部】の下線部アを、漢字を使って書き直す

（みじか‐い） 
言葉 知技 短答 84.6 2.3 4.6 

３三 

（２） 

【文章】を読んで考えたことを、自分の経験と結び付けてまとめ

て書く 
読む 思判表 記述 80.5 11.2 4.1 

１二 

（３） 
〈音声〉の下線部の工夫の効果として適切なものを選択する 言葉 知技 選択 68.8 0.7 3.6 

２四 
【花山さんの文章の続き】の空欄に入る内容を、【集めた情報】

から抜き出して考えが伝わるように書く 
書く 思判表 記述 36.9 3.5 3.4 

 

 

 

 

 

 

問題 

番号 
問題の概要 内容 

評価 

観点 

問題 

形式 

香川 

正答率 

（％） 

香川 

無解答率

（％） 

全国の 

正答率 

との差 

(pt) 

２三 

イ 

【花山さんの文章の一部】の下線部イを、漢字を使って書き直

す（ふしぎ） 
言葉 知技 短答 27.2 5.7 ▲18.0 

２四 
【花山さんの文章の続き】の空欄に入る内容を、【集めた情報】

から抜き出して考えが伝わるように書く 
書く 思判表 記述 36.9 3.5    3.4 

３三 

（１） 

【話し合いの様子の一部】の空欄に入る内容として適切なもの

を選択する 
読む 思判表 選択 49.4 2.2 ▲ 6.1 

 

問題 
番号 

問題の概要 内容 
評価 

観点 

問題 

形式 

香川 

正答率 

（％） 

香川 

無解答率

（％） 

全国の 

正答率 

との差 

(pt) 

２三 

イ 

【花山さんの文章の一部】の下線部イを、漢字を使って書き直

す（ふしぎ） 
言葉 知技 短答 27.2 5.7 ▲18.0 

３三 

（１） 

【話し合いの様子の一部】の空欄に入る内容として適切なもの

を選択する 
読む 思判表 選択 49.4 2.2 ▲ 6.1 

３一 【文章】の特徴として適切なものを選択する 言葉 知技 選択 73.2 1.5 ▲ 3.5 

３二 
傍線部①、②、③について【林さんのメモ】にどのように整理

したのかを説明したものとして適切なものを選択する 
情報 知技 選択 52.3 1.6 ▲ 3.3 

 

【内容】 【評価観点】 【問題形式】 

話すこと・聞くこと              ：話聞 

書くこと                        ：書く 

読むこと                        ：読む 

言葉の特徴や使い方に関する事項    ：言葉 

情報の扱い方に関する事項          ：情報 

我が国の言語文化に関する事項    ：言文 

知識・技能      ：知技 

思考・判断・表現  ：思判表 

主体的に取り組む態度  ：主体 

選択式：選択 

短答式：短答 

記述式：記述 
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50.5 

50.8 

75.5 

89.7 

71.9 

70.6 

76.2 

73.9 

82.3 

66.1 

60.4 

57.4 

81.5 

90.4 

78.1 

75.1 

80.7 

78.3 

79.3 

68.6 

0 20 40 60 80 100

香川（公立） 全国（公立）

５ 小学校国語に関わる質問の全国との比較 

(%) 肯定的回答 

 

※肯定的回答とは、回答選択肢１＋２を指す。（回答選択肢一覧…P55） 

 

 

 

□52 国語の勉強は得意ですか 

□53 国語の勉強は好きですか 

□54 国語の授業の内容はよく分かりますか 

□55 国語の授業で学習したことは、将来、
社会に出たときに役に立つと思いますか 

□56 ５年生までに受けた授業では、国語の授
業で、先生は、あなたの良いところや、前
よりもできるようになったところはどこか
を伝えてくれましたか 

□57 ５年生までに受けた授業では、国語の授
業で、先生は、あなたの学習のうまくでき
ていないところはどこかを伝え、どうした
らうまくできるようになるかを教えてくれ
ましたか 

□58 ５年生までに受けた授業では、国語の授
業で、文章などを引用して、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫して文章を
書いていましたか 

□国１ 今回の国語の問題では、解答を文章で
書く問題がありました。それらの問題に
ついて、どのように解答しましたか 

□国２ 解答時間は十分でしたか（国語） 

※「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力 

した」と回答した割合 

□59 ５年生までに受けた授業では、国語の授
業で、文章を読んで理解したことに基づい
て、自分の考えをまとめていましたか 
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□54 国語の授業の内容はよく分かりますか 

①当てはまる          ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない     ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□53 国語の勉強は好きですか 

□56 国語の授業で、先生は、あなたの良いとこ
ろや、前よりもできるようになったところは
どこかを伝えてくれますか 

 

①よくある                     ②たまにある 
③ほとんどない                  ④全くない 
➄その他・無回答 

□57 国語の授業で、先生は、あなたの学習のう
まくできていないところはどこかを伝え、ど
うしたらうまくできるようになるかを教えて
くれますか 

 

□58 国語の授業で、文章などを引用して、自分
の考えが伝わるように書き表し方を工夫して
文章を書いていましたか 

①している             ②どちらかといえば、している 
③どちらかといえば、していない  ④していない 
➄その他・無回答 

□59 国語の授業で、文章を読んで理解したこと
に基づいて、自分の考えをまとめていました
か 

(%) 
「当てはまる」+「どちらかといえば、当てはまる」と回答 

■小学校(香川)           □小学校(全国)   

(%) 
「当てはまる」+「どちらかといえば、当てはまる」と回答 

■小学校(香川)           □小学校(全国)   

①よくある                     ②たまにある 
③ほとんどない                  ④全くない 
➄その他・無回答 

①している             ②どちらかといえば、している 
③どちらかといえば、していない  ④していない 
➄その他・無回答 
 

①当てはまる          ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない     ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

51.2
54.3 53.3

51.6 50.8

59.2 
61.5 62.0 

58.3 57.4 

40

50

60

70

80

R４ R５ R６ R７ R８

79.9 

83.4 82.9

77.6
75.5

84.0 85.7 86.3
82.8 81.5

60

70

80

90

100

R４ R５ R６ R７ R８

①20.7 

①24.4 

②30.1 

②33.0 

③29.3 

③27.4 

④19.5 

④14.7 

⑤0.4 

⑤0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①29.9 

①36.1 

②45.6 

②45.4 

③17.7 

③13.6 

④6.2 

④4.2 

⑤0.5 

⑤0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①22.3 

①27.5 

②49.6 

②50.6 

③21.3 

③16.8 

④6.3 

④4.6 

⑤0.5 

⑤0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①26.0 

①30.0 

②44.6 

②45.1 

③22.5 

③19.1 

④6.2 

④5.1 

⑤0.7 

⑤0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①30.9 

①35.0 

②45.3 

②45.7 

③18.6 

③14.8 

④4.2 

④3.5 

⑤1.0 

⑤1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①28.9 

①33.7 

②45.0 

②44.6 

③20.6 

③16.6 

④4.7 

④3.9 

⑤0.9 

⑤1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国
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小学校算数 

調査年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

香川（公立） 

平均正答率（％）  
65 63 64 59 54 

全国（公立） 

平均正答率（％） 

63 

(63.2) 

63 

(62.5) 

63 

(63.4) 

58 

(58.0) 

56 

(56.4) 

香川と全国との差

(pt) 
2 0 1 1 ▲2 

２ 小学校算数の結果分析 

１ 令和８年度調査結果の集計値 
 

小学校算数 児童数 
平均正答数 

 / 設問数 

平均正答率 

（％） 
中央値 標準偏差 

香川（公立）  7,285 8.6 / 16 54 9.0 3.9 

全国（公立） 922,778 9.0 / 16 
56 

（56.4） 
9.0 4.0 

 

0

5

10

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

香川（公立）

全国（公立）

２ 令和４年度～令和８年度の香川県と全国の調査結果 
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３ 令和４～８年度の領域別調査結果  

 

  

小学校算数 

学習指導要領の領域 数と計算 図形 測定 変化と関係 データの活用 

令
和
八
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
58.9 50.6 75.9 37.2 48.5 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
61.1 55.3 78.1 41.1 48.6 

香川と全国との差

（pt） 
🔺2.2 ▲4.7 ▲2.2 🔺3.9 ▲0.1 

令
和
七
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
61.5 60.1 57.0 56.7 64.6 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
62.3 56.2 54.8 57.5 62.6 

香川と全国との差

（pt） 
🔺0.8 3.9 2.2 🔺0.8 2.0 

令
和
六
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
68.7 66.2  51.2 62.8 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
66.0 66.3  51.7 61.8 

香川と全国との差

（pt） 
2.7 🔺0.1  🔺0.5 1.0 

令
和
五
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
68.3 46.1  70.6 66.8 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
67.3 48.2  70.9 65.5 

香川と全国との差

（pt） 
1.0 🔺2.1  🔺0.3 1.3 

令
和
四
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
71.3 69.4  51.3 70.7 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
69.8 64.0  51.3 68.7 

香川と全国との差

（pt） 
1.5 5.4  0.0 2.0 
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４ 問題別調査結果【算数】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16

Ａ　数と計算 8

Ｂ　図形 4

Ｃ　測定 1

Ｃ　変化と関係 3

Ｄ　データの活用 4

知識・技能 12

思考・判断・表現 4

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 5

短答式 8

記述式 3

問題別集計結果

Ａ
　
数
と
計
算

Ｂ
　
図
形

Ｃ
　
測
定

Ｃ
　
変
化
と
関
係

Ｄ
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

香
川
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

香
川
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
５(４)

ア(イ) ○ ○ 61.9 72.7 0.9 1.3

１（２）

２(１)

ア(ウ)

４(２)

ア(ア)

○ ○ 63.0 63.0 1.3 1.7

１（３）
５(４)

ア(ア) ○ ○ 34.4 40.1 2.4 4.2

１（４）
２(２)

ア(ア)

４(２)

ア(ア)

※

３(１)

ア(ア) ○ ○ 43.1 45.2 3.6 5.8

２（１）
４(２)

ア(イ) ○ ○ 63.5 66.5 1.0 1.0

２（２）
５(３)

ア(イ) ○ ○ 48.6 53.1 4.1 7.2

２（３）
５(２)

イ(ア) ○ ○ 32.0 36.1 1.0 1.6

２（４）
４(４)

ア(ア)

５(３)

ア(ア)
○ ○ 31.0 34.2 0.9 1.5

３（１）
４(４)

ア(イ) ○ ○ 93.4 94.5 0.8 1.0

３（２）
４(４) 

ア(ウ) ○ ○ 55.7 58.1 1.8 2.2

３（３）

４(５)

ア(ア)

イ(ア)

５(４)

ア(ア)

ア(エ)

イ(ア)

○ ○ 43.0 44.0 2.2 3.2

３（４）
３(６)

ア(ア)

ア(イ)
○ ○ 65.8 68.1 2.3 2.7

４（１）
３(１)

ア(ア)

※
○ ○ 63.7 56.2 2.7 3.7

４（２）

２(２)

ア(ア)

３(４)

ア(ア)

３(２)

ア(イ)
○ ○ 75.9 78.1 2.5 3.4

４（３）
４(１) 

ア(ア) ○ ○ 14.2 17.9 2.8 3.9

４（４）
５(１) 

ア(ア) ○ ○ 72.8 74.9 7.9 6.9

78.1

41.1

48.6

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞平均正答率(％)

香川（公立） 全国（公立）

無解答率(％)

54

58.9

50.6

75.9

37.2

48.5

56.7

56.4

61.1

55.3

異分母の分数の大小を判断し、その理由を数
や言葉を用いて記述できるかどうかをみる

四つの箱のまとめ方によって宅配便の送料に
違いがあるかを調べるために、直方体イの送
料の求め方とその答えを書く

整数と小数の減法の計算をすることができる
かどうかをみる

１、５、９の３枚のカードを当てはめてつく
ることのできる最も大きい数を書く

60.1

立方体の体積の計算による求め方について理
解しているかどうかをみる

問題番号 問題の概要

一辺が８ｃｍの立方体の体積を求める式を書
く

　全体

学習指導要領の領域

ペンギンがいる二つの広場の混み具合を求め
る式の意味について、正しいものを選ぶ

赤いテープの長さが、白いテープの長さの
１．５倍になっている図を二つ選ぶ

直方体の箱の形を構成する面について理解し
ているかどうかをみる

体積の意味について理解しているかどうかを
みる

日常生活の問題を解決するために、図形を構
成する要素に着目して直方体の三つの辺の長
さを捉え、示された条件を基に、調べたい数
量の求め方を数や言葉を用いて記述できるか
どうかをみる

53.0

55.9

49.9

対象問題数
（問）

分類 区分

問題形式

評価の観点

正答率(％)

１立方センチメートルの立方体を３６個使っ
てできた直方体の体積を書く

直方体の箱の形の六つの面のうち、四つの面
が示されたとき、残りの二つの面の縦と横の
長さを書く

問題形式評価の観点学習指導要領の領域

（注）「学習指導要領の領域」については、一つの問題が複数の区分に該当する場合があるため、各区分の問題数を合計した数は「全体」の問題数とは一致しない。

出題の趣旨

45.4

56.0

59.7

48.5

45.5

５／３を表す目盛りが示された数直線上で、
１を表す目盛りを選ぶ

単位分数の個数に着目し、数直線上の１を表
す目盛りを捉えることができるかどうかをみ
る

示された二つの表から、集計に誤りのある項
目を見付け、その根拠を表の中の数と言葉を
用いて記述できるかどうかをみる

二次元の表から、条件に合う数を読み取るこ
とができるかどうかをみる

帯グラフから、「いっしょに話ができたこ
と」の割合が約何％かを選ぶ

※本設問においては、思考力、判断力、表現力等をみるために用いる知識及び技能を示している。

小数が整数と同じ十進位取り記数法の仕組み
で表されていることを理解し、条件に合う小
数をつくることができるかどうかをみる

イシガメ１４匹が動物園全体のカメの数の２
０％に当たるときの、動物園全体のカメの数
を求める式と答えを書く

数を四捨五入して、概数で表すことができる
かどうかをみる

百分率で表された割合と比較量から、基準量
を求めることができるかどうかをみる

７／３と７／４のどちらの方が大きいかを判
断し、そのわけを書く

昔遊びの計画を見て、全体で使える時間の中
で、「前半」に使える時間は何分間かを書く

全員分のアンケートが整理されていない学級
を見付け、その根拠となる人数を表１と表２
の中から書く

二つの小数のどちらが５に近いかを判断する
ために、６．３７－５と５－３．７６を計算
する

７４２９１の百の位の数を四捨五入して、千
の位までの概数で表したものを選ぶ

単位量当たりの大きさを求める除法の式の意
味を理解し、その商から二つの広場のどちら
の方が混んでいるのかについて判断できるか
どうかをみる

基準量、比較量、割合の関係が正しく表され
ている図を選ぶことができるかどうかをみる

二次元の表から、前半にあやとりに参加する
人数と、前半はかるたに参加し、後半はあや
とりに参加する人数を書く

示された情報を基に、数量の関係に着目し
て、条件に合う時間を求めることができるか
どうかをみる

帯グラフの特徴と用い方を理解し、およその
割合を読み取ることができるかどうかをみる

Ａ 数と計

算

Ｂ 図形

Ｃ 測定
Ｃ 変化と

関係

Ｄ データ

の活用

香川県（公立）

全国（公立）
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【領域】 【評価観点】 【問題形式】 

数と計算       ：計算 
図形             ：図形 
測定             ：測定 
変化と関係    ：変関 
データの活用     ：デ活 

知識・技能      ：知技 
思考・判断・表現  ：思判表 
主体的に取り組む態度  ：主体 

選択式：選択 
短答式：短答 
記述式：記述 

問題 

番号 
問題の概要 領域 

評価 

観点 

問題 

形式 

香川 

正答率 

（％） 

香川 

無解答率

（％） 

全国の 

正答率 

との差 

(pt) 

１(１) 一辺が８ｃｍの立方体の体積を求める式を書く 図形 知技 短答 61.9 0.9 ▲10.8 

１(３) 
１立方センチメートルの立方体を３６個使ってできた直方体の体

積を書く 
図形 知技 短答 34.4 2.4 ▲ 5.7 

２(２) 
イシガメ１４匹が動物園全体のカメの数の２０％に当たるとき

の、動物園全体のカメの数を求める式と答えを書く 
変関 知技 短答 48.6 4.1 ▲ 4.5 

２(３) 
ペンギンがいる二つの広場の混み具合を求める式の意味につい

て、正しいものを選ぶ 
変関 思判表 選択 32.0 1.0 ▲ 4.1 

４(３) 
二次元の表から、前半にあやとりに参加する人数と、前半はかるた

に参加し、後半はあやとりに参加する人数を書く 
デ活 知技 短答 14.2 2.8 ▲ 3.7 

２(４) 
赤いテープの長さが、白いテープの長さの１．５倍になっている図

を二つ選ぶ 

変関 

計算 
知技 選択 31.0 0.9 ▲ 3.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題 

番号 
問題の概要 領域 

評価 

観点 

問題 

形式 

香川 

正答率 

（％） 

香川 

無解答率

（％） 

全国の 

正答率 

との差 

(pt) 

４(１) 
全員分のアンケートが整理されていない学級を見付け、その根拠と

なる人数を表１と表２の中から書く 
デ活 思判表 記述 63.7 2.7 7.5 

 

 

 

 

■正答率が全国より３pt以上低い問題 
【小学校算数】（全 16問中６問） 

■正答率が低い問題（50％未満） 
【小学校算数】（全 16問中７問） 

■正答率が全国より３pt以上高い問題 
【小学校算数】（全 16問中１問） 

問題 

番号 
問題の概要 領域 

評価 

観点 
問題形式 

香川 

正答率 

（％） 

香川 

無解答率

（％） 

全国の 

正答率 

との差 

(pt) 

４(３) 
二次元の表から、前半にあやとりに参加する人数と、前半はかる

たに参加し、後半はあやとりに参加する人数を書く 
デ活 知技 短答 14.2 2.8 ▲ 3.7 

２(４) 
赤いテープの長さが、白いテープの長さの１．５倍になっている

図を二つ選ぶ 

変関 
計算 

知技 選択 31.0 0.9 ▲ 3.2 

２(３) 
ペンギンがいる二つの広場の混み具合を求める式の意味につい

て、正しいものを選ぶ 
変関 思判表 選択 32.0 1.0 ▲ 4.1 

１(３) 
１立方センチメートルの立方体を３６個使ってできた直方体の体

積を書く 
図形 知技 短答 34.4 2.4 ▲ 5.7 

３(３) 
７／３と７／４のどちらの方が大きいかを判断し、そのわけを書

く 
計算 思判表 記述 43.0 2.2 ▲ 1.0 

１(４) 
四つの箱のまとめ方によって宅配便の送料に違いがあるかを調べ

るために、直方体イの送料の求め方とその答えを書く 
複数 思判表 記述 43.1 3.6 ▲ 2.1 

２(２) 
イシガメ１４匹が動物園全体のカメの数の２０％に当たるとき

の、動物園全体のカメの数を求める式と答えを書く 
変関 知技 短答 48.6 4.1 ▲ 4.5 
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59.1 

59.0 

75.9 

91.6 

83.7 

81.6 

60.5 

87.9 

82.9 

84.7 

60.1 

57.6 

77.5 

91.0 

83.2 

81.7 

63.0 

88.3 

77.7 

86.0 

0 20 40 60 80 100

香川（公立） 全国（公立）

５ 小学校算数に関わる質問の全国との比較 

肯定的回答 (%) 

※肯定的な回答とは、回答選択肢１＋２を指す。（回答選択肢一覧…P55） 

 

 

 

□60 算数の勉強は得意ですか 

□61 算数の勉強は好きですか 

□62 算数の授業の内容はよく分かりますか 

□63 算数の授業で学習したことは、将来、社会
に出たときに役に立つと思いますか 

□64 ５年生までに受けた授業では、算数の授業
で学習したことを、普段の生活の中で活用で
きていましたか 

□65 ５年生までに受けた授業では、算数の問題
の解き方が分からないときは、あきらめずに
いろいろな方法を考えましたか 

□66 ５年生までに受けた授業では、算数の授業
で、どのように考えたのかについて説明する
活動をよく行っていましたか 

□67 ５年生までに受けた授業では、図形や数直
線など図が示された問題では、問題を解くと
きに図が役に立つと思いましたか 

□算１ 今回の算数の問題では、言葉や数、式を
使って、わけや求め方などを書く問題があ
りました。それらの問題について、どのよ
うに解答しましたか 

□算２ 解答時間は十分でしたか（算数） 

※「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した」 

と回答した割合 
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□61 算数の勉強は好きですか  
「当てはまる」+「どちらかといえば、当てはまる」と回答 

(%) 

64.2 63.4 62.2 
58.9 59.0 

62.5 61.4 61.0 
57.9 57.6 

40

50

60

70

80

R４ R５ R６ R７ R８

□64 算数の授業で学習したことを、普段の生活
の中で活用できていましたか 

①当てはまる           ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない      ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□65 算数の問題の解き方が分からないときは、
あきらめずにいろいろな方法を考えましたか 

①当てはまる           ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない      ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□66 算数の授業で、どのように考えたのかにつ
いて説明する活動をよく行っていましたか 

①当てはまる           ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない      ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□67 図形や数直線など図が示された問題では、
問題を解くときに図が役に立つと思いました
か 

①当てはまる           ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない      ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

①56.9 

①56.0 

②31.0 

②32.3 

③7.5 

③7.2 

④3.4 

④3.3 

⑤1.2 

⑤1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①25.4 

①27.8 

②35.1 

②35.2 

③27.7 

③26.0 

④10.7 

④9.9 

⑤1.1 

⑤1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①44.6 

①44.9 

②37.0 

②36.8 

③13.1 

③13.3 

④4.8 

④4.5 

⑤0.5 

⑤0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①48.2 

①47.5 

②35.5 

②35.7 

③11.6 

③11.9 

④4.2 

④4.5 

⑤0.5 

⑤0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

81.0 81.1 81.4 

76.5 75.9 

81.2 81.2 82.1 

78.3 77.5 

60

70

80

90

100

R４ R５ R６ R７ R８

①当てはまる           ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない      ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□62 算数の授業の内容はよく分かりますか 

①当てはまる           ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない      ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

■小学校(香川)           □小学校(全国)   

(%) 
「当てはまる」+「どちらかといえば、当てはまる」と回答 

■小学校(香川)           □小学校(全国)   

①35.3 

①33.9 

②23.7 

②23.7 

③19.9 

③21.6 

④20.7 

④20.4 

⑤0.4 

⑤0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①40.1 

①41.9 

②35.8 

②35.6 

③15.5 

③15.1 

④7.8 

④6.8 

⑤0.7 

⑤0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国
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２ 令和４年度～８年度の県と全国の調査結果 

 

中学校国語 

調査年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

香川（公立） 

平均正答率（％）  
70 70 57 53 62 

全国（公立） 

平均正答率（％） 

69 

(69.0) 

70 

(69.8) 

58 

(58.1) 

54 

(54.3) 

64 

（63.9） 

香川と全国との差

(pt) 
1 0 🔺1 ▲1 ▲2 

中学校国語 生徒数 
平均正答数 

 / 設問数 

平均正答率 

（％） 
中央値 標準偏差 

香川（公立）  6,939 9.3 / 15 62 10.0 3.4 

全国（公立） 841,873 9.6 / 15 
64 

（63.9） 
10.0 3.3 

 

 

0

5

10

15

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

香川（公立）

全国（公立）

３ 中学校国語の結果分析 

１ 令和８年度調査結果の集計値 
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３ 令和４～８年度の内容別調査結果 

 

  

中学校国語 

学習指導要領の内容 

思考力、判断力、表現力等  知識及び技能 

話すこと・ 

聞くこと 
書くこと 読むこと 

言葉の特徴や使い

方に関する事項 

情報の扱い方に

関する事項 

我が国の言語文

化に関する事項 

令
和
八
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
63.2 65.1 56.3 61.8 68.1  

全国（公立） 

平均正答率（％） 
63.9 67.4 59.7 63.0 70.4  

香川と全国との差

（pt） 
▲0.7 ▲2.3 ▲3.4 ▲1.2 ▲2.3  

令
和
七
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
51.8 52.6 59.9 47.4   

全国（公立） 

平均正答率（％） 
53.2 52.8 62.3 48.1   

香川と全国との差

（pt） 
🔺1.4 🔺0.2 🔺2.4 🔺0.7   

令
和
六
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
56.5 64.3 46.7 59.4 58.5 72.7 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
58.8 65.3 47.9 59.2 59.6 75.6 

香川と全国との差

（pt） 
🔺2.3 🔺1.0 🔺1.2 0.2 🔺1.1 🔺2.9 

令
和
五
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
81.8 62.8 63.8 64.4 64.5 77.4 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
82.2 63.2 63.7 67.5 63.4 74.7 

香川と全国との差

（pt） 
🔺0.4 🔺0.4 0.1 🔺3.1 1.1 2.7 

令
和
四
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
65.7 50.3 67.5 73.3 50.3 70.2 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
63.9 46.5 67.9 72.2 46.5 70.2 

香川と全国との差

（pt） 
1.8 3.8 🔺0.4 1.1 3.8 0.0 
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４ 問題別調査結果【国語】 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 5

(2) 情報の扱い方に関する事項 1

(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 3

Ｃ　読むこと 3

知識・技能 6

思考・判断・表現 9

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 9

短答式 3

記述式 3

問題別集計結果

⑴
　
言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

⑵
　
情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

⑶
　
我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

Ａ
　
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ
　
書
く
こ
と

Ｃ
　
読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

香
川
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

香
川
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一
２
オ

○ ○ 82.5 84.3 0.4 0.2

１二
１
エ

○ ○ 68.4 70.2 0.4 0.3

１三
２
オ

○ ○ 85.4 85.4 0.5 0.2

２一
１
ア

○ ○ 67.3 68.5 0.5 0.3

２二
１
エ

○ ○ 68.9 70.4 0.5 0.3

２三
２
イ

○ ○ 68.1 70.4 0.7 0.4

２四
２
オ

○ ○ 53.2 52.7 17.7 14.7

３一
２
ウエ

○ ○ 40.1 39.8 0.5 0.3

３二
２
ウ

○ ○ 91.4 92.3 6.0 4.8

３三
２
イ

○ ○ 62.8 65.0 0.8 0.5

３四
２
オ

○ ○ 41.0 45.0 13.5 10.7

４一
１
ア

○ ○ 68.1 71.6 1.0 0.7

４二
１
ウ

○ ○ 32.5 35.2 22.0 19.8

４三
１
ウ

○ ○ 66.0 68.7 1.5 1.1

４四
１
オ

○ ○ 34.8 38.9 20.6 18.6

43.0 45.5

問題形式

評価の観点

思考力、
判断力、
表現力等

全体

学習指導
要領の
内容

知識及び
技能

分類 区分
対象問題数

（問） 香川（公立） 全国（公立）

平均正答率(％)

知識及び技能
思考力、判断
力、表現力等

「可能の意味」を含んでいるもの
として適切なものを選択する

助動詞の働きについて理解しているかどうか
をみる

正答率(％) 無解答率(％)

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の内容

評価の観点 問題形式

話合いの中の発言について説明し
たものとして適切なものを選択す
る

必要に応じて質問しながら話の内容を捉える
ことができるかどうかをみる

話合いを受けて整理したタブレッ
ト端末の画面を説明したものとし
て適切なものを選択する

情報と情報との関係の様々な表し方を理解し
使うことができるかどうかをみる

話合いを受けてどのような意見を
述べるか、自分の考えを書く

互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、
結論を導くために考えをまとめることができ
るかどうかをみる

「投げられる」を説明したものと
して適切なものを選択する

単語の類別について理解しているかどうかを
みる

「ら抜き言葉」であるものを選択
する

単語の活用について理解しているかどうかを
みる

発言について説明したものとして
適切なものを選択する

目的や場面に応じて、集めた材料を整理し、
伝え合う内容を検討することができるかどう
かをみる

書いた文章について、交流を基に
して、「この文章のよい点や改善
点」と「今後随筆を書くときに生
かしたいこと」を書く

表現の工夫とその効果について、読み手から
の助言を踏まえ、よい点や改善点を見いだす
ことができるかどうかをみる

文章全体を三つに分けて整理した
ものとして適切なものを選択する

文章の中心的な部分と付加的な部分について
叙述を基に捉えることができるかどうかをみ
る

国語辞典を参考にして、「ほうふ
つとさせる」と同じような内容を
表す別の表現を文章中から抜き出
す

語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味
を捉えることができるかどうかをみる

文書作成ソフトに表示された意味
と用例を参考にして、漢字を書
き、漢字の組合せとして適切なも
のを選択する（とる）

文脈に即して正しく漢字を書き、語句を文章
の中で使うことができるかどうかをみる

気持ちがより伝わるように、表現
を工夫して書く

表現の効果を考えて描写することができるか
どうかをみる

文章の展開の意図を説明したもの
として適切なものを選択する

段落相互の関係を明確にし、文章の展開を工
夫することができるかどうかをみる

文章中に書かれている、会話の表
情を表す擬音語・擬態語の特徴を
まとめたものとして適切なものを
選択する

目的に応じて必要な情報に着目して要約し、
内容を解釈することができるかどうかをみる

二つの例文を比べながら、擬態語
「きっぱり」が表している具体的
な様子と擬態語の効果を書く

文章を読んで理解したことに基づいて、自分
の考えを確かなものにすることができるかど
うかをみる

56.3

62.8

61.5

70.8

54.7

62

61.8

68.1

63.2

65.1

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況＞

59.7

64.2

63.7

72.7

55.8

63.9

63.0

70.4

63.9

67.4

(1) 言葉の特徴や使

い方に関する事項

(2) 情報の扱い方に

関する事項

Ａ 話すこと・聞く

こと
Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと

香川県（公立）

全国（公立）
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■正答率が全国より３pt以上高い問題 
【中学校国語】（全 15問中０問） 

■正答率が低い問題（50％未満） 
【中学校国語】（全 15問中４問） 

問題 

番号 
問題の概要 内容 

評価 

観点 

問題 

形式 

香川 

正答率 

（％） 

香川 

無解答率

（％） 

全国の 

正答率 

との差 

(pt) 

４二 
国語辞典を参考にして、「ほうふつとさせる」と同じような内容を表

す別の表現を文章中から抜き出す 
言葉 知技 短答 32.5 22.0 ▲2.7 

４四 
二つの例文を比べながら、擬態語「きっぱり」が表している具体的な
様子と擬態語の効果を書く 

読む 思判表 記述 34.8 20.6 ▲4.1 

３一 
文書作成ソフトに表示された意味と用例を参考にして、漢字を書き、
漢字の組合せとして適切なものを選択する（とる） 

言葉 知技 短答 40.1 0.5 0.3 

３四 
書いた文章について、交流を基にして、「この文章のよい点や改善
点」と「今後随筆を書くときに生かしたいこと」を書く 

書く 思判表 記述 41.0 13.5 ▲4.0 

 

■正答率が全国より３pt以上低い問題 
【中学校国語】（全 15問中３問） 

問題 

番号 
問題の概要 内容 

評価 

観点 

問題 

形式 

香川 

正答率 

（％） 

香川 

無解答率

（％） 

全国の 

正答率 

との差 

(pt) 

４四 
二つの例文を比べながら、擬態語「きっぱり」が表している具体的な
様子と擬態語の効果を書く 

読む 思判表 記述 34.8 20.6 ▲4.1 

３四 
書いた文章について、交流を基にして、「この文章のよい点や改善
点」と「今後随筆を書くときに生かしたいこと」を書く 

書く 思判表 記述 41.0 13.5 ▲4.0 

４一 文章全体を三つに分けて整理したものとして適切なものを選択する 読む 思判表 選択 68.1 1.0 ▲3.5 

 

【内容】 【評価観点】 【問題形式】 

話すこと・聞くこと              ：話聞 

書くこと                        ：書く 

読むこと                        ：読む 

言葉の特徴や使い方に関する事項    ：言葉 

情報の扱い方に関する事項          ：情報 

我が国の言語文化に関する事項    ：言文 

知識・技能      ：知技 

思考・判断・表現  ：思判表 

主体的に取り組む態度  ：主体 

選択式：選択 

短答式：短答 

記述式：記述 

 

なし 
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46.7 

54.1 

73.2 

85.8 

70.6 

69.9 

82.5 

72.8 

69.9 

78.6 

51.6 

57.2 

76.8 

88.2 

73.0 

71.8 

84.8 

76.1 

72.4 

75.7 

0 20 40 60 80 100

香川（公立） 全国（公立）

(%) 肯定的回答 

 

※肯定的な回答とは、回答選択肢１＋２を指す。（回答選択肢一覧…P55） 

 

 

 

□52 国語の勉強は得意ですか 

□53 国語の勉強は好きですか 

□54 国語の授業の内容はよく分かりますか 

□55 国語の授業で学習したことは、将来、社
会に出たときに役に立つと思いますか 

□56 １、２年生のときに受けた授業では、国語
の授業で先生は、あなたの良いところや、前
よりもできるようになったところはどこかを
伝えてくれましたか 

□57 １、２年生のときに受けた授業では、国語
の授業で先生は、あなたの学習のうまくでき
ていないところはどこかを伝え、どうしたら
うまくできるようになるかを教えてくれまし
たか 

□国１ 今回の国語の問題では、解答を文章で書
く問題がありました。それらの問題につい
て、どのように解答しましたか 

※「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力 

した」と回答した割合 

□国２ 解答時間は十分でしたか（国語） 

□58 １、２年生のときに受けた授業では、国語
の授業で、互いの立場や考えを尊重しながら
話し合い、結論を導くために考えをまとめて
いましたか 

□59 １、２年生のときに受けた授業では、国語
の授業で、文章を書いた後に、表現の工夫と
その効果などについて、読み手からの助言な
どを踏まえ、自分の文章のよい点や改善点を
見いだしていましたか 

５ 中学校国語に関わる質問の全国との比較 
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□53 国語の勉強は好きですか  

①当てはまる           ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない      ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□54 国語の授業の内容はよく分かりますか 

①当てはまる          ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない     ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□56 国語の授業で先生は、あなたの良いところや、
前よりもできるようになったところはどこかを
伝えてくれましたか 

①よくある                    ②たまにある 
③ほとんどない                 ④全くない 
➄その他・無回答 

□57 国語の授業で先生は、あなたの学習のうまく
できていないところはどこかを伝え、どうした
らうまくできるようになるかを教えてくれまし
たか 

□58 国語の授業で、互いの立場や考えを尊重しな
がら話し合い、結論を導くために考えをまとめ
ていましたか 

□59 国語の授業で、文章を書いた後に、表現の工夫
とその効果などについて、読み手からの助言など
を踏まえ、自分の文章のよい点や改善点を見いだ
していましたか 

①している            ②どちらかといえば、している 
③どちらかといえばしていない       ④していない 
➄その他・無回答 

(%) 

●中学校(香川)           ○中学校(全国)   

(%) 「当てはまる」+「どちらかといえば、当てはまる」と回答 

●中学校(香川)           ○中学校(全国)   

 

①よくある                    ②たまにある 
③ほとんどない                 ④全くない 
➄その他・無回答 

①している            ②どちらかといえば、している 
③どちらかといえばしていない       ④していない 
➄その他・無回答 
 

59.2 57.6 

61.9

53.6 54.1

61.9 61.4
64.3

57.9 57.2

40

50

60

70

80

R４ R５ R６ R７ R８

「当てはまる」+「どちらかといえば、当てはまる」と回答 

80.0 
77.3 

80.9

73.7 73.2

81.2 80.0 
82.7 

77.0 76.8 

60

70

80

90

100

R４ R５ R６ R７ R８

①22.4 

①22.3 

②31.7 

②34.9 

③28.7 

③28.9 

④16.7 

④13.5 

⑤0.5 

⑤0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①24.5 

①27.1 

②48.7 

②49.7 

③20.0 

③17.8 

④6.3 

④4.9 

⑤0.4 

⑤0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①22.0 

①25.5 

②48.6 

②47.5 

③21.1 

③20.0 

④7.9 

④6.5 

⑤0.4 

⑤0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①24.4 

①26.5 

②45.5 

②45.3 

③22.0 

③21.1 

④7.6 

④6.6 

⑤0.5 

⑤0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①33.0 

①35.9 

②49.5 

②48.9 

③12.8 

③11.2 

④4.0 

④3.2 

⑤0.6 

⑤0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①27.6 

①30.0 

②45.2 

②46.1 

③19.8 

③18.0 

④6.6 

④5.0 

⑤0.8 

⑤0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国
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２ 令和４年度～８年度の県と全国の調査結果 

  

中学校数学 

調査年度 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ 

香川（公立） 

平均正答率（％）  
55 53 53 49 57 

全国（公立） 

平均正答率（％） 

51 

(51.4) 

51 

(51.0) 

53 

(52.5) 

48 

(48.3) 

57 

（57.0） 

香川と全国との差

(pt) 
4 2 0 1 0 

１ 令和８年度調査結果の集計値 
 

中学校数学 生徒数 
平均正答数 

 / 設問数 

平均正答率 

（％） 
中央値 標準偏差 

香川（公立）  6,943 9.1 / 16 57 10.0 4.6 

全国（公立） 842,491 9.1 / 16 
57 

（57.0） 
10.0 4.6 

 

0

5

10

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

香川（公立）

全国（公立）

４ 中学校数学の結果分析 
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３ 令和４～８年度の領域別調査結果 

 
 

  

中学校数学 

学習指導要領の領域 数と式 図形 関数 データの活用 

令
和
八
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
67.6 48.5 53.3 54.0 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
67.8 48.7 54.8 53.5 

香川と全国との差

（pt） 
▲0.2 ▲0.2 ▲1.5 0.5 

令
和
七
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
43.2 47.8 48.7 59.0 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
43.5 46.5 48.2 58.6 

香川と全国との差

（pt） 
▲0.3 1.3 0.5 0.4 

令
和
六
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
52.8 39.9 60.7 55.6 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
51.1 40.3 60.7 55.5 

香川と全国との差

（pt） 
1.7 ▲0.4 0.0 0.1 

令
和
五
年
度 

香川（公立） 

平均正答率（％） 
64.4 34.8 51.9 52.3 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
63.0 33.2 51.2 48.5 

香川と全国との差

（pt） 
1.4 1.6 0.7 3.8 

令
和
四
年
度 

    
香川（公立） 

平均正答率（％） 
64.8 44.5 47.2 57.8 

全国（公立） 

平均正答率（％） 
57.4 43.6 43.6 57.1 

香川と全国との差

（pt） 
7.4 0.9 3.6 0.7 
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４ 問題別調査結果【数学】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16

Ａ　数と式 5

Ｂ　図形 4

Ｃ　関数 3

Ｄ　データの活用 4

知識・技能 12

思考・判断・表現 4

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 3

短答式 9

記述式 4

問題別集計結果

Ａ
　
数
と
式

Ｂ
　
図
形

Ｃ
　
関
数

Ｄ
　
デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

香
川
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

香
川
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１
１(１) 

ア(ウ) ○ ○ 84.6 85.7 1.3 0.6

２
２(１)

ア(ア) ○ ○ 73.4 70.5 2.8 2.2

３
２(１)

ア(ア) ○ ○ 52.2 49.1 4.1 2.8

４
１(１)

ア(イ) ○ ○ 53.1 55.3 1.8 1.1

５
２(２)

ア(イ) ○ ○ 58.5 60.2 6.0 4.8

６（１）
２(１)

ア(エ) ○ ○ 71.0 73.2 7.3 6.6

６（２）
２(１)

ア(ウ)
○ ○ 65.2 65.0 0.9 0.6

６（３）
２(１)

イ(イ) ○ ○ 43.6 44.6 27.0 26.5

７（１）
１(１)

ア(ウ) ○ ○ 74.1 75.2 7.3 5.6

７（２）
１(１)

イ(イ) ○ ○ 32.8 33.9 41.4 39.6

８（１）
１(１)

ア(ア)
○ ○ 60.5 62.5 9.7 9.0

８（２）
２(２)

イ(イ)
○ ○ 44.4 46.1 26.1 22.2

８（３）
２(２)

ア(イ) ○ ○ 36.9 37.1 1.2 1.0

９（１）
１(１)

ア(ア) ○ ○ 49.0 46.0 14.3 14.3

９（２）
２(１)

ア(ア)
○ ○ 76.3 75.8 0.8 0.7

９（３）
１(１)

イ(ア) ○ ○ 32.3 31.9 29.7 28.9

対象問題数
（問）

平均正答率(％)

全体

学習指導要領の
領域

分類 区分

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

問題形式

評価の観点

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点

２月３日のＡ市の最高気温が最低気温より何℃高く
なったかを書く

具体的な場面において、正の数と負の数
を用いて変化や状況を表すことができる
かどうかをみる

７ｘ＋９－５ｘ＋７ｘ＾２＋２ｘ　から、７ｘの同類
項をすべて書く

同類項の意味を理解しているかどうかを
みる

四角形ＰＱＲＳにおいて、ＰＳ平行ＱＲを示すための
根拠となる二つの角を書く

２直線が平行になるための条件を理解し
ているかどうかをみる

反比例の表において、ｘの値が－３のときのｙの値を
求める

反比例の関係を表す表の特徴を捉えて、
ｘの値に対応するｙの値を求めることが
できるかどうかをみる

大小二つのさいころを同時に投げるとき、大きいさい
ころの目が６で小さいさいころの目が１である確率を
求める

起こり得る場合を樹形図や二次元の表を
利用するなどして整理し、確率を求める
ことができるかどうかをみる

選んだ２数が３と６のときについて、陸斗さんの予想
が成り立つことを示す式を書く

問題場面における考察の対象を明確に捉
えているかどうかをみる

陸斗さんの予想がいつでも成り立つことを説明するた
めの方針を完成するために、当てはまるものを選ぶ

事柄が成り立つ理由を文字を使って説明
するための方針を立てることができるか
どうかをみる

手順にしたがってできたＡとＢについて、Ａ－Ｂの値
がどんな数になるかを、選んだ２数の差に着目して説
明する

統合的・発展的に考え、事柄の特徴を数
学的な表現を用いて説明することができ
るかどうかをみる

動画の時間とデータ量の関係を表すグラフにおいて、
点Ｃの座標を書く

与えられた表やグラフから、必要な情報
を適切に読み取ることができるかどうか
をみる

データ量が１０００ＭＢになるときの動画の時間がお
よそ何秒になるかを求める方法を説明する

数学的に表現したことを事象に即して解
釈し、問題解決の方法を数学的に説明す
ることができるかどうかをみる

∠ＡＯＢの大きさがａ°のとき、∠ＰＯＢの大きさを
ａを用いた式で書く

具体的な事象において、考察の対象とな
る角を的確に捉えることができるかどう
かをみる

図１において、ＡＢ＝ＡＰ、ＯＢ＝ＯＰならば∠ＡＯ
Ｂ＝∠ＡＯＰであることを、三角形の合同を基にして
証明する

筋道を立てて考え、証明することができ
るかどうかをみる

図２において、証明する事柄における仮定となる辺や
角の関係を選ぶ

具体的な事象を基に、証明する事柄の仮
定を見いだすことができるかどうかをみ
る

全校生徒の睡眠時間の度数分布表において、最小の階
級から６時間以上７時間未満の階級までの累積度数を
求める

累積度数の意味を理解しているかどうか
をみる

学年別の睡眠時間について、学年別睡眠時間の箱ひげ
図から読み取れることとして正しいものを選ぶ

箱ひげ図と四分位数の対応について理解
しているかどうかをみる

「就寝時刻が２３時より前の生徒と比べて、２３時以
降の生徒の方が睡眠時間が短い傾向にある」と主張で
きる理由を、悠真さんが調べたことの二つの度数分布
多角形の形と位置を比較して説明する

データの傾向を的確に捉え、判断の理由
を度数分布多角形の特徴を基に説明する
ことができるかどうかをみる

57

67.6

48.5

62.9

38.2

38.2

54.8

53.5

63.0

39.1

53.3

54.0

香川（公立） 全国（公立）

59.4

64.0

57.0

67.8

48.7

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

59.3

64.2

39.1

Ａ 数と式

Ｂ 図形

Ｃ 関数

Ｄ データの活

用

香川県（公立）

全国（公立）
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【領域】 【評価観点】 【問題形式】 

数と式        ：数式 

図形             ：図形 

関数       ：関数 

データの活用     ：デ活 

知識・技能      ：知技 

思考・判断・表現  ：思判表 

主体的に取り組む態度  ：主体 

選択式：選択 

短答式：短答 

記述式：記述 

■正答率が全国より３pt以上高い問題 
【中学校数学】（全 16問中２問） 

問題 

番号 
問題の概要 領域 

評価 

観点 

問題 

形式 

香川 

正答率 

（％） 

香川 

無解答率

（％） 

全国の 

正答率 

との差 

(pt) 

３ 
四角形ＰＱＲＳにおいて、ＰＳ平行ＱＲを示すための根拠となる二

つの角を書く 
図形 知技 短答 52.2 4.1 3.1 

９(１) 
全校生徒の睡眠時間の度数分布表において、最小の階級から６時間

以上７時間未満の階級までの累積度数を求める 
デ活 知技 短答 49.0 14.3 3.0 

 

■正答率が低い問題（50％未満） 
【中学校数学】（全 16問中６問） 

問題 

番号 
問題の概要 領域 

評価 

観点 
問題形式 

香川 

正答率 

（％） 

香川 

無解答率

（％） 

全国の 

正答率 

との差 

(pt) 

９(３) 

「就寝時刻が２３時より前の生徒と比べて、２３時以降の生徒の方

が睡眠時間が短い傾向にある」と主張できる理由を、悠真さんが調

べたことの二つの度数分布多角形の形と位置を比較して説明する 

デ活 思判表 記述 32.3 29.7  0.4 

７(２) 
データ量が１０００ＭＢになるときの動画の時間がおよそ何秒に

なるかを求める方法を説明する 
関数 思判表 記述 32.8 41.4 ▲1.1 

８(３) 
図２において、証明する事柄における仮定となる辺や角の関係を選

ぶ 
図形 知技 選択 36.9  1.2 ▲0.2 

６(３) 
手順にしたがってできたＡとＢについて、Ａ－Ｂの値がどんな数に

なるかを、選んだ２数の差に着目して説明する 
数式 思判表 記述 43.6 27.0 ▲1.0 

８(２) 
図１において、ＡＢ＝ＡＰ、ＯＢ＝ＯＰならば∠ＡＯＢ＝∠ＡＯＰ

であることを、三角形の合同を基にして証明する 
図形 思判表 記述 44.4 26.1 ▲1.7 

９(１) 
全校生徒の睡眠時間の度数分布表において、最小の階級から６時間

以上７時間未満の階級までの累積度数を求める 
デ活 知技 短答 49.0 14.3 3.0 

 

■正答率が全国より３pt以上低い問題 
【中学校数学】（全 16問中０問） 

なし 
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45.8 

50.2 

71.0 

73.3 

60.6 

73.5 

60.4 

61.2 

57.6 

88.5 

48.5 

56.1 

74.2 

76.5 

63.0 

77.8 

60.4 

68.4 

57.6 

87.8 

0 20 40 60 80 100

香川（公立） 全国（公立）

５ 中学校数学に関わる質問の全国との比較 

肯定的回答 (%) 

※肯定的な回答とは、回答選択肢１＋２を指す。（回答選択肢一覧…P55） 

 

 

 

□60 数学の勉強は得意ですか 

□61 数学の勉強は好きですか 

□62 数学の授業の内容はよく分かりますか 

□63 数学の授業で学習したことは、将来、社会
に出たときに役に立つと思いますか 

□64 １、２年生のときに受けた授業では、数学
の授業で学習したことを、普段の生活の中で
活用できていましたか 

□65 １、２年生のときに受けた授業では、数学
の問題の解き方が分からないときは、あきら
めずにいろいろな方法を考えますか 

□66 １、２年生のときに受けた授業では、数学
の授業で、どのように考えたのかについて説
明する活動をよく行っていましたか 

□67 １、２年生のときに受けた授業では、文字
式を用いた説明や図形の証明を読んで、かか
れていることを理解することができましたか 

□数１ 今回の数学の問題では、解答を言葉や数、
式を使って説明する問題がありました。そ
れらの問題について、どのように解答しま
したか  

□数２ 解答時間は十分でしたか（数学） 

※「全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力し

た」と回答した割合 
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□61 数学の勉強は好きですか  

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□62 数学の授業の内容はよく分かりますか  

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□64 数学の授業で学習したことを、普段の生活の
中で活用できていましたか 

□65 数学の問題の解き方が分からないときは、あ
きらめずにいろいろな方法を考えましたか 

「当てはまる」+「どちらかといえば、当てはまる」と回答 
(%) 

●中学校(香川)           ○中学校(全国)   

●中学校(香川)           ○中学校(全国)   

「当てはまる」+「どちらかといえば、当てはまる」と回答 
(%) 

56.0 56.0 
53.4 53.3 

50.2 

58.1 56.7 57.2 
53.8 

56.1 

40

50

60

70

80

R４ R５ R６ R７ R８

76.8 
73.8 

73.8 

74.0 

71.0 

76.2 
73.3 

75.7 

70.3 

74.2 

60

70

80

90

100

R４ R５ R６ R７ R８

①25.3 

①28.8 

②24.9 

②27.3 

③24.5 

③23.8 

④24.8 

④19.6 

⑤0.5 

⑤0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□66 数学の授業で、どのように考えたのかについ
て説明する活動をよく行っていましたか 

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□67 文字式を用いた説明や図形の証明を読んで、
かかれていることを理解することができました
か 

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

①26.8 

①30.8 

②34.4 

②37.6 

③23.6 

③20.7 

④14.5 

④10.1 

⑤0.7 

⑤0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①23.9 

①24.0 

②36.5 

②36.4 

③25.8 

③26.9 

④13.0 

④11.9 

⑤0.8 

⑤0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①34.2 

①37.1 

②39.3 

②40.7 

③18.1 

③16.0 

④7.9 

④5.7 

⑤0.4 

⑤0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①23.2 

①25.5 

②37.4 

②37.5 

③25.8 

③25.1 

④13.2 

④11.5 

⑤0.4 

⑤0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①32.1 

①34.6 

②38.9 

②39.6 

③18.7 

③17.6 

④9.9 

④7.7 

⑤0.5 

⑤0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国
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中学校英語３技能 生徒数 
平均正答数 

 / 設問数 
標準偏差 

香川（公立）  6,967 3.5 / 7 2.1 

全国（公立） 839,203 3.7 / 7 2.1 

 

 

 

■令和８年度平均正答数集計値 
 

中学校英語３技能  聞くこと 読むこと・書くこと 

香川（公立） 1.1 / 2 2.4 / 5 

全国（公立） 1.2 / 2 2.5 / 5 

 

 

 
■令和８年度 IRTスコアの集計値 
 

中学校英語 
 平均 IRT

スコア 
標準偏差 

パーセンタイル値 

10% 25% 50% 75% 90% 

香川（公立） 486 113.4 351 404 482 559 628 

全国（公立） 499 113.7 364 419 494 571 641 

 

 

 

 

 

■令和８年度 IRTスコア分布グラフ（パーセンタイル値：10%、25%、50%、75%、90%） 
 

■令和８年度技能別平均正答数集計

値 
 

香川県（公立）

全国（公立）

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

10% 25% 50% 75% 90%

５ 中学校英語の結果分析 

１ 令和８年度調査結果の集計値 
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  ■令和８年度 IRTバンド分布比較 
 

■令和８年度 IRTバンド分布グラフ（横軸：IRTバンド 縦軸：割合） 
 

■令和８年度 IRTバンド集計値 
 

IRT 

バンド 

生徒数 割合（％） 

香川（公立） 香川（公立） 全国（公立） 

５   347  5.0  5.9 

４ 1,397 20.1 22.7 

３ 2,607 37.4 38.4 

２ 2,193 31.5 28.2 

１   423  6.1  4.7 

 

 

 

(%) 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

１ ２ ３ ４ ５

香川県（公立）

全国（公立）

6.1 

4.7 

31.5 

28.2 

37.4 

38.4 

20.1 

22.7 

5.0 

5.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川県（公立）

全国（公立）

１ ２ ３ ４ ５
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２ 問題別調査結果【英語】 

 

 

 

  

問題別集計結果（公開問題）

⑴
　
聞
く
こ
と

⑵
　
読
む
こ
と

⑶
　
話
す
こ
と
［

や
り
取
り
］

⑷
　
話
す
こ
と
［

発
表
］

⑸
　
書
く
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式
／
口
述
式

記
述
式
／
口
述
式

香
川
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

香
川
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

香
川
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１

注文の場面での店員と客の会話を
聞き、客が注文したものを選択す
る

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなど
の知識を、聞くことによる実際のコミュニ
ケーションにおいて活用できる技能を身に
付けているかどうかをみる

○
※

○ ○ 57.6 60.2 0.2 0.2 4 6,967 839,203

２

ショッピングセンターでのアナウ
ンスを聞き、行くべき階を選択す
る

日常的な話題について、目的に応じて、必
要な情報を聞き取ることができるかどうか
をみる

ア ○ ○ 75.3 78.5 0.1 0.1 3 2,342 287,687

３
学校見学についての説明を聞き、
行くべき場所を選択する

日常的な話題について、自分の置かれた状
況などから判断して、必要な情報を聞き取
ることができるかどうかをみる

ア ○ ○ 72.1 76.0 0.2 0.1 3 2,324 275,718

４

職場体験についての発表を聞き、
その後に示される3枚の絵を体験し
た順になるように選択する

日常的な話題について、話を聞き、概要を
捉えることができるかどうかをみる

イ ○ ○ 38.8 43.8 0.6 0.3 4 2,301 275,798

５

住みやすいまちづくりについての
発表を聞き、話し手が最も伝えた
いことを選択する

社会的な話題について、話を聞き、要点を
捉えることができるかどうかをみる

ウ ○ ○ 51.0 55.6 0.3 0.2 4 6,967 839,203

６
文章を読み、グラフの空所に入る
学校行事を選択する

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなど
の知識を、読むことによる実際のコミュニ
ケーションにおいて活用できる技能を身に
付けているかどうかをみる

○
※

○ ○ 64.0 67.3 1.0 1.1 3 6,967 839,203

７

誕生日パーティーに関するメール
を読み、最も適切な時刻を選択す
る

日常的な話題について、目的に応じて、必
要な情報を読み取ることができるかどうか
をみる

ア ○ ○ 69.5 72.4 0.1 0.1 3 2,348 288,327

８

友達からのメッセージを読み、相
手が示した条件に合うウェブサイ
トを選択する

日常的な話題について、自分の置かれた状
況などから判断して、必要な情報を読み取
ることができるかどうかをみる

ア ○ ○ 54.9 63.8 0.2 0.1 3 2,327 275,477

９

物語を読み、物語全体を通した登
場人物の気持ちの変化を表したも
のを選択する

日常的な話題について、短い文章を読み、
概要を捉えることができるかどうかをみる

イ ○ ○ 45.5 49.0 0.0 0.1 5 2,292 275,399

１０（１）

インターネットの使用に関する文
章を読み、書き手が最も伝えたい
ことを選択する

社会的な話題について、短い文章を読み、
要点を捉え、考えとその理由を書くことが
できるかどうかをみる

ウ ○ ○ 41.7 47.5 0.2 0.2 4 6,967 839,203

１０（２）

インターネットの使用に関して読
んだことについて、考えとその理
由を書く

社会的な話題について、短い文章を読み、
要点を捉え、考えとその理由を書くことが
できるかどうかをみる

ウ ○ ○ 24.4 27.8 13.6 14.6 5 6,967 839,203

１１①

与えられた情報に基づいて、留学
生の昨日の出来事を説明する英文
を書く

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなど
の知識を、書くことによる実際のコミュニ
ケーションにおいて活用できる技能を身に
付けているかどうかをみる

ア ○ ○ 56.7 58.9 2.8 2.5 3 6,967 839,203

１１②

与えられた情報に基づいて、留学
生の昨日の出来事を説明する英文
を書く

音声や語彙、表現、文法、言語の働きなど
の知識を、書くことによる実際のコミュニ
ケーションにおいて活用できる技能を身に
付けているかどうかをみる

ア ○ ○ 49.9 52.7 3.3 3.0 3 6,967 839,203

１２

中学生になってからの思い出を1つ
取り上げ、そこで体験したことと
感想を書く

日常的な話題について、事実や自分の考
え、気持ちなどを整理し、まとまりのある
文章を書くことができるかどうかをみる

イ ○ ○ 46.8 47.5 8.3 8.7 4 2,340 288,219

１３

留学生との交流会で一緒にしたい
ことを１つ取り上げ、その理由を
書く

日常的な話題について、事実や自分の考
え、気持ちなどを整理し、まとまりのある
文章を書くことができるかどうかをみる

イ ○ ○ 42.8 44.0 11.3 9.3 4 2,327 275,477

１４
学校で普段行うことを1つ取り上
げ、それについての説明を書く

日常的な話題について、事実や自分の考
え、気持ちなどを整理し、まとまりのある
文章を書くことができるかどうかをみる

イ ○ ○ 28.7 27.8 13.5 14.2 4 2,300 275,507

※「学習指導要領の領域」における「〇」は、五つの領域別の目標に分類されない「知識及び技能」を示している。

対象生徒数

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

問
題
の
難
易
度
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問題 
番号 

問題の概要 領域 
評価 
観点 

問題 
形式 

香川 
正答率 
（％） 

香川 
無解答率
（％） 

全国の 
正答率 
との差 
(pt) 

８ 
友達からのメッセージを読み、相手が示した条件に合う
ウェブサイトを選択する 

読む 思判表 選択 54.9 0.2 🔺8.9 

１０(１) 
インターネットの使用に関する文章を読み、書き手が最
も伝えたいことを選択する 

読む 思判表 選択 41.7 0.2 🔺5.8 

４ 
職場体験についての発表を聞き、その後に示される 3 枚
の絵を体験した順になるように選択する 

聞く 思判表 選択 38.8 0.6 🔺5.0 

５ 
住みやすいまちづくりについての発表を聞き、話し手が
最も伝えたいことを選択する 

聞く 思判表 選択 51.0 0.3 🔺4.6 

３ 
学校見学についての説明を聞き、行くべき場所を選択す
る 

聞く 思判表 選択 72.1 0.2 🔺3.9 

９ 
物語を読み、物語全体を通した登場人物の気持ちの変化
を表したものを選択する 

読む 思判表 選択 45.5 0.0 🔺3.5 

１０(２) 
インターネットの使用に関して読んだことについて、考
えとその理由を書く 

書く 思判表 記述 24.4 13.6 🔺3.4 

６ 文章を読み、グラフの空所に入る学校行事を選択する 読む 知技 選択 64.0 1.0 🔺3.3 

２ 
ショッピングセンターでのアナウンスを聞き、行くべき
階を選択する 

聞く 思判表 選択 75.3 0.1 🔺3.2 

 

 

 

 

問題 
番号 

問題の概要 領域 
評価 
観点 

問題 
形式 

香川 
正答率 
（％） 

香川 
無解答率
（％） 

全国の 
正答率 
との差 
(pt) 

１０(２) 
インターネットの使用に関して読んだことについて、考
えとその理由を書く 

書く 思判表 記述 24.4 13.6 🔺3.4 

１４ 
学校で普段行うことを 1 つ取り上げ、それについての説
明を書く 

書く 思判表 記述 28.7 13.5 🔺0.9 

４ 
職場体験についての発表を聞き、その後に示される 3 枚
の絵を体験した順になるように選択する 

聞く 思判表 選択 38.8 0.6 🔺5.0 

１０(１) 
インターネットの使用に関する文章を読み、書き手が最
も伝えたいことを選択する 

読む 思判表 選択 41.7 0.2 🔺5.8 

１３ 
留学生との交流会で一緒にしたいことを１つ取り上げ、
その理由を書く 

書く 思判表 記述 42.8 11.3 🔺1.2 

９ 
物語を読み、物語全体を通した登場人物の気持ちの変化
を表したものを選択する 

読む 思判表 選択 45.5 0.0 🔺3.5 

１２ 
中学生になってからの思い出を 1 つ取り上げ、そこで体
験したことと感想を書く 

書く 思判表 記述 46.8 8.3 🔺0.7 

１１② 
与えられた情報に基づいて、留学生の昨日の出来事を説
明する英文を書く 

書く 知技 短答 49.9 3.3 🔺2.8 

 

 

 

なし 

■正答率が全国より３pt以上低い問題 
【中学校英語】（全 16問中９問） 

■正答率が全国より３pt以上高い問題 
【中学校英語】（全 16問中０問） 

■正答率が低い問題（50％未満） 
【中学校英語】（全 16問中８問） 

【領域】 【評価観点】 【問題形式】 

聞くこと ：聞く 
読むこと ：読む 
書くこと ：書く 

知識・技能      ：知技 
思考・判断・表現  ：思判表 
主体的に取り組む態度 ：主体 

選択式 ：選択 
短答式 ：短答 
記述式 ：記述 
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34.8 

45.1 

59.9 

82.7 

29.3 

69.8 

32.8 

7.7 

81.2 

77.3 

50.4 

39.5 

51.2 

64.2 

87.6 

34.1 

76.7 

36.6 

10.2 

85.1 

82.8 

61.3 

0 20 40 60 80 100

香川（公立） 全国（公立）

肯定的回答 (%) 

※肯定的な回答とは、回答選択肢１＋２を指す。（回答選択肢一覧…P55） 

 

 

 

□69 英語の勉強は得意ですか 

□70 英語の勉強は好きですか 

□71 英語の授業の内容はよく分かりますか 

□72 英語の授業で学習したことは、将来、社会
に出たときに役に立つと思いますか 

□73 将来、積極的に英語を使うような生活をし
たり職業に就いたりしたいですか 

□74 キーボード（画面上に表示されるキーボー
ドやフリック入力も含む）を使って英語を書
くことができますか 

□75 これまで、学校の授業やそのための学習以外で、
日常的に英語を使う機会が十分にありましたか（地
域の人や外国にいる人と英語で話す、英語で手紙や
電子メールを書く、英語のテレビや動画、ホームペ
ージを見る、オンラインで他者と英語で交流する、
英会話教室に通うなど） 

□76 家庭学習の課題（宿題）として、どの程度、
PC・タブレットなどの ICT 機器を使用して、
英語の音声を聞いたり英語を話す練習をした
りしていますか 

□79 １、２年生のときに受けた授業では、聞い
たり読んだりしたことについて、その内容を
英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で
書いたりする活動が行われていましたか 

□78 １、２年生のときに受けた授業では、聞い
たり読んだりしたことについて、生徒同士で
英語で問答したり意見を述べ合ったりする活
動が行われていましたか 

□80 １、２年生のときに受けた授業では、キー
ボード（画面上に表示されるキーボードやフ
リック入力も含む）を使って英語を書く活動
をどれくらい行いましたか 

３ 中学校英語に関わる質問の全国との比較 
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□73 将来、積極的に英語を使うような生活をした
り職業に就いたりしたいですか 

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□74 キーボード（画面上に表示されるキーボード
やフリック入力も含む）を使って英語を書くこ
とができますか 

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□78 １、２年生のときに受けた授業では、聞いた
り読んだりしたことについて、生徒同士で英語
で問答したり意見を述べ合ったりする活動が行
われていましたか 

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□79 １、２年生のときに受けた授業では、聞いた
り読んだりしたことについて、その内容を英語
で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いた
りする活動が行われていましたか 

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

①10.6 

①13.4 

②18.7 

②20.7 

③33.7 

③35.0 

④36.5 

④30.3 

⑤0.6 

⑤0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①33.8 

①40.7 

②36.0 

②36.0 

③18.8 

③15.5 

④10.7 

④7.2 

⑤0.6 

⑤0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①37.2 

①42.3 

②44.0 

②42.8 

③12.1 

③10.1 

④6.1 

④4.3 

⑤0.5 

⑤0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①30.8 

①37.6 

②46.5 

②45.2 

③15.5 

③12.0 

④6.5 

④4.5 

⑤0.7 

⑤0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

□70 英語の勉強は好きですか  

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

□71 英語の授業の内容はよく分かりますか  

①当てはまる            ②どちらかといえば、当てはまる 
③どちらかといえば、当てはまらない       ④当てはまらない 
➄その他・無回答 

「当てはまる」+「どちらかといえば、当てはまる」と回答 
(%) 

●中学校(香川)           ○中学校(全国) 

「当てはまる」+「どちらかといえば、当てはまる」と回答 
(%) 

●中学校(香川)           ○中学校(全国) 

①20.7 

①24.6 

②24.4 

②26.6 

③25.2 

③25.7 

④29.1 

④22.6 

⑤0.5 

⑤0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

①24.0 

①27.6 

②35.9 

②36.6 

③23.0 

③22.0 

④16.5 

④13.1 

⑤0.5 

⑤0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

香川

全国

65.0 

61.6 
59.9 

66.0 

63.9 64.2 

50

55

60

65

70

R元 R５ R８

51.1 

47.3 

45.1 

56.0 

51.9 
51.2 

40

45

50

55

60

R元 R５ R８
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Ⅲ 質問調査結果一覧 
 

（児童生徒質問調査・学校質問調査） 

 

 

 

 

 

 



１の差

小 中 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １＋２の差

【基本的生活習慣等】
81.5 10.4 5.8 2.0 0.0 0.3 -1.6

83.1 10.2 4.9 1.6 0.0 0.2 -1.4

76.8 13.1 6.6 3.3 0.0 0.2 -1.6

78.4 12.5 6.1 2.8 0.0 0.2 -1.0

38.1 44.1 14.7 2.8 0.0 0.4 -2.4

40.5 42.3 14.3 2.5 0.0 0.4 -0.6

33.9 45.6 17.2 3.2 0.0 0.2 -1.0

34.9 45.6 16.4 2.9 0.0 0.2 -1.0

53.2 36.4 8.4 1.4 0.0 0.5 -2.7

55.9 34.8 7.5 1.3 0.0 0.5 -1.1

53.9 38.0 6.7 1.2 0.0 0.3 -1.5

55.4 37.0 6.3 0.9 0.0 0.3 -0.5

22.8 16.8 21.3 20.8 10.0 4.5 3.6 0.0 0.2 0.9

21.9 15.7 20.0 20.9 11.0 5.7 4.5 0.0 0.3 2.0

27.9 21.0 26.1 16.4 5.1 1.8 1.5 0.0 0.2 -0.9

28.8 20.8 25.3 16.9 5.1 1.9 1.0 0.0 0.2 -0.7

98.0 0.9 0.0 1.1 1.4

96.6 1.7 0.0 1.7 0.6

98.2 0.9 0.0 0.8 0.7

97.5 1.5 0.0 1.0 0.1

42.1 34.2 11.6 3.1 7.6 0.0 1.3 1.5

40.6 34.4 11.7 2.8 8.5 0.0 1.9 1.3

27.6 43.0 17.9 2.6 7.9 0.0 1.0 -1.7

29.3 42.9 17.2 2.3 7.0 0.0 1.3 -1.6

16.4 21.1 20.9 10.5 29.4 0.0 1.6 1.7

14.7 20.8 19.3 11.0 31.7 0.0 2.5 2.0

14.9 21.8 21.3 9.2 31.2 0.0 1.7 0.6

14.3 22.1 20.3 8.9 32.5 0.0 1.9 0.3

【挑戦心、達成感、規範意識、自己有用感、幸福感等】
38.9 43.2 11.9 5.7 0.0 0.3 -4.7

43.6 42.0 9.8 4.3 0.0 0.3 -3.5

37.2 43.6 13.2 5.8 0.0 0.2 -3.8

41.0 43.0 11.3 4.5 0.0 0.2 -3.2

47.5 40.6 8.4 2.9 0.0 0.6 -5.9

53.4 38.0 6.1 2.1 0.0 0.5 -3.3

42.2 47.8 7.1 2.6 0.0 0.3 -4.5

46.7 44.2 6.4 2.3 0.0 0.3 -0.9

58.3 24.5 9.9 6.7 0.0 0.5 -0.3

58.6 23.2 10.8 6.8 0.0 0.6 1.0

35.5 30.2 21.5 12.4 0.0 0.4 -1.9

37.4 30.2 20.5 11.5 0.0 0.4 -1.9

42.3 49.2 6.7 1.0 0.0 0.8 -5.0

47.3 45.4 5.6 0.9 0.0 0.8 -1.2

36.6 52.6 8.7 1.5 0.0 0.6 -4.2

40.8 50.0 7.4 1.2 0.0 0.6 -1.6

80.3 15.4 2.2 1.1 0.0 1.0 -0.8

81.1 15.1 2.1 0.8 0.0 0.8 -0.5

74.8 19.4 3.8 1.4 0.0 0.6 -1.5

76.3 18.8 3.2 1.0 0.0 0.6 -0.9

31.4 36.9 21.3 10.0 0.0 0.4 -2.5

33.9 36.7 20.0 9.0 0.0 0.3 -2.3

32.8 38.3 19.4 9.3 0.0 0.2 -0.6

33.4 38.5 18.9 9.0 0.0 0.3 -0.8

70.7 24.7 3.2 0.9 0.0 0.5 -0.1

70.8 25.0 2.9 1.0 0.0 0.4 -0.4

67.8 27.1 3.5 1.4 0.0 0.2 -2.0

69.8 26.1 2.8 1.1 0.0 0.3 -1.0

48.4 36.9 9.3 4.8 0.0 0.5 0.4

48.0 37.7 9.6 4.1 0.0 0.6 -0.4

42.6 41.4 11.0 4.8 0.0 0.2 -2.6

45.2 40.2 10.1 4.1 0.0 0.4 -1.4

29.9 47.1 17.5 4.8 0.0 0.7 -2.0

31.9 46.0 16.9 4.3 0.0 0.8 -0.9

28.5 47.0 19.0 5.1 0.0 0.4 -3.5

32.0 46.6 17.0 3.8 0.0 0.5 -3.1

61.1 29.1 7.0 2.1 0.0 0.7 -1.6

62.7 28.4 6.3 1.8 0.0 0.8 -0.9

54.3 35.9 7.3 2.2 0.0 0.4 -2.2

56.5 34.7 6.5 1.7 0.0 0.5 -1.0

４ ４
Ｒ６
６

普段（月曜日から金曜日）、1日当たりどれくらいの時間、ス
マートフォンや携帯電話、パソコン、タブレット、ゲーム機、テレ
ビ等（以下、「スマートフォン等」）でSNSや動画視聴などをしま
すか（スマートフォン等を使って学習する時間やゲームをする
時間は除く）

小

中

その他
※

無回答

１ １ １ 朝食を毎日食べていますか

小

中

質問 番号 Ｒ７
番号 質問事項

選択肢(質問の選択肢は、P54を参照)

２ ２ ２ 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか

小

中

３ ３ ３ 毎日、同じくらいの時刻に起きていますか

小

中

８ ８ ５ 自分には、よいところがあると思いますか

小

中

10 10 ７ 将来の夢や目標を持っていますか

小

中

９ ９ ６ 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

小

中

12 12 ９ いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

小

中

11 11 ８ 人が困っているときは、進んで助けていますか

小

中

14 14 11 人の役に立つ人間になりたいと思いますか

小

中

13 13 10 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつで
も相談できますか

小

中

16 16 13 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか

小

中

15 15 12 学校に行くのは楽しいと思いますか

小

中

あなたの家では主に何語で話していますか

小

中

６ ６ 新
学校の勉強のことについて、あなたの親や家族は、どれくらい
あなたと話しますか

小

中

※　「R７番号」欄の「新」は、R８年度に新たに問われた質問。「R６～」は、R７年度にはなかったが、R６年度にはあった質問。 「R５～」は、R７年度、R６年度にはなかったが、R５年度には
あった質問。
※　項目欄の【その他】とは、「選択肢以外の解答や複数回答」されたものである。
※　ランダム方式で実施した児童生徒質問（18－1～3）、（19－1～3）、（31－1～2）、（32－1～4）、（34－1～2）、（37－1～11）、（77－1～5）は集計から除外している。

校種の欄の１段目：香川県（公立）の割合（％）　　２段目：全国（公立）の割合（％）

７ ７ 新
学校での悩みについて、あなたの親や家族は、どれくらいあ
なたと話しますか

小

中

17 17 14 友達関係に満足していますか

小

中

５ ５ ４

１ 児童生徒質問調査 結果一覧
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１の差

小 中 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １＋２の差

37.6 29.8 25.3 4.1 2.8 0.0 0.3 -2.0

39.6 30.0 24.1 3.7 2.3 0.0 0.3 -2.2

33.3 33.2 27.6 3.3 2.3 0.0 0.3 -0.9

34.2 33.3 26.4 3.8 2.0 0.0 0.3 -1.0

52.4 39.1 6.8 1.1 0.0 0.6 -2.3

54.7 37.8 6.1 0.7 0.0 0.6 -1.0

42.1 48.2 8.4 1.0 0.0 0.3 -4.0

46.1 44.9 7.9 0.8 0.0 0.3 -0.7

【学習習慣、学習環境等】
24.8 51.4 19.7 3.3 0.0 0.8 -3.9

28.7 50.7 17.1 2.7 0.0 0.8 -3.2

24.4 51.1 20.1 3.9 0.0 0.4 -3.0

27.4 50.8 18.6 2.7 0.0 0.5 -2.7

6.9 10.3 27.2 32.4 16.7 5.9 0.0 0.7 -3.6

10.5 11.1 28.3 29.1 14.5 5.7 0.0 0.7 -4.4

6.8 19.6 33.3 20.9 11.5 7.6 0.0 0.3 -2.1

8.9 21.2 31.5 19.5 11.5 6.9 0.0 0.4 -3.7

2.2 2.4 7.3 18.4 30.1 26.5 0.0 13.1 0.1

2.1 2.8 8.5 21.2 31.2 23.3 0.0 11.0 -0.3

1.6 2.0 5.6 13.9 29.3 29.7 0.0 17.9 -0.1

1.7 2.6 7.7 18.0 32.4 26.0 0.0 11.7 -0.7

3.0 2.8 7.0 20.8 34.5 17.8 0.0 14.1 -3.3

6.3 3.3 7.5 21.9 32.7 16.0 0.0 12.3 -3.8

4.6 6.6 15.6 22.3 20.2 12.0 0.0 18.7 -0.5

5.1 8.0 16.8 22.6 21.4 13.4 0.0 12.7 -1.9

5.1 7.2 14.2 19.7 14.5 24.9 0.0 14.3 0.1

5.0 6.9 14.2 20.0 15.1 26.3 0.0 12.4 0.4

3.2 5.1 9.1 11.6 10.4 41.7 0.0 18.9 0.2

3.0 4.9 10.1 15.6 12.9 40.7 0.0 12.9 0.4

4.2 18.6 19.6 12.1 23.2 21.6 0.0 0.6 0.6

3.6 14.0 17.3 13.4 24.9 26.1 0.0 0.6 5.2

1.8 6.7 12.2 13.4 20.8 44.8 0.0 0.3 0.0

1.8 6.0 10.4 11.6 21.5 48.3 0.0 0.3 0.7

1.0 4.1 14.5 18.3 18.2 28.3 13.6 0.0 1.9 0.1

0.9 3.6 11.7 14.5 20.4 33.0 13.3 0.0 2.5 0.6

0.7 1.0 5.8 13.6 19.3 46.6 12.3 0.0 0.7 0.2

0.5 1.2 5.3 10.7 17.5 52.3 11.7 0.0 0.8 0.0

11.8 20.9 34.2 17.5 9.4 3.5 0.0 2.7 -1.2

13.0 20.8 32.3 17.2 10.2 3.3 0.0 3.2 -1.1

16.3 19.7 30.2 17.0 11.2 3.5 0.0 2.0 0.1

16.2 20.5 30.6 16.8 11.3 3.1 0.0 1.5 -0.7

3.5 6.6 13.0 76.7 0.0 0.2 0.1

3.4 6.6 12.0 77.9 0.0 0.2 0.1

2.6 4.9 10.1 82.3 0.0 0.1 0.8

1.8 4.4 9.6 84.0 0.0 0.2 1.3

【地域や社会に関わる活動の状況等】
31.8 47.0 17.3 3.9 0.0 0.1 -0.1

31.9 48.2 15.9 3.9 0.0 0.1 -1.3

21.4 48.9 21.9 7.7 0.0 0.1 -0.7

22.1 50.2 21.2 6.4 0.0 0.1 -2.0

【ＩＣＴを活用した学習状況】
11.7 15.3 26.3 26.0 15.3 4.9 0.0 0.4 -8.8

20.5 22.5 25.8 19.1 8.1 3.4 0.0 0.5 -16.0

12.1 17.0 25.6 27.6 12.6 4.6 0.0 0.4 -17.2

29.3 25.8 23.1 14.7 4.6 2.1 0.0 0.4 -26.0

43.4 31.9 13.1 5.8 0.0 5.8 -6.1

49.5 29.6 10.0 3.8 0.0 7.1 -3.8

41.4 35.6 14.0 5.4 0.0 3.6 -11.2

52.6 32.2 8.7 2.9 0.0 3.6 -7.8

57.6 26.7 6.8 2.6 0.0 6.4 -1.8

59.4 25.5 5.7 1.8 0.0 7.6 -0.6

57.8 30.2 5.8 2.2 0.0 4.0 -6.4

64.2 26.7 4.1 1.2 0.0 3.9 -2.9

27.9 36.6 22.2 6.9 0.0 6.3 -4.9

32.8 36.7 17.9 4.8 0.0 7.8 -5.0

24.5 34.5 27.6 9.3 0.0 4.1 -7.5

32.0 37.4 20.9 5.7 0.0 4.0 -10.4

36.1 31.4 18.4 7.8 0.0 6.3 -8.8

44.9 29.7 13.0 4.7 0.0 7.7 -7.1

32.7 35.5 18.6 9.2 0.0 4.0 -13.7

46.4 33.6 11.6 4.3 0.0 4.0 -11.8

33 33 27 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか

小

中

24 24 18
学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当た
りどれくらいの時間、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、勉強の
ために使っていますか（遊びなどの目的に使う時間は除く）

小

中

25 25 19

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たりどれくら
いの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している時間や家
庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを活用して
学ぶ時間も含む）

小

中

その他
※

無回答

23 23 17

学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当た
りどれくらいの時間、勉強をしますか（学習塾で勉強している
時間や家庭教師の先生に教わっている時間、インターネットを
活用して学ぶ時間も含む）

小

中

質問 番号 Ｒ７
番号 質問事項

選択肢(質問の選択肢は、P54を参照)

22 22 16 分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学
び方を考え、工夫することができていますか

小

中

20 20 新
あなたの学級では、人と違う意見を言っても否定されないと思
いますか

小

中

28 28 新
放課後や学校が休みの日に、本（教科書や参考書、漫画や雑
誌は除く）を読んだり、借りたりするために、地域の図書館（電
子図書館を含む）にどれくらい行きますか

小

中

26 26 新
学校の授業時間以外に、普段、１日当たりどれくらいの時間、
読書をしますか（電子書籍の読書も含む。教科書や参考書、
漫画や雑誌は除く）

小

中

27 27 新
昼休みや放課後に、本（教科書や参考書、漫画や雑誌は除
く）を読んだり、借りたりするために、学校図書館・学校図書室
（電子図書館を含む）にどれくらい行きますか

小

36-2 36-2 29-2 あなたは自分がインターネットを使って情報を収集する（検索
する、調べるなど）ことができると思いますか

小

中

中

36-1 36-1 29-1 あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器で文章を作成す
る（文字、コメントを書くなど）ことができると思いますか

小

中

35 35 28
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業で、ＰＣ・タブレット
などのＩＣＴ機器を、どの程度使用しましたか

小

中

30 30 23 新聞をどれくらい読んでいますか

小

36-4 36-4 29-4
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校で
の活動でプレゼンテーション（発表のスライド）を作成すること
ができると思いますか

小

中

36-3 36-3 29-3
あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って情報を
整理する（図、表、グラフ、思考ツールなどを使ってまとめる）
ことができると思いますか

小

中

29 29 22 あなたの家には、およそどれくらいの本がありますか（雑誌、
新聞、教科書は除く）

小

中

中

21 21 15
普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいあり
ますか

小

中
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１の差

小 中 1 2 3 4 5 6 7 １＋２の差

【主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況】
21.6 38.4 26.6 10.3 2.4 0.0 0.6 -4.2

25.8 40.6 23.4 8.0 1.7 0.0 0.5 -6.4

15.3 38.3 28.4 14.5 3.1 0.0 0.6 -7.3

22.6 42.9 22.9 8.8 2.4 0.0 0.4 -11.9

24.1 47.4 23.0 3.6 0.0 2.0 -4.2

28.3 49.3 17.4 2.8 0.0 2.2 -6.1

22.3 49.3 23.1 4.5 0.0 0.9 -4.7

27.0 51.8 17.4 2.9 0.0 0.9 -7.2

21.7 45.7 23.3 4.5 0.0 4.7 -5.2

26.9 46.5 19.1 3.5 0.0 4.0 -6.0

18.6 46.2 24.3 6.2 0.0 4.7 -4.5

23.1 47.7 21.6 4.4 0.0 3.2 -6.0

34.2 44.9 13.3 3.2 0.0 4.5 -0.7

34.9 45.9 12.1 3.0 0.0 4.0 -1.7

22.7 52.9 15.6 4.1 0.0 4.6 -2.6

25.3 53.6 14.7 3.2 0.0 3.2 -3.3

43.1 41.0 12.1 2.7 0.6 0.0 0.6 -0.4

43.5 42.2 10.6 2.4 0.7 0.0 0.6 -1.6

36.2 47.7 10.8 3.3 1.5 0.0 0.5 -3.4

39.6 47.4 9.1 2.3 1.1 0.0 0.5 -3.1

27.5 47.4 19.7 4.5 0.0 0.9 -3.9

31.4 47.0 17.2 3.4 0.0 1.0 -3.5

24.7 49.4 20.2 5.0 0.0 0.7 -4.6

29.3 49.7 17.2 3.2 0.0 0.6 -4.9

31.3 47.5 16.0 3.8 0.0 1.4 -3.7

35.0 45.8 14.5 3.1 0.0 1.6 -2.0

24.8 50.0 18.4 5.8 0.0 1.0 -3.5

28.3 49.7 17.1 3.9 0.0 1.0 -3.2

47.7 38.3 9.8 2.9 0.0 1.3 -1.3

49.0 38.3 8.7 2.5 0.0 1.6 -1.3

33.5 49.6 12.5 3.5 0.0 0.9 -3.9

37.4 47.8 11.1 2.7 0.0 1.0 -2.1

49.9 41.3 5.8 1.4 0.0 1.6 -2.8

52.7 38.7 5.5 1.3 0.0 1.8 -0.2

43.8 45.8 7.0 2.1 0.0 1.2 -5.2

49.0 43.4 5.0 1.4 0.0 1.2 -2.8

【総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳】
28.7 44.3 21.6 4.9 0.0 0.5 -6.8

35.5 44.4 15.9 3.4 0.0 0.8 -6.9

21.7 47.9 23.0 7.0 0.0 0.5 -10.7

32.4 48.4 14.9 3.7 0.0 0.6 -11.2

32.5 40.5 20.9 5.6 0.0 0.5 -7.5

40.0 39.7 16.0 3.6 0.0 0.8 -6.7

23.0 45.1 23.6 7.7 0.0 0.7 -14.3

37.3 44.4 14.1 3.7 0.0 0.6 -13.6

35.4 46.0 13.9 3.6 0.0 1.0 0.2

35.2 46.3 13.7 3.5 0.0 1.3 -0.1

28.0 51.9 15.1 4.2 0.0 1.0 -6.2

34.2 50.3 11.6 3.0 0.0 0.9 -4.6

29.7 46.1 18.5 4.3 0.0 1.4 -1.6

31.3 46.0 17.0 4.3 0.0 1.4 -1.5

23.8 48.7 21.0 5.5 0.0 1.0 -4.9

28.7 49.1 16.9 4.3 0.0 1.0 -5.3

47.3 38.3 10.2 2.9 0.0 1.3 -0.1

47.4 39.5 9.2 2.4 0.0 1.5 -1.3

48.6 41.5 6.2 2.6 0.0 1.1 -2.1

50.7 40.6 5.7 1.9 0.0 1.1 -1.2

【学習に対する興味・関心や授業の理解度等(国語)】
15.8 34.7 31.3 17.8 0.0 0.4 -5.8

21.6 38.8 27.2 11.9 0.0 0.4 -9.9

14.4 32.3 35.5 17.5 0.0 0.4 -1.4

15.8 35.8 33.8 14.1 0.0 0.4 -4.9

20.7 30.1 29.3 19.5 0.0 0.4 -3.7

24.4 33.0 27.4 14.7 0.0 0.5 -6.6

22.4 31.7 28.7 16.7 0.0 0.5 0.1

22.3 34.9 28.9 13.5 0.0 0.4 -3.1

29.9 45.6 17.7 6.2 0.0 0.5 -6.2

36.1 45.4 13.6 4.2 0.0 0.7 -6.0

24.5 48.7 20.0 6.3 0.0 0.4 -2.6

27.1 49.7 17.8 4.9 0.0 0.5 -3.6

57.2 32.5 6.3 3.2 0.0 0.8 -0.2

57.4 33.0 6.2 2.6 0.0 0.8 -0.7

47.1 38.7 9.1 4.6 0.0 0.5 -3.4

50.5 37.7 7.7 3.4 0.0 0.6 -2.4

39 39 32
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、課題の解決
に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

小

中

38 38 31
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業で、自分の考えを
発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文
章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか

小

中

41 41 34
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業は、自分にあった
教え方、教材、学習時間などになっていましたか

小

中

40 40 33
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、各教科など
で学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を
行っていましたか

小

中

43 43 36
学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点
を見直し、次の学習につなげることができていますか

小

中

42 42 35
学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考
えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができてい
ますか

小

中

45 45 38 先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないと
ころについて、分かるまで教えてくれていると思いますか

小

中

44 44 37
授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えた
り、生かしたりすることができると思いますか

小

中

50 50 42
学級会（学級活動）における学級での話合いを生かして、今、
自分が努力すべきことを決めて取り組んでいますか

小

中

49 49 41
あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会（学
級活動）で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法を
決めていますか

小

中

52 52 44 国語の勉強は得意ですか

小

中

51 51 43
道徳の授業では、自分の考えを深めたり、学級やグループで
話し合ったりする活動に取り組んでいますか

小

中

54 54 46 国語の授業の内容はよく分かりますか

小

中

53 53 45 国語の勉強は好きですか

小

中

55 55 47
国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に
立つと思いますか

小

中

選択肢(質問の選択肢は、P54を参照) その他
※

無回答
質問 番号 Ｒ７

番号 質問事項

48 48 新
総合的な学習の時間では、PC・タブレットなどのICT機器を
使って、うまく情報を集めたり、整理したり、発表したりできて
いますか

小

中

47 47 40
総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め
整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組ん
でいますか

小

中

46 46 39 授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切にして、
お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか

小

中
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１の差

小 中 1 2 3 4 5 6 7 １＋２の差

22.3 49.6 21.3 6.3 0.0 0.5 -5.2

27.5 50.6 16.8 4.6 0.0 0.5 -6.2

22.0 48.6 21.1 7.9 0.0 0.4 -3.5

25.5 47.5 20.0 6.5 0.0 0.4 -2.4

26.0 44.6 22.5 6.2 0.0 0.7 -4.0

30.0 45.1 19.1 5.1 0.0 0.7 -4.5

24.4 45.5 22.0 7.6 0.0 0.5 -2.1

26.5 45.3 21.1 6.6 0.0 0.5 -1.9

30.9 45.3 18.6 4.2 0.0 1.0 -4.1

35.0 45.7 14.8 3.5 0.0 1.0 -4.5

33.0 49.5 12.8 4.0 0.0 0.6 -2.9

35.9 48.9 11.2 3.2 0.0 0.8 -2.3

28.9 45.0 20.6 4.7 0.0 0.9 -4.8

33.7 44.6 16.6 3.9 0.0 1.1 -4.4

27.6 45.2 19.8 6.6 0.0 0.8 -2.4

30.0 46.1 18.0 5.0 0.0 0.9 -3.3

【学習に対する興味・関心や授業の理解度等(算数・数学)】
31.0 28.1 22.4 18.2 0.0 0.3 -0.6

31.6 28.5 22.5 17.1 0.0 0.4 -1.0

20.7 25.1 27.4 26.5 0.0 0.3 -1.0

21.7 26.8 27.9 23.2 0.0 0.3 -2.7

35.3 23.7 19.9 20.7 0.0 0.4 1.4

33.9 23.7 21.6 20.4 0.0 0.4 1.4

25.3 24.9 24.5 24.8 0.0 0.5 -3.5

28.8 27.3 23.8 19.6 0.0 0.4 -5.9

40.1 35.8 15.5 7.8 0.0 0.7 -1.8

41.9 35.6 15.1 6.8 0.0 0.6 -1.6

32.1 38.9 18.7 9.9 0.0 0.5 -2.5

34.6 39.6 17.6 7.7 0.0 0.5 -3.2

67.8 23.8 4.9 3.0 0.0 0.6 1.3

66.5 24.5 5.3 3.0 0.0 0.7 0.6

37.2 36.1 16.4 9.8 0.0 0.5 -2.5

39.7 36.8 15.4 7.6 0.0 0.5 -3.2

48.2 35.5 11.6 4.2 0.0 0.5 0.7

47.5 35.7 11.9 4.5 0.0 0.5 0.5

23.2 37.4 25.8 13.2 0.0 0.4 -2.3

25.5 37.5 25.1 11.5 0.0 0.4 -2.4

44.6 37.0 13.1 4.8 0.0 0.5 -0.3

44.9 36.8 13.3 4.5 0.0 0.5 -0.1

34.2 39.3 18.1 7.9 0.0 0.4 -2.9

37.1 40.7 16.0 5.7 0.0 0.5 -4.3

25.4 35.1 27.7 10.7 0.0 1.1 -2.4

27.8 35.2 26.0 9.9 0.0 1.0 -2.5

23.9 36.5 25.8 13.0 0.0 0.8 -0.1

24.0 36.4 26.9 11.9 0.0 0.8 0.0

56.9 31.0 7.5 3.4 0.0 1.2 0.9

56.0 32.3 7.2 3.3 0.0 1.2 -0.4

26.8 34.4 23.6 14.5 0.0 0.7 -4.0

30.8 37.6 20.7 10.1 0.0 0.8 -7.2

【学習に対する興味・関心や授業の理解度等(英語)】
25.2 30.0 26.3 18.0 0.0 0.4 -3.7

28.9 30.9 24.9 15.0 0.0 0.3 -4.6

15.1 19.7 28.7 36.2 0.0 0.2 -2.4

17.5 22.0 30.1 30.1 0.0 0.3 -4.7

34.3 28.6 20.1 16.5 0.0 0.5 -3.5

37.8 28.9 19.0 13.7 0.0 0.6 -3.8

20.7 24.4 25.2 29.1 0.0 0.5 -3.9

24.6 26.6 25.7 22.6 0.0 0.5 -6.1

24.0 35.9 23.0 16.5 0.0 0.5 -3.6

27.6 36.6 22.0 13.1 0.0 0.7 -4.3

53.4 29.3 9.0 7.7 0.0 0.6 -6.8

60.2 27.4 6.7 4.9 0.0 0.7 -4.9

19.3 23.8 31.0 24.8 0.0 1.3 -1.8

21.1 24.3 30.8 22.6 0.0 1.2 -2.3

10.6 18.7 33.7 36.5 0.0 0.6 -2.8

13.4 20.7 35.0 30.3 0.0 0.6 -4.8

33.8 36.0 18.8 10.7 0.0 0.6 -6.9

40.7 36.0 15.5 7.2 0.0 0.6 -6.9

選択肢(質問の選択肢は、P54を参照) その他
※

無回答
質問 番号 Ｒ７

番号 質問事項

小

56 56 48
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、国語の授業
で、先生は、あなたの良いところや、前よりもできるようになっ
たところはどこかを伝えてくれましたか

小

中

57 57 49

５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、国語の授業
で、先生は、あなたの学習のうまくできていないところはどこか
を伝え、どうしたらうまくできるようになるかを教えてくれました
か

58 新
５年生までに受けた授業では、国語の授業で、文章などを引
用して、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫して文章
を書いていましたか

小

中

１、２年生のときに受けた授業では、国語の授業で、文章を書いた後
に、表現の工夫とその効果などについて、読み手からの助言などを踏
まえ、自分の文章のよい点や改善点を見いだしていましたか

中

59 新
５年生までに受けた授業では、国語の授業で、文章を読んで
理解したことに基づいて、自分の考えをまとめていましたか

小

58 新
１、２年生のときに受けた授業では、国語の授業で、互いの立
場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをま
とめていましたか

中

63 63 55
算数（数学）の授業で学習したことは、将来、社会に出たとき
に役に立つと思いますか

小

中

52 算数（数学）の勉強は得意ですか

小

中

65 65 57
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、算数（数学）
の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな
方法を考えましたか

小

中

64 64 56
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、算数（数学）
の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できていま
したか

小

中

67 59
１、２年生のときに受けた授業では、文字式を用いた説明や図
形の証明を読んで、かかれていることを理解することができま
したか

中

69 69 新 英語の勉強は得意ですか

小

中

66 66 58
５年生まで（１、２年生のとき）に受けた授業では、算数（数学）
の授業で、どのように考えたのかについて説明する活動をよく
行っていましたか

小

中

67 新
５年生までに受けた授業では、図形や数直線など図が示され
た問題では、問題を解くときに図が役に立つと思いましたか

小

71 73
Ｒ５
57/63

将来、積極的に英語を使うような生活をしたり職業に就いたり
したいですか

小

中

70 70

Ｒ６
61/*
Ｒ５
*/59

英語の勉強は好きですか

小

中

英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に
立つと思いますか

中

71
Ｒ５
*/61

英語の授業の内容はよく分かりますか 中

62 62 54 算数（数学）の授業の内容はよく分かりますか

小

中

61 61 53 算数（数学）の勉強は好きですか

小

中

60 60

59 新

74 新
キーボード（画面上に表示されるキーボードやフリック入力も
含む）を使って英語を書くことができますか

中

72
Ｒ５
*/62

52



１の差

小 中 1 2 3 4 5 6 7 １＋２の差

25.0 18.5 24.3 29.9 0.0 2.3 -0.8

25.8 20.4 23.6 27.9 0.0 2.3 -2.7

13.2 19.6 27.7 38.7 0.0 0.8 -3.0

16.2 20.4 28.4 34.1 0.0 1.0 -3.8

5.3 6.7 15.0 10.3 11.4 48.8 0.0 2.6 -1.5

6.8 7.2 15.7 10.0 11.6 45.8 0.0 2.9 -2.0

3.7 4.0 11.3 9.0 11.8 59.2 0.0 0.9 -1.0

4.7 5.5 14.3 10.6 12.6 51.1 0.0 1.2 -2.5

37.2 44.0 12.1 6.1 0.0 0.5 -5.1

42.3 42.8 10.1 4.3 0.0 0.6 -3.9

30.8 46.5 15.5 6.5 0.0 0.7 -6.8

37.6 45.2 12.0 4.5 0.0 0.7 -5.5

10.7 39.7 32.2 16.5 0.0 0.9 -6.3

17.0 44.3 27.4 10.4 0.0 0.9 -10.9

【各教科に関する調査の解答状況】
82.3 13.7 1.6 0.1 2.2 3.0

79.3 14.7 2.1 0.1 3.8 2.0

69.9 22.8 3.5 0.0 3.7 -2.5

72.4 20.4 3.3 0.0 3.8 -0.1

29.4 36.7 27.8 3.7 0.0 2.3 -4.5

33.9 34.7 24.3 3.2 0.0 3.9 -2.5

39.8 38.8 15.9 1.8 0.0 3.8 3.7

36.1 39.6 18.3 2.1 0.0 3.9 2.9

82.9 13.7 1.4 0.1 1.9 5.2

77.7 17.7 1.7 0.1 2.7 1.2

57.6 37.3 3.4 0.0 1.6 0.0

57.6 36.1 4.1 0.0 2.2 1.2

58.6 26.1 10.9 2.5 0.0 2.0 -5.2

63.8 22.2 9.1 2.1 0.0 2.8 -1.3

63.7 24.8 8.3 1.5 0.0 1.7 3.6

60.1 27.7 8.5 1.5 0.0 2.2 0.7

73 76
Ｒ５
59/65

家庭学習の課題（宿題）として、どの程度、PC・タブレットなど
のICT機器を使用して、英語の音声を聞いたり英語を話す練
習をしたりしていますか

小

中

国
１

国
１

国１
今回の国語の問題では、解答を文章で書く問題がありまし
た。それらの問題について、どのように解答しましたか

国
２

国
２

国２ 解答時間は十分でしたか（国語）

小

中

中

算
１

数
１

算１
今回の算数の問題では、言葉や数、式を使って、わけや求め
方などを書く問題がありました。それらの問題について、どの
ように解答しましたか

小

数１
今回の数学の問題では、解答を言葉や数、式を使って説明す
る問題がありました。それらの問題について、どのように解答
しましたか

中

Ｒ５
58/*

これまで、学校の授業以外で、英語を使う機会がありましたか
（地域の人や外国にいる人と英語で話す、英語で手紙や電子
メールを書く、英語のテレビや動画、ホームページを見る、
PC・タブレットなどのICT機器を利用して他者と英語で交流す
る、英会話教室に通うなど）

小

78
Ｒ５
*/71

１、２年生のときに受けた授業では、聞いたり読んだりしたことについ
て、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったりする活動が行わ
れていましたか

中

79
Ｒ５
*/72

１、２年生のときに受けた授業では、聞いたり読んだりしたことについ
て、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを英語で書いたり
する活動が行われていましたか

中

中

算
２

数
２

算２/
数２

解答時間は十分でしたか（算数・数学）

小

小

質問 番号 Ｒ７
番号 質問事項

選択肢(質問の選択肢は、P54を参照) その他
※

無回答

80 新
１、２年生のときに受けた授業では、キーボード（画面上に表示される
キーボードやフリック入力も含む）を使って英語を書く活動をどれくらい
行いましたか

中

75
Ｒ５
*/64

これまで、学校の授業やそのための学習以外で、日常的に英
語を使う機会が十分にありましたか（地域の人や外国にいる
人と英語で話す、英語で手紙や電子メールを書く、英語のテレ
ビや動画、ホームページを見る、オンラインで他者と英語で交
流する、英会話教室に通うなど）

中

72

53
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児童生徒質問調査 選択肢一覧 

質問番号 選 択 肢 

１～３ １ している  ２ どちらかといえば、している  ３ あまりしていない  ４ 全くしていない 

４ 
１ ４時間以上   ２ ３時間以上、４時間より少ない  ３ ２時間以上、３時間より少ない 
４ １時間以上、２時間より少ない  ５ 30分以上、１時間より少ない 
６ 30分より少ない        ７ スマートフォン等を持っていない 

５ １ 日本語    ２ その他の言語 

６、７ 
１ ほぼ毎日         ２ 週に１～２回          ３ 月に１～２回   
４ 年に１～２回       ５ ほとんど、または、全くない 

８～17、33 
39～41、43～55 
60～67、69～72 
*/73～*/75 
*/78、*/79 

１ 当てはまる                ２ どちらかといえば、当てはまる 
３ どちらかといえば、当てはまらない     ４ 当てはまらない 

20 
１ 当てはまる     ２ どちらかといえば、当てはまる    ３ どちらともいえない 
４ どちらかといえば、当てはまらない   ５ 当てはまらない 

21 １ よくある    ２ ときどきある    ３ あまりない    ４ 全くない 

22 
１ できている                ２ どちらかといえば、できている 
３ どちらかといえば、できていない      ４ できていない 

23 
１ ３時間以上   ２ ２時間以上、３時間より少ない   ３ １時間以上、２時間より少ない 
４ 30分以上、１時間より少ない   ５ 30分より少ない    ６ 全くしない 

24 
１ ３時間以上   ２ ２時間以上、３時間より少ない   ３ １時間以上、２時間より少ない 
４ 30分以上、１時間より少ない   ５ 30分より少ない    ６ 全く使っていない 

25 
１ ４時間以上   ２ ３時間以上、４時間より少ない   ３ ２時間以上、３時間より少ない 
４ １時間以上、２時間より少ない   ５ １時間より少ない   ６ 全くしない          

26 
１ ２時間以上   ２ １時間以上、２時間より少ない   ３ 30分以上、１時間より少ない 
４ 10分以上、30分より少ない    ５ 10分より少ない    ６ 全くしない 

27 
１ だいたい週に４回以上行く   ２ 週に１～３回程度行く   ３ 月に１～３回程度行く 
４ 年に数回程度行く        ５ ほとんど行かない          ６ 全く行かない 

28 
１ だいたい週に４回以上行く    ２ 週に１～３回程度行く   ３ 月に１～３回程度行く 
４ 年に数回程度行く        ５ ほとんど行かない          ６ 全く行かない 
７ 近くに図書館がない 

29 
１ ０～10冊          ２ 11～25冊         ３ 26～100冊         ４ 101～200冊 
５ 201～500冊        ６ 501冊以上 

30 
１ ほぼ毎日読んでいる                 ２ 週に１～３回程度読んでいる 
３ 月に１～３回程度読んでいる        ４ ほとんど、または、全く読まない 

35 
１ ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）    ２ ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業で活用） 
３ 週３回以上     ４ 週１回以上     ５ 月１回以上     ６ 月１回未満 

36－1～36－4 
１ そう思う                 ２ どちらかといえば、そう思う  
３ どちらかといえば、そう思わない           ４ そう思わない 

38 
１ 発表していた               ２ どちらかといえば、発表していた 
３ どちらかといえば、発表していなかった    ４ 発表していなかった 
５ 考えを発表する機会はなかった 

42 
１ 当てはまる  ２ どちらかといえば、当てはまる  ３ どちらかといえば、当てはまらない 
４ 当てはまらない  ５ 学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を行っていない 

56、57 １ よくある    ２ たまにある    ３ ほとんどない    ４ 全くない 

58、59 
１ している                  ２ どちらかといえば、している 
３ どちらかといえば、していない         ４ していない 

73/*、*/76 
１ ほぼ毎日         ２ 週３回以上          ３ 週１回程度 
４ 月１回程度        ５ 月１回未満          ６ 行っていない 

*/80 
１ よく行った                ２ どちらかといえば、行った 
３ どちらかといえば、行わなかった           ４ 行わなかった 

国１、算・数１ 
１ 全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した 
２ 書く問題で解答しなかったり、解答を書くことを途中であきらめたりしたものがあった 
３ 書く問題は全く解答しなかった 

国２、算・数２ １ 時間が余った  ２ ちょうどよかった  ３ やや足りなかった  ４ 全く足りなかった 

※ 質問番号の 数/数は、（小学校の番号）/(中学校の番号)を示す。 

※ ランダム方式で実施した児童生徒質問（18－1～3）、（19－1～3）、（31－1～2）、（32－1～4）、（34－1～2）、（37－1～11）、

（68－1～10）、（*/77－1～5）は一覧から除外している。 



１の差

小 中 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １＋２の差

27.9 61.9 9.5 0.7 0.0 4.7
23.2 65.7 10.7 0.4 0.0 0.9
12.5 67.2 20.3 0.0 0.0 -7.2
19.7 65.4 14.2 0.6 0.1 -5.4
34.7 46.3 17.0 2.0 0.0 2.4
32.3 51.6 14.6 1.5 0.0 -2.9
37.5 50.0 12.5 0.0 0.0 -6.1
43.6 47.1 8.6 0.7 0.0 -3.2
28.6 52.4 15.6 3.4 0.0 2.6
26.0 59.4 13.7 0.9 0.1 -4.4
29.7 57.8 12.5 0.0 0.0 -4.4
34.1 56.3 9.0 0.5 0.1 -2.9
16.3 68.0 15.6 0.0 0.0 -0.9
17.2 64.8 17.5 0.4 0.1 2.3
50.0 48.4 1.6 0.0 0.0 5.1
44.9 52.6 2.3 0.1 0.1 0.9
67.3 31.3 1.4 0.0 0.0 8.0
59.3 39.5 1.1 0.0 0.1 -0.2
57.8 42.2 0.0 0.0 0.0 3.4
54.4 43.9 1.6 0.0 0.1 1.7

62.6 21.1 12.2 4.1 0.0 4.6

58.0 22.5 14.1 5.4 0.1 3.2

12.5 18.8 42.2 26.6 0.0 -12.3

24.8 14.3 33.1 27.7 0.1 -7.8

65.3 27.9 6.1 0.7 0.0 -1.7
67.0 28.0 4.2 0.7 0.1 -1.8
73.4 23.4 3.1 0.0 0.0 -0.3
73.7 23.5 2.1 0.6 0.1 -0.4

38.8 38.8 15.6 3.4 0.0 3.4 0.0 -4.5

43.3 36.2 14.2 3.5 0.1 2.5 0.1 -1.9

26.6 32.8 28.1 12.5 0.0 0.0 0.0 -4.4

31.0 34.2 21.8 8.2 0.2 4.3 0.2 -5.8

63.9 27.2 6.8 0.7 0.0 1.4 0.0 2.6

61.3 28.1 7.4 2.0 0.0 1.2 0.1 1.7

56.3 25.0 14.1 4.7 0.0 0.0 0.0 8.9

47.4 31.6 13.2 5.1 0.2 2.4 0.2 2.3

33.3 66.0 0.7 0.0 -10.7

44.0 55.6 0.3 0.1 -0.3

26.6 71.9 1.6 0.0 -13.8

40.4 58.9 0.6 0.1 -0.8

34.7 64.6 0.7 0.0 0.0 -7.8

42.5 54.8 2.5 0.0 0.1 2.0

28.1 64.1 7.8 0.0 0.0 -10.5

38.6 57.3 3.8 0.0 0.2 -3.7

51.0 45.6 2.7 0.0 0.7 -0.5

51.5 46.3 2.0 0.0 0.2 -1.2

32.8 57.8 9.4 0.0 0.0 -4.8

37.6 56.1 6.1 0.1 0.1 -3.1

59.2 40.8 0.0 0.0 0.0 -1.9

61.1 38.2 0.5 0.0 0.2 0.7

54.7 45.3 0.0 0.0 0.0 -2.7

57.4 41.7 0.8 0.0 0.1 0.9

36.1 57.1 6.8 0.0 0.0 0.1

36.0 55.9 7.8 0.1 0.2 1.3

31.3 62.5 6.3 0.0 0.0 -3.9

35.2 55.5 9.0 0.2 0.1 3.1

75.5 24.5 0.0 0.0 0.0 3.3

72.2 27.1 0.5 0.0 0.1 0.7

60.9 37.5 1.6 0.0 0.0 -5.2

66.1 32.9 0.9 0.1 0.1 -0.6

5.4 17.7 19.7 57.1 0.0 -7.6

13.0 19.2 16.4 51.3 0.1 -9.1

15.6 3.1 21.9 59.4 0.0 0.9

14.7 6.8 12.4 66.0 0.1 -2.8

34.7 49.7 15.6 0.0 0.0 -3.5

38.2 50.2 10.6 0.9 0.1 -4.0

37.5 43.8 17.2 1.6 0.0 1.0

36.5 49.6 12.4 1.4 0.1 -4.8

34.0 48.3 17.0 0.7 0.0 -0.2

34.2 49.1 14.6 1.9 0.1 -1.0

39.1 39.1 18.8 3.1 0.0 6.0

33.1 48.1 15.9 2.7 0.1 -3.0

28.6 53.7 17.0 0.7 0.0 -1.0

29.6 50.9 17.1 2.3 0.1 1.8

37.5 39.1 20.3 3.1 0.0 8.9

28.6 50.2 18.0 3.2 0.1 -2.2

18.4 68.0 12.9 0.7 0.0 -2.0
20.4 67.7 11.5 0.3 0.1 -1.7
10.9 70.3 17.2 1.6 0.0 -8.2
19.1 68.1 12.4 0.3 0.1 -6.0
12.2 66.0 20.4 1.4 0.0 -0.6
12.8 66.1 20.7 0.4 0.1 -0.7
6.3 79.7 14.1 0.0 0.0 -8.9

15.2 66.2 18.3 0.2 0.1 4.6

【生徒指導等】

7 7 7 調査対象学年の児童(生徒）は、熱意をもって勉強していると思いますか
小

中

【学校運営に関する状況/教職員の資質向上に関する状況】

14 14 11
前年度に、教員が授業で問題を抱えている場合、率先してそのことについて話
し合うことを行いましたか

小

中

12 12 10

近視の予防の一環として、学校の休み時間（昼休みを含む）や放課後などの
時間（部活動の朝練・放課後練習を含む）に屋外に出ることや、読書や電子機
器の使用などの近い所を見る作業に当たっての配慮事項（対象から３０ｃｍ以
上目を離す、３０分に１回は目を休めるなど）について指導していますか

小

中

13 13
Ｒ６
8

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーによる教育相談に関して、
児童（生徒）が相談したい時に相談できる体制となっていますか

質問 番号 Ｒ７
番号 質問事項

校
種

選択肢(質問の選択肢は、P60を参照) その他
※　・
無回答

10 10 9
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、将来就きたい仕事や夢
について考えさせる指導を行いましたか

小

中

8 8 8
調査対象学年の児童(生徒）は、授業中の私語が少なく、落ち着いていると思
いますか

小

中

9 9
Ｒ５
10

調査対象学年の児童（生徒）は、礼儀正しいと思いますか
小

中

小

中

16 16 13
ICTを活用した校務の効率化（事務の軽減）の優良事例を十分に取り入れてい
ますか

小

中

15 15 12
前年度に、教員が学級の問題を抱えている場合、ともに問題解決に当たること
を行いましたか

小

中

18 18 16
指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資
源等を、地域等の外部の資源を含めて活用しながら効果的に組み合わせてい
ますか

小

中

17 17 15
児童（生徒）の姿や地域の現状等に関する調査や各種データなどに基づき、教
育課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のPDCAサイクルを確立し
ていますか

小

中

19 19 21
学校運営上の課題への対応に当たっては、各教職員（支援スタッフを含む）の
専門性を活かせるよう適切な役割分担や連携協働をしていますか

小

中

22 22 新
特定の教員が学級担任を務めるのではなく、複数の教員が共同で学級担任を
務める体制（いわゆる、チーム担任制、グループ担任制）を実施していますか

小

中

21 21 23
教職員が困っているとき、管理職と教職員との間で随時相談できるなど組織的
に対応する体制を構築していますか

小

中

【主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況】

26 26 25
調査対象学年の児童（生徒）は、授業では、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組むことができていると思いますか

小

中

23 23 24
ストレスチェックの結果の活用や研修など、教職員自身の心身の健康状態に
つき振り返り対処する機会が提供されていますか

小

中

27 27 26
調査対象学年の児童（生徒）は、授業において、自らの考えがうまく伝わるよ
う、資料や文章、話の組立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができてい
ると思いますか

小

中

11 11
Ｒ５
13

調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学校生活の中で、児童
（生徒）一人一人のよい点や可能性を見付け評価する（褒めるなど）取組を行
いましたか

小

中

25 25 新
教職員にとって、学校施設全体として、教職員が働きやすく、居心地のよい建
物だと思いますか

小

中

24 24 新
児童（生徒）にとって、学校施設全体として、児童（生徒）が学びや生活がしや
すく、居心地のよい建物だと思いますか

小

中

20 20 22
今までの取組をそのまま踏襲するのではなく、新しい取組を導入したり、提案
をしたりしてくる教職員が多いですか

小

中

※　「R７番号」欄の「新」は、R８年度新たに問われた質問。「Ｒ６～」はＲ７年度にはなかったが、Ｒ６年度にあった質問。「Ｒ５～」はＲ７年度、R６年度にはなかったが、Ｒ５年度にあった質
問。
※　項目欄の【その他】とは、「選択肢以外の解答や複数回答」されたものである。

校種の欄の１段目：香川県（公立）の割合（％）　　２段目：全国（公立）の割合（％）

２ 学校質問調査 結果一覧
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１の差

小 中 1 2 3 4 5 6 7 １＋２の差

17.7 69.4 12.2 0.7 0.0 -3.4
21.1 66.7 11.9 0.2 0.1 -0.7
21.9 65.6 12.5 0.0 0.0 -1.6
23.5 65.9 10.2 0.2 0.1 -1.9
34.7 56.5 8.2 0.7 0.0 3.7
31.0 62.2 6.4 0.3 0.1 -2.0
17.2 76.6 6.3 0.0 0.0 -15.3
32.5 62.4 4.9 0.1 0.1 -1.1
8.2 55.1 33.3 3.4 0.0 -2.3

10.5 53.9 33.0 2.4 0.1 -1.1
3.1 45.3 46.9 4.7 0.0 -5.6
8.7 48.0 39.9 3.4 0.1 -8.3

23.8 59.9 15.6 0.7 0.0 -4.4
28.2 63.0 8.6 0.1 0.1 -7.5
12.5 70.3 17.2 0.0 0.0 -10.9
23.4 64.1 12.2 0.2 0.1 -4.7

28.6 60.5 10.9 0.0 0.0 -5.8

34.4 60.8 4.6 0.0 0.2 -6.1

20.3 75.0 4.7 0.0 0.0 -11.0

31.3 63.3 5.2 0.1 0.1 0.7

30.6 57.8 10.9 0.7 0.0 1.1
29.5 60.0 10.2 0.2 0.2 -1.1
15.6 60.9 23.4 0.0 0.0 -9.8
25.4 60.0 14.3 0.3 0.1 -8.9
16.3 70.7 12.2 0.0 0.7 -5.1
21.4 66.7 11.7 0.0 0.1 -1.1
14.1 54.7 31.3 0.0 0.0 -5.6
19.7 66.4 13.6 0.2 0.2 -17.3
26.5 63.9 9.5 0.0 0.0 -0.5
27.0 64.7 8.1 0.0 0.2 -1.3
17.2 60.9 20.3 1.6 0.0 -6.1
23.3 67.3 9.1 0.1 0.2 -12.5
12.9 72.8 14.3 0.0 0.0 -5.8
18.7 68.3 12.8 0.0 0.2 -1.3
7.8 60.9 31.3 0.0 0.0 -7.2

15.0 64.9 19.7 0.2 0.1 -11.2
20.4 63.9 15.6 0.0 0.0 -2.6
23.0 62.0 14.7 0.2 0.1 -0.7
10.9 73.4 14.1 1.6 0.0 -7.7
18.6 63.9 17.0 0.3 0.1 1.8
49.0 38.1 12.9 0.0 0.0 0.0 0.1
48.9 38.8 11.1 1.1 0.0 0.1 -0.6
21.9 37.5 35.9 4.7 0.0 0.0 -7.8
29.7 37.2 24.9 7.7 0.4 0.1 -7.5

30.6 61.2 8.2 0.0 0.0 -6.1
36.7 56.6 6.5 0.1 0.1 -1.5
23.4 54.7 20.3 1.6 0.0 -14.7
38.1 53.2 8.4 0.2 0.1 -13.2
43.5 47.6 8.2 0.7 0.0 -3.6
47.1 48.5 4.2 0.1 0.1 -4.5
29.7 51.6 17.2 1.6 0.0 -16.3
46.0 47.9 5.8 0.1 0.1 -12.6
32.7 57.1 9.5 0.7 0.0 -4.2
36.9 56.8 6.1 0.1 0.1 -3.9
31.3 53.1 15.6 0.0 0.0 -5.0
36.3 57.2 6.2 0.1 0.1 -9.1
28.6 61.2 10.2 0.0 0.0 -3.4
32.0 60.7 7.1 0.1 0.1 -2.9
21.9 62.5 15.6 0.0 0.0 -8.2
30.1 61.8 7.8 0.2 0.1 -7.5
37.4 56.5 6.1 0.0 0.0 1.6
35.8 60.6 3.5 0.1 0.1 -2.5
39.1 59.4 0.0 1.6 0.0 -1.5
40.6 56.2 3.0 0.1 0.1 1.7

18.4 66.7 15.0 0.0 0.0 -7.7

26.1 63.2 10.5 0.1 0.1 -4.2

26.6 57.8 15.6 0.0 0.0 -6.8

33.4 59.3 7.1 0.1 0.2 -8.3

31.3 63.9 4.8 0.0 0.0 -4.8
36.1 60.3 3.4 0.0 0.1 -1.2
21.9 67.2 10.9 0.0 0.0 -18.3
40.2 56.6 2.9 0.1 0.2 -7.7
28.6 64.6 6.8 0.0 0.0 -3.1
31.7 64.0 4.2 0.0 0.1 -2.5
25.0 70.3 4.7 0.0 0.0 -12.3
37.3 59.6 2.8 0.1 0.1 -1.6

25.9 64.6 9.5 0.0 0.0 -4.3

30.2 64.1 5.6 0.0 0.1 -3.8

26.6 65.6 7.8 0.0 0.0 -11.8

38.4 55.5 5.8 0.1 0.2 -1.7

27.2 68.0 4.8 0.0 0.0 -8.4

35.6 61.5 2.8 0.0 0.1 -1.9

17.2 70.3 12.5 0.0 0.0 -16.8

34.0 59.4 6.4 0.1 0.2 -5.9

校
種

選択肢(質問の選択肢は、P60を参照) その他
※　・
無回答

29 29 28
調査対象学年の児童（生徒）は、授業や学校生活では、友達や周りの人の考
えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組めていると思いま
すか

小

中

28 28 27
調査対象学年の児童（生徒）は、学級やグループでの話合いなどの活動で、自
分の考えを相手にしっかりと伝えることができていると思いますか

小

中

質問 番号 Ｒ７
番号 質問事項

31 31 30
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学習指導において、児
童（生徒）一人一人に応じて、学習課題や活動を工夫しましたか

小

中

30 30 29
調査対象学年の児童（生徒）は、授業では、自分で学ぶ内容を決め、計画を立
てて学ぶ活動を行っていると思いますか

小

中

33 33 32
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、授業において、児童（生
徒）自ら学級やグループで課題を設定し、その解決に向けて話し合い、まとめ、
表現するなどの学習活動を取り入れましたか

小

中

32 32 31

調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、学習指導において、児
童（生徒）が、それぞれのよさを生かしながら、他者と情報交換して話し合った
り、異なる視点から考えたり、協力し合ったりできるように学習課題や活動を工
夫しましたか

小

中

34 34 33
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、習得・活用及び探究の
学習過程を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか

小

中

38 38
Ｒ５
36

調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度に、本やインターネット、図書館
資料などを活用した授業を計画的に行いましたか

小

中

35 35 新
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、関連する既習事項を振
り返り、知識を総合的に関連付ける学習活動を行いましたか

小

中

37 37 35
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、教科等の指導に当たっ
て、地域や社会で起こっている問題や出来事を学習の題材として取り扱いまし
たか

小

中

41 41 37
調査対象学年の児童（生徒）に対して、学級生活をよりよくするために、学級会
（学級活動）で話し合い、互いの意見のよさを生かして解決方法等を合意形成
できるような指導を行っていますか

小

中

【総合的な学習の時間、学級活動、特別の教科道徳の指導方法】

39 39 36
調査対象学年の児童（生徒）に対して、総合的な学習の時間において、課題の
設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導をしていますか

小

中

43 43 39
調査対象学年の児童（生徒）に対して、特別の教科 道徳において、取り上げる
題材を児童（生徒）自らが自分自身の問題として捉え、考え、話し合うような指
導の工夫をしていますか

小

中

42 42 38
調査対象学年の児童（生徒）に対して、学級活動の授業を通して、今、努力す
べきことを学級での話合いを生かして、一人一人の児童（生徒）が意思決定で
きるような指導を行っていますか

小

中

【国語科の指導方法】

45 45 41
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、国語の授業で、学習状
況に即して児童（生徒）のよい点や進歩の状況を積極的に伝えることを行いま
したか

小

中

【学習評価】

44 44
Ｒ６
40

調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、創意工夫の中で学習評
価の妥当性や信頼性が高められるよう、評価規準や評価方法の教員間での
明確化・共有化や、学年会や教科等部会等の校内組織の活用等、組織的か
つ計画的な取組を行いましたか

小

中

中

46 46 42
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、国語の授業で、児童
（生徒）に学習の状況について改善すべき点を伝え、改善できるように手立て
を講じることを行いましたか

小

中

48

48

47

47

新

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、文章などを引用して、自分の考
えが伝わるように書き表し方を工夫して文章を書くことができるような指導を行
いましたか

小

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、互いの立場や考えを尊重しな
がら話し合い、結論を導くために考えをまとめることができるような指導を行い
ましたか

中

新

調査対象学年の児童に対して、前年度までに、文章を読んで理解したことに基
づいて、自分の考えをまとめることができるような指導を行いましたか

小

調査対象学年の生徒に対して、前年度までに、表現の工夫とその効果などに
ついて、読み手からの助言などを踏まえ、自分の文章のよい点や改善点を見
いだすことができるような指導を行いましたか

36 36 34
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、各教科等で身に付けた
ことを、様々な課題の解決に生かすことができるような機会を設けましたか

小

中

40 40 新
調査対象学年の児童（生徒）に対して、総合的な学習の時間において、児童
（生徒）一人一人がICT機器を活用することにより、探究の過程の質が向上す
ることを意識した指導をしていますか

小

中
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１の差

小 中 1 2 3 4 5 6 7 １＋２の差

28.6 66.7 4.1 0.7 0.0 0.7

27.9 63.9 8.1 0.0 0.1 3.5

17.2 68.8 14.1 0.0 0.0 -7.1

24.3 64.9 10.6 0.2 0.1 -3.2

34.0 61.9 4.1 0.0 0.0 -3.9

37.9 57.6 4.4 0.0 0.1 0.4

14.1 71.9 14.1 0.0 0.0 -9.1

23.2 60.5 15.7 0.4 0.1 2.3

34.0 58.5 6.8 0.7 0.0 -9.9

43.9 51.9 4.0 0.0 0.1 -3.3

43.8 54.7 1.6 0.0 0.0 -2.9

46.7 49.0 4.1 0.1 0.2 2.8

57.1 38.1 4.8 0.0 0.0 8.9

48.2 48.8 2.9 0.0 0.1 -1.8

29.7 65.6 4.7 0.0 0.0 -13.4

43.1 52.7 4.1 0.1 0.1 -0.5

41.5 55.8 2.7 0.0 0.0 -0.7

42.2 55.0 2.7 0.0 0.1 0.1

46.9 51.6 1.6 0.0 0.0 -0.1

47.0 50.9 1.8 0.1 0.2 0.6

53.7 44.9 1.4 0.0 0.0 -1.8

55.5 43.0 1.3 0.0 0.1 0.1

53.1 45.3 1.6 0.0 0.0 -1.0

54.1 43.4 2.4 0.1 0.2 0.9

12.9 55.8 29.3 2.0 0.0 -5.4

18.3 56.9 23.3 1.4 0.1 -6.5

39.1 46.9 14.1 0.0 0.0 -1.2

40.3 53.8 5.7 0.2 0.2 -8.1

40.6 50.0 9.4 0.0 0.0 -6.1

46.7 49.8 3.3 0.1 0.1 -5.9

12.5 56.3 29.7 1.6 0.0 -12.0

24.5 54.1 20.4 0.7 0.2 -9.8

18.8 59.4 18.8 3.1 0.0 -14.5

33.3 54.3 11.6 0.6 0.2 -9.4

18.8 62.5 18.8 0.0 0.0 -15.9

34.7 56.9 8.1 0.2 0.2 -10.3

7.8 59.4 31.3 1.6 0.0 -17.7

25.5 49.4 22.9 1.9 0.3 -7.7

7.8 56.3 34.4 1.6 0.0 -12.9

20.7 56.0 21.7 1.5 0.2 -12.6

12.5 43.8 34.4 9.4 0.0 -9.1

21.6 45.4 29.3 3.5 0.1 -10.7

46.9 45.3 3.1 4.7 0.0 -7.3

54.2 40.9 3.9 0.8 0.2 -2.9

12.9 6.8 15.6 12.9 19.7 32.0 0.0 6.4

6.5 9.0 11.0 10.7 28.9 33.8 0.0 4.2

0.0 9.4 14.1 10.9 31.3 34.4 0.0 -3.7

3.7 6.5 8.9 11.2 34.8 34.8 0.1 -0.8

2.7 2.7 5.4 19.0 29.9 40.1 0.0 0.5

2.2 2.7 12.3 20.3 29.5 32.9 0.1 0.5

0.0 6.3 21.9 20.3 12.5 39.1 0.0 -4.6

4.6 9.6 24.4 22.7 21.3 17.3 0.1 -7.9

選択肢(質問の選択肢は、P60を参照) その他
※　・
無回答

小

46

調査対象学年の児童に対する算数の授業において、前年度までに、具体的な
物を操作するなどの体験を伴う学習を通して、数量や図形について実感を伴っ
た理解をする活動を行いましたか

小

調査対象学年の生徒に対する数学の授業において、前年度までに、観察や操
作、実験等の活動を通して、数量や図形等の性質を見いだす活動を行いまし
たか

中

【算数・数学科の指導方法】

49 49 45
調査対象学年の児童（生徒）に対する算数（数学）の授業において、前年度ま
でに、日常生活や社会における事象との関連を図った授業を行いましたか

小

中

中

51 51 47

調査対象学年の児童（生徒）に対する算数（数学）の授業において、前年度ま
でに、問題の答えを求めさせるだけではなく、どのように考え、その答えになっ
たのかなどについて、根拠を明確にして児童（生徒）に筋道を立てて説明させ
るような授業を行いましたか

小

中

質問 番号 Ｒ７
番号 質問事項

校
種

50

50

58
Ｒ６
*/55

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、スピーチ
やプレゼンテーションなど、まとまった内容を英語で発表する活動を行いました
か

59
Ｒ６
*/56

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、自分の考
えや気持ちなどを英語で書く活動を行いましたか

中

中

61
Ｒ５
*/55

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、聞いたり
読んだりしたことについて、その内容を英語で書いてまとめたり自分の考えを
英語で書いたりする活動を行いましたか

中

60

【英語科の指導方法】

53 53 50
調査対象学年の児童（生徒）に対する理科の授業において、前年度までに、日
常生活や社会における事象との関連を図った授業を行いましたか

小

中

【理科の指導方法】

52 52 48
調査対象学年の児童（生徒）に対する算数（数学）の授業において、前年度ま
でに、授業で、学習上つまずいた児童（生徒）に対する対応を行えていました
か

57
Ｒ６
*/54

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、原稿など
の準備をすることなく、（即興で）自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う活
動を行いましたか

中

54 54 52
調査対象学年の児童（生徒）に対する理科の授業において、前年度までに、観
察や実験の結果を整理（分析）し考察（解釈）する指導を行いましたか

小

中

Ｒ６
*/52

Ｒ５
*/54

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、聞いたり
読んだりしたことについて、生徒同士で英語で問答したり意見を述べ合ったり
する活動を行いましたか

中

63
Ｒ５
*/56

英語担当教員とALT（外国語指導助手）との間で、授業のねらいや活動の意
図、各学級や一人一人の生徒の実態等について共通認識を持ち、協力して授
業を行うことができていると思いますか

中

62 新
調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、キーボー
ド（画面上に表示されるキーボードやフリック入力も含む）を使って英語を書く活
動を行いましたか

中

57 65 Ｒ５
51/59

家庭学習の課題（宿題）として、児童（生徒）にPC・タブレットなどのICT機器を
使用して、英語の学習をどの程度行わせていますか

小

中

56 64 Ｒ５
50/58

英語の授業以外にも児童（生徒）が英語に触れる機会（イングリッシュキャン
プ、English Day、昼休みの英語での放送等）をどの程度設けていますか

小

中

56
Ｒ６
*/53

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、英語を読
んで（一文一文ではなく全体の）概要や要点を捉える活動を行いましたか

中

学校として外国語教育の充実に取り組む上で、必要な情報や研修、自己研鑽
の機会等を十分に設けていますか

小

調査対象学年の生徒に対する英語の授業において、前年度までに、英語を聞
いて（一文一文ではなく全体の）概要や要点を捉える活動を行いましたか

中

55

55

Ｒ６
52/*

57



１の差

小 中 1 2 3 4 5 6 7 １＋２の差

35.4 61.2 3.4 0.0 0.0 -1.8

37.2 56.1 6.5 0.2 0.1 3.3

34.4 54.7 10.9 0.0 0.0 2.6

31.8 57.6 10.3 0.3 0.1 -0.3

42.9 48.3 8.8 0.0 0.0 8.3

34.6 53.9 10.6 0.8 0.1 2.7

23.4 57.8 15.6 3.1 0.0 -8.0

31.4 53.8 13.5 1.2 0.1 -4.0

53.1 23.1 14.3 8.2 1.4 0.0 0.0 -4.1

57.2 25.6 12.6 3.8 0.5 0.0 0.1 -6.6

45.3 17.2 17.2 18.8 1.6 0.0 0.0 -14.5

59.8 22.5 11.3 5.0 1.1 0.2 0.2 -19.8

35.4 34.0 25.9 4.8 0.0 0.0 -0.3

35.7 39.7 21.0 3.3 0.2 0.1 -6.0

23.4 34.4 34.4 3.1 4.7 0.0 -13.9

37.3 33.9 22.3 5.6 0.8 0.1 -13.4

15.0 29.9 32.7 17.7 4.1 0.7 -6.4

21.4 30.5 28.3 17.3 2.3 0.1 -7.0

12.5 28.1 34.4 20.3 4.7 0.0 -7.3

19.8 28.1 30.1 18.7 3.2 0.1 -7.3

27.9 18.4 27.2 15.0 11.6 0.0 -6.4

34.3 23.7 22.7 11.8 7.3 0.2 -11.7

23.4 21.9 26.6 15.6 12.5 0.0 -7.1

30.5 23.3 24.6 13.4 8.0 0.1 -8.5

15.6 20.4 32.0 14.3 17.7 0.0 -2.6

18.2 24.3 27.2 17.2 12.9 0.2 -6.5

6.3 18.8 31.3 23.4 20.3 0.0 -9.1

15.4 20.7 26.8 18.6 18.5 0.2 -11.0

11.6 29.3 32.0 16.3 10.2 0.7 -7.9

19.5 30.4 30.3 14.1 5.6 0.1 -9.0

10.9 18.8 35.9 23.4 10.9 0.0 -5.6

16.5 24.3 29.9 19.7 9.4 0.2 -11.1

1.4 0.7 10.9 5.4 19.0 62.6 0.0 -0.8

2.2 3.9 8.6 9.4 23.0 52.8 0.2 -4.0

0.0 1.6 14.1 9.4 17.2 57.8 0.0 -2.1

2.1 4.5 7.5 8.7 22.2 54.8 0.2 -5.0

19.7 6.1 49.0 16.3 4.1 4.8 0.0 -7.9

27.6 15.6 45.7 7.3 1.3 2.5 0.1 -17.4

12.5 15.6 40.6 17.2 7.8 6.3 0.0 -18.4

30.9 22.3 35.1 6.8 2.1 2.7 0.1 -25.1

15.0 68.0 16.3 0.7 0.0 -5.5

20.5 65.8 13.2 0.2 0.2 -3.3

14.1 50.0 34.4 1.6 0.0 -6.0

20.1 63.2 16.0 0.4 0.2 -19.2

49.7 49.7 0.7 0.0 0.0 -5.1

54.8 43.8 1.3 0.0 0.1 0.8

26.6 71.9 1.6 0.0 0.0 -25.5

52.1 45.1 2.6 0.0 0.1 1.3

14.3 9.5 7.5 9.5 12.2 28.6 18.4 0.0 1.6

12.7 8.6 11.7 8.1 9.1 23.4 26.4 0.1 2.5

15.6 14.1 14.1 4.7 7.8 29.7 14.1 0.0 -10.0

25.6 12.3 14.0 10.4 9.1 18.2 10.3 0.1 -8.2

11.6 3.4 4.8 3.4 4.8 25.9 46.3 0.0 0.2

11.4 5.3 5.9 4.1 5.7 20.1 47.3 0.1 -1.7

12.5 4.7 4.7 3.1 7.8 39.1 28.1 0.0 -12.6

25.1 7.3 5.9 4.1 5.6 22.8 29.1 0.1 -15.2

33.3 19.7 15.0 6.8 6.1 8.2 10.9 0.0 2.3

31.0 14.9 14.2 6.6 4.3 10.7 18.2 0.2 7.1

23.4 15.6 10.9 6.3 10.9 18.8 14.1 0.0 -9.1

32.5 14.1 14.3 7.5 5.3 11.2 14.8 0.1 -7.6

10.2 6.8 6.1 2.7 1.4 11.6 61.2 0.0 -2.3

12.5 5.4 7.3 2.8 1.7 10.0 60.2 0.1 -0.9

6.3 6.3 3.1 3.1 6.3 15.6 59.4 0.0 -9.0

15.3 5.3 6.9 2.6 1.9 8.5 59.4 0.2 -8.0

15.0 0.7 3.4 4.8 11.6 51.0 13.6 0.0 -17.3

32.3 2.4 4.8 6.8 7.3 30.0 16.3 0.1 -19.0

43.8 1.6 6.3 3.1 4.7 31.3 9.4 0.0 8.4

35.4 2.4 5.0 9.3 8.6 30.5 8.6 0.1 7.6

2.0 0.7 2.0 5.4 5.4 62.6 21.8 0.0 -6.4

8.4 1.6 3.1 4.5 7.4 46.2 28.8 0.1 -7.3

4.7 1.6 3.1 3.1 4.7 67.2 15.6 0.0 -6.0

10.7 2.2 4.5 7.6 8.9 48.3 17.6 0.1 -6.6

4.1 10.9 12.2 7.5 65.3 0.0 -1.5

5.6 14.5 9.1 5.1 65.6 0.1 -5.1

3.1 7.8 6.3 4.7 78.1 0.0 -2.1

5.2 10.7 8.3 4.9 70.8 0.1 -5.0

59 67 57
コンピュータなどのICT機器の活用に関して、学校内外において十分に必要な
サポートが受けられていますか

小

中

【ICTを活用した学習状況】

61 69 59
調査対象学年の児童(生徒)が自分で調べる場面（ウェブブラウザによるイン
ターネット検索等）では、児童(生徒)一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなど
のＩＣＴ機器をどの程度使用させていますか

小

中

60 68 58
調査対象学年の児童(生徒)に対して、前年度までに、児童（生徒）一人一人に
配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を、授業でどの程度活用しましたか

小

中

63 71 61
教職員と調査対象学年の児童(生徒)がやりとりする場面では、児童(生徒)一人
一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させています
か

小

中

62 70 60
調査対象学年の児童(生徒)が自分の考えをまとめ、発表・表現する場面では、
児童（生徒）一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をどの程度使
用させていますか

小

中

65 73 63
調査対象学年の児童（生徒）が自分の特性や理解度・進度に合わせて課題に
取り組む場面では、児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどの
ICT機器をどの程度使用させていますか

小

中

64 72 62
調査対象学年の児童(生徒)同士がやりとりする場面では、児童(生徒)一人一
人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器をどの程度使用させていますか

小

中

67 75 66
児童(生徒)一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどの端末を、どの程度家庭
で利用できるようにしていますか

小

中

66 74 64
前年度に、児童(生徒)一人一人に配備されたＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を
使って、児童（生徒）が学校外の施設（他の学校や社会教育施設、民間企業
等）にいる人々とやりとりする取組をどの程度実施しましたか

小

中

70
-2

78
-2

67-2
児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次
のような用途でどの程度活用していますか。（２）希望する不登校児童（生徒）
に対する授業配信

小

中

70
-1

78
-1

67-1
児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次
のような用途でどの程度活用していますか。（１）不登校児童（生徒）に対する
学習活動等の支援（（小７０－２）（中７８－２）の授業配信を含む）

小

中

70
-4

78
-4

67-4
児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次
のような用途でどの程度活用していますか。（４）外国人児童（生徒）に対する
学習活動等の支援

小

中

70
-3

78
-3

67-3
児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次
のような用途でどの程度活用していますか。（３）特別な支援を要する児童（生
徒）に対する学習活動等の支援

小

中

67-6
児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次
のような用途でどの程度活用していますか。（６）児童（生徒）に対するオンライ
ンを活用した相談・支援

小

中

70
-5

78
-5

67-5
児童（生徒）一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器について、次
のような用途でどの程度活用していますか。（５）児童（生徒）の心身の状況の
把握

小

中

69 77 新
ICT機器やインターネットの利活用について、目的や場面に応じた適切な使い
方や、利活用にあたってのルールやマナー（長時間利用防止や情報の取扱い
も含む）に関する指導を行いましたか

小

中

68 76 新
ICT機器を活用して各教科等における見方・考え方を働かせるような学習指導
を行いましたか

小

質問 番号 Ｒ７
番号 質問事項

校
種

選択肢(質問の選択肢は、P60を参照) その他
※　・
無回答

中

58 66 新
児童（生徒）が学びを深めるための指導改善に向けた取組として、教員がコン
ピュータなどのICT機器の効果的な使い方を学ぶために必要な情報や研修、
自己研鑽の機会等を十分に設けていますか

小

中

71 79 68
障害のある児童（生徒）が一人一人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器
を活用する際、入出力支援装置等を活用し、障害種・障害の状態や特性及び
心身の発達の段階等に応じた支援をどの程度行いましたか

小

中

70
-6

78
-6

58



１の差

小 中 1 2 3 4 5 6 7 １＋２の差

63.3 35.4 1.4 0.0 2.3

61.0 37.8 1.0 0.1 -0.1

64.1 32.8 3.1 0.0 10.2

53.9 44.0 2.0 0.1 -1.0

51.0 46.9 2.0 0.0 4.8

46.2 51.8 1.9 0.1 -0.1

42.2 53.1 4.7 0.0 2.9

39.3 56.7 3.8 0.2 -0.7

40.1 44.9 0.0 15.0 0.0 4.9

35.2 39.2 2.3 23.2 0.1 10.6

59.4 26.6 0.0 14.1 0.0 22.2

37.2 36.2 2.8 23.7 0.1 12.6

23.8 39.5 0.0 36.7 0.0 6.6

17.2 32.4 1.6 48.7 0.1 13.7

25.0 34.4 1.6 39.1 0.0 6.1

18.9 30.4 2.0 48.6 0.1 10.1

29.3 40.8 0.0 29.9 0.0 6.5

22.8 31.8 1.7 43.6 0.1 15.5

25.0 39.1 3.1 32.8 0.0 -3.0

28.0 30.9 1.9 39.0 0.2 5.2

31.3 36.1 0.0 32.7 0.0 7.8

23.5 26.7 0.9 48.8 0.1 17.2

39.1 25.0 0.0 35.9 0.0 12.9

26.2 28.5 1.4 43.7 0.1 9.4

8.2 6.8 0.7 0.7 83.7 0.0 -3.4

11.6 14.7 1.1 0.4 72.0 0.1 -11.3

9.4 14.1 0.0 1.6 75.0 0.0 -4.9

14.3 17.8 1.8 0.6 65.4 0.1 -8.6

15.6 32.7 37.4 14.3 0.0 -6.1

21.7 45.3 25.5 7.4 0.1 -18.7

25.0 32.8 34.4 7.8 0.0 -3.8

28.8 43.2 22.1 5.8 0.1 -14.2

27.9 72.1 0.0 -14.1

42.0 57.8 0.2 0.2

7.8 59.4 32.8 0.0 0.0 0.0 0.0 -10.9

18.7 43.0 27.7 2.5 6.8 1.2 0.1 5.5

21.1 25.2 25.9 27.9 0.0 1.2

19.9 26.1 27.5 26.4 0.1 0.3

10.9 29.7 39.1 20.3 0.0 -5.8

16.7 32.3 28.2 22.7 0.1 -8.4

43.5 52.4 0.0 1.4 2.7 0.0 7.0

36.5 52.6 4.2 0.4 6.2 0.1 6.8

23.4 60.9 7.8 1.6 6.3 0.0 -4.6

28.0 56.4 6.5 1.0 8.0 0.1 -0.1

33.3 57.8 4.1 1.4 3.4 0.0 1.3

32.0 54.2 6.9 0.9 5.9 0.1 4.9

15.6 57.8 17.2 3.1 6.3 0.0 -10.5

26.1 55.8 9.2 1.2 7.7 0.1 -8.5

50.3 48.3 1.4 0.0 0.0 0.9

49.4 47.2 3.2 0.1 0.1 2.0

23.4 68.8 7.8 0.0 0.0 -10.0

33.4 57.8 8.4 0.3 0.1 1.0

40.1 53.1 6.8 0.0 0.0 1.1

39.0 52.1 8.5 0.3 0.1 2.1

7.8 70.3 21.9 0.0 0.0 -19.0

26.8 58.2 14.4 0.4 0.2 -6.9

29.9 52.4 17.7 0.0 0.0 -1.5

31.4 59.1 9.3 0.2 0.1 -8.2

17.2 60.9 21.9 0.0 0.0 -5.0

22.2 61.0 16.1 0.5 0.1 -5.1

42.9 56.5 0.7 0.0 3.6

39.3 57.4 3.2 0.1 2.7

21.9 68.8 9.4 0.0 -7.9

29.8 63.8 6.3 0.1 -2.9

15.0 59.9 25.2 0.0 -14.3

29.3 60.3 10.3 0.1 -14.7

9.4 67.2 23.4 0.0 -16.3

25.7 58.5 15.6 0.1 -7.6

74
-1

82
-1

70
-1

学校では、調査対象学年の児童（生徒）のうち、発達障害を含む障害のある児
童（生徒）に対する授業の中で、合理的配慮の提供として、個々の障害の状態
や特性及び心身の発達の段階に応じて、本人や保護者の意向を踏まえ、次の
ことをどの程度行いましたか。（１）人的支援の配慮

小

中

【特別な配慮が必要な児童（生徒）への指導】

72 80 新
前年度までに、調査対象学年の児童（生徒）に対する授業の中で、発達障害を
含む障害のある児童（生徒）も含めた、多様な児童（生徒）が通常の学級に在
籍していることを前提に、学級全体での指導の工夫を行いましたか

小

中

【家庭や地域との連携等】

【小学校教育と中学校教育の連携】

76 84 72
前年度までに、近隣等の中学校(小学校)と、教科の教育課程の接続や、教科
に関する共通の目標設定等、教育課程に関する共通の取組をどの程度行い
ましたか

小

中

75 83 71
学校では、調査対象学年の児童（生徒）のうち、日本語指導が必要な児童（生
徒）に対して、特別な配慮に基づく指導をどの程度行っていますか

小

中

中

85 */73
調査対象学年の生徒に対して、前年度に、職場体験活動を何日程度行いまし
たか

中

78 86 新
コミュニティ・スクールの仕組みや地域学校協働活動等の取組を活用して、学
校の運営や教育活動に関し、児童（生徒）が意見を表明することが出来る取組
を行いましたか

小

80 88 新
コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組は、学校教育活動の充実
や学校課題の解決だけではなく、地域及び家庭の課題解決や地域活動の担
い手育成に貢献していたと思いますか

小

中

79 87 77
コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等の取組によって、学校と地域や
保護者の相互理解が深まりましたか

小

中

中

82 90 81
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、家庭学習について、児
童（生徒）が自分で学ぶ内容や学び方を決めるなど、工夫して取り組めるよう
な活動を行いましたか

小

中

【家庭学習】

81 89 80
調査対象学年の児童（生徒）に対して、前年度までに、家庭学習の取組とし
て、学校では、児童（生徒）に家庭での学習方法等を具体例を挙げながら教え
ましたか

小

中

83 91 82
調査対象学年の児童(生徒)に対して、前年度までに、学校では、児童(生徒)が
行った家庭学習の課題について、その後の教員の指導改善や児童(生徒)の学
習改善に生かしましたか

小

85 93 84
令和７年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、保護者や地域の
人たちに対して公表や説明をどの程度行いましたか（学校のホームページや
学校だよりなどへの掲載、保護者会等での説明を含む）

小

中

【全国学力・学習状況調査の結果等の活用】

84 92 83
令和７年度全国学力・学習状況調査の自校の結果について、調査対象学年・
教科だけではなく、学校全体で教育活動を改善するために活用しましたか

小

中

74
-4

82
-4

新

学校では、調査対象学年の児童（生徒）のうち、発達障害を含む障害のある児
童（生徒）に対する授業の中で、合理的配慮の提供として、個々の障害の状態
や特性及び心身の発達の段階に応じて、本人や保護者の意向を踏まえ、次の
ことをどの程度行いましたか。（４）学習内容の柔軟な変更や調整

小

中

73 81 新

前年度までに、調査対象学年の児童（生徒）に対する授業の中で、発達障害を
含む障害のある児童（生徒）に対する個に応じた指導内容や指導方法の工夫
として、当該児童（生徒）が学習活動を行う場合に生じる「困難さ」に対する「指
導上の工夫の意図」を理解し、個に応じた様々な「手立て」を講じましたか

小

中

74
-3

82
-3

70
-3

学校では、調査対象学年の児童（生徒）のうち、発達障害を含む障害のある児
童（生徒）に対する授業の中で、合理的配慮の提供として、個々の障害の状態
や特性及び心身の発達の段階に応じて、本人や保護者の意向を踏まえ、次の
ことをどの程度行いましたか。（３）ルール・慣行の柔軟な変更（学習内容に関
わるものを除く）

小

中

74
-2

82
-2

70
-2

学校では、調査対象学年の児童（生徒）のうち、発達障害を含む障害のある児
童（生徒）に対する授業の中で、合理的配慮の提供として、個々の障害の状態
や特性及び心身の発達の段階に応じて、本人や保護者の意向を踏まえ、次の
ことをどの程度行いましたか。（２）情報の取得、利用及び意思疎通への配慮

小

中

77 73/* 職場見学を行っていますか 小

質問 番号 Ｒ７
番号 質問事項

校
種

選択肢(質問の選択肢は、P60を参照) その他
※　・
無回答
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学校質問調査 選択肢一覧 
質問番号 選 択 肢 

７～９、13 
19～21、23～30 
*/63、59/67 

１ そう思う                ２ どちらかといえば、そう思う  
３ どちらかといえば、そう思わない     ４ そう思わない 

10、11、31～37 
44～51、53、54 
*/55～*/62 

68/76、69/77 
76/84、78/86 
81/89～83/91 

１ よく行った               ２ どちらかといえば、行った 
３ あまり行わなかった           ４ 全く行わなかった 

12 

１ 指導している 
２ 屋外に出ることは指導しているが、近い所を見る作業に当たっての配慮事項は指導していない 
３ 屋外に出ることは指導していないが、近い所を見る作業に当たっての配慮事項は指導している 
４ 指導していない 

14、15 
１ 週１回程度、または、それ以上行った   ２ 月数回程度行った 
３ 学期に数回程度行った          ４ 年数回程度行った 
５ 行わなかった              ６ 特に問題を抱えていなかった 

16 １ 十分に取り入れている     ２ 一部取り入れている     ３ 全く取り入れていない 

17、18、39～43 
１ よくしている              ２ どちらかといえば、している 
３ あまりしていない            ４ 全くしていない 

22 
１ 全学年で実施している          ２ 一部の学年で実施している 
３ 実施に向けて検討している        ４ 実施していない 

38 
１ 週１回程度、または、それ以上行った   ２ 月数回程度行った 
３ 学期に数回程度行った          ４ 年数回程度行った 
５ 行わなかった 

52 
１ よく行えた               ２ どちらかといえば、行えた 
３ あまり行えなかった           ４ 全く行えなかった 

55/*、58/66 
１ 当てはまる               ２ どちらかといえば、当てはまる 
３ どちらかといえば、当てはまらない    ４ 当てはまらない 

56/64 
１ ほぼ毎日           ２ 週数回以上        ３ 週１回程度 
４ 月１回程度          ５ 年数回程度        ６ 設けていない 

57/65 
１ ほぼ毎日           ２ 週３回以上        ３ 週１回程度 
４ 月１回程度          ５ 月１回未満        ６ 全く行わせていない 

60/68 
１ ほぼ毎日（１日に複数の授業で活用）     ２ ほぼ毎日（１日に１回くらいの授業で活用） 
３ 週３回以上    ４ 週１回以上     ５ 月１回以上        ６ 月１回未満 

61/69～65/73 
１ ほぼ毎日           ２ 週３回以上        ３ 週１回以上    
４ 月１回以上          ５ 月１回未満 

66/74 
１ 週１回以上         ２ 月１回以上       ３ ３ヶ月に１回以上       
４ ６ヶ月に１回以上      ５ 年１回以上       ６ 実施しなかった 

67/75 
１ 毎日持ち帰って、毎日利用させている   ２ 毎日持ち帰って、時々利用させている 
３ 時々持ち帰って、時々利用させている   ４ 持ち帰らせていない 
５ 持ち帰ってはいけないこととしている   ６ 臨時休業等の非常時のみ、持ち帰ることとしている 

70-1/78-1 
～70-6/78-6 

１ ほぼ毎日          ２ 週３回以上       ３ 週１回以上  
４ 月１回以上                ５ 月１回未満           ６ 活用していない 
７ 該当する児童（生徒）がいない 

71/79 
１ よく行った      ２ どちらかといえば、行った       ３ あまり行わなかった     
４ 全く行わなかった   ５ 該当する児童（生徒）がいなかった 

72/80～73/81 １ 十分に行った         ２ 一部行った      ３ 全く行わなかった 

74-1/82-1 
～74-4/82-4 

１ 十分に行った         ２ 一部行った          ３ 全く行わなかった 
４ 該当する児童（生徒）がいなかった 

75/83 
１ 十分に行っている       ２ どちらかといえば、行っている 
３ あまり行っていない   ４ 行っていない   ５ 該当する児童（生徒）がいなかった 

77/* １ 行っている               ２ 行っていない 

*/85 
１ 実施しなかった     ２ １日～２日     ３ ３日     ４ ４日 
５ ５日以上（連続して実施）          ６ ５日以上（分散して実施） 

79/87、80/88 
１ そう思う                ２ どちらかといえば、そう思う 
３ どちらかといえば、そう思わない     ４ そう思わない 
５ 取組を行わなかった 

84/92、85/93 １ よく行った     ２ 行った        ３ ほとんど行わなかった 

※ 質問番号の 数/数は、（小学校の番号）/(中学校の番号)を示す。 


